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⾳楽の授業づくりジャーナル 第５号 
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音楽の授業づくりジャーナル ５号 目次 
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 坪能由紀子が日本音楽教育学会第 48 回大会のプロジェクト研究「学校と社会を結ぶ音楽教育」

で「TAS モデル」を提案したのは 2017 年秋であった。2018 年 2 月には TAS モデルに基づいた最初

の授業が行われ，それ以来多くの授業が実践されてきている。その多くはこの「音楽の授業づくり

ジャーナル」に掲載されているが，それらを見渡してみると，教材となる音楽のジャンルが次第に

広がってきていることが分かる。ジャズやブルース，J-pop もあれば，日本の音楽も含む世界のさ

まざまな音楽，そして現代音楽へと，TAS モデルに基づいた授業からは大きな広がりが見渡せる。 

 また，A として，あるいは S として参加してくれた音楽関係者も驚くほど多彩であった。特に A

として作品やアイディアを提供した作曲家は，音楽の授業において子どもたちのクリエイティヴィ

ティを育てるための大きなベースを与えてくれた。しかも特集「現代音楽と作曲家」（「音楽の授業

づくりジャーナル」４号）での作曲家特集は１冊のジャーナルだけでは収まらず，４号から次の６

号へと引き継がれる予定である。 

 ５号の特集は「TAS モデル：音楽を創造し，共有し，発展させるために」であり，その特色の一

つはやはり様々な音楽文化への広がりが見られることである。日本の箏，インドネシアのガムラン

とドビュッシーとの関わり，北インドの古典音楽，それぞれが今までにない視点からの実践であっ

たと言えるだろう。これらを可能にしたのは，授業に参加してくれた S＝Supporter の演奏家たち

であった。たとえば「ガムランとドビュッシー」ではガムランの演奏家たちが学校へとあのガムラ

ンのセットを運んで，子どもたちにガムランの演奏を教えてくれた。そしてピアニストも学校の音

楽室でドビュッシーの「パゴダ」を演奏し，なおかつ子どもたちと即興を楽しんでくれたのである。 

 もう一つの大きな特色は，この号の授業ではクラシックの演奏家たちが参加したことである。上

述した「ガムランとドビュッシー」におけるピアニスト以外にも，「風のメロディー」では，クラシ

ックの声楽家がこの曲の演奏を子どもたちに披露してくれている。そしてハイドンのカルテットで

は，弦楽四重奏の演奏家たちが子どもたちの前で模範演奏しただけではなく，子どもたちのグルー

プ活動に入り，子どもたちと一緒に音楽をつくったのである。 

 

 ５号では，関係者の許諾を得て，授業における T，A，S，そして子どもたちの様子を写した動画

を，どの授業に関しても掲載している。いずれも【動画資料】として，文中に URLを載せた他，

資料集にはこれらをまとめて別掲している。４号を読まれたある小学校の先生から「私が若いこ

ろ，本を読み，数少ない実践者の授業を訪ね歩いて，時間をかけて手に入れていたものが，ここ

に凝縮されています」との言葉をいただいた。５号も同じように，先生方に本号での授業を動画



資料を含めて共有していただくことによって，さらに新たな授業の冒険が行われ，日本の音楽授

業を牽引していくことを願っている。 

 最後に，コロナ禍の中，５つの授業に関係してお力添えをいただいたすべての方々に心からの

お礼を申し上げたい。 

 

「音楽の授業づくりジャーナル」５号編集代表 

「新しい音楽教育を考える会」代表 

坪能 由紀子 
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１ ことの秘密 

 
 
�

���������� 叶 こみち�

（東京都北区立八幡小学校） 

 

2 Adviser 森重 行敏 

(洗足学園音楽大学現代邦楽研究所) 

 

3 Supporter 吉原 佐知子 

（箏演奏家） 

 

4 Reporter 塚原 健太 

（琉球大学） 
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１ 題材の目標 

 

２ 題材の意義             ３ 育てたい児童の姿 

４ 教材について 

 

 

 

 

 

 

１ Teacher から 学習指導案 

第５学年「日本の音楽を味わおう【箏】」～伝統的な技法を通して～ 

鑑賞曲，参考曲「さくら変奏曲」宮城道雄作曲   実施日 2019 年 7 月 8 日 

       「松竹梅」三ツ橋勾当作曲     北区立八幡小学校第５学年 

                        授業者 叶 こみち 

○箏の音やその組合せの

響きの特徴のよさや面白

さを生かしてまとまりの

ある音楽をつくる。 
○旋律のつなげ方や重ね

方の特徴を理解し，伝統

的な巣ごもり地に合わせ

て，即興的に旋律をつく

ることができる。 

○箏の音色や多彩な奏法から醸し出

される響きを聴き取り，それらの働き

が生み出すよさや面白さを感じ取っ

て，聴き取ったことと感じ取ったこと

の関わりを考えながら，曲のよさを見

いだし，音楽を味わって聴いたり，奏

法を工夫して，どのような音楽にする

かについて思いや意図をもったりす

る。 

○箏の音色や多彩な奏法

との関わりに興味・関心

をもち，ゲストティーチ

ャーや友達と交流しなが

ら音楽活動を楽しみ，鑑

賞や音楽づくりの学習に

主体的に取り組む。 

 ４年時に「さくらさくら」の旋律で箏の基

礎的な知識，及び基本的な奏法は習得してい

る。また，ドローン，旋律，合いの手に分か

れて「さくらさくら」の演奏も行った。今回

は，さらに箏には多彩な奏法があることを知

り，箏の魅力に気付くようにしたい。また伝

統的な音型である巣ごもり地を使って，箏の

特徴的な響きのよさや面白さ, 美しさを味わ

い，日本の伝統的な楽器や演奏の素晴らしさ

を感じ取ることを期待している。 

これまでに習得した「さくらさくら」の旋

律が「さくら変奏曲」によって変幻自在に変

化し，多彩な奏法によって楽曲の魅力が増す

ことに気付くようにしたい。また，巣ごもり

地に合わせて，一人一人が旋律をつくった

り，グループでまとまりのある音楽をつくっ

たりする過程で，出てきた自分のアイデアと

古典の曲から学んだことを行きつ戻りつし

ながら，友達と意見交換する中で自分の考え

が高まり変わっていく姿を育てたい。 

「さくら変奏曲」宮城 道雄作曲  

伝統的な日本の歌曲「さくらさくら」を８つの変奏曲にしている。多彩な奏法が随所

にあり，聴きなれたメロディーが変化する面白さがある。  

「松竹梅」三ツ橋 勾当作曲   

 吉祥の象徴である松・竹・梅の三つの主題をテーマにした曲。春から秋にかけての自

然の景物を歌詞に取り入れた祝儀曲。巣ごもり地が多く使われている。 
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５ 事前・事後の指導と本時の指導 

（１）事前の指導と実際 

（２）本時 

       

 

 

 

 

（３）事後の指導 

学習内容 児童の姿 教師の働きかけ 

○「さくらさくら」を演奏する。 

・交代で全員が主旋律を演奏す

る。 

・ドローン，旋律，合いの手に

分かれて演奏する。 

・基本的な奏法で，４拍，８拍

の旋律を即興的につくり，全員

でつなぐ。 

 

・姿勢，構え方，爪の当て方等に

気を付けて演奏している。 

・ペアで交流し合いながら，息を

合わせて演奏している。 

・４拍，或いは８拍の流れにのっ

て，自分の考えた旋律を演奏して

いる。 

 

・正しい姿勢，構え方，弾き

方等，基本の技能を思い出す

ように声かけをする。 

・３つのグループに分ける。 

・拍にのって演奏できるよう

に，拍子木で拍を取る。 

学習内容 児童の姿 教師の働きかけ 

○グループで，巣ごもり地に

合わせて旋律を考え，まとま

りのある音楽づくりをする。 

・話し合う。 

・試しながらつくる。 

・発表し合い，互いの工夫を

認め合う。 

・全員がアイデアを出しながら役

割を分担する。 

・「さくらさくら」の合いの手や

これまでに学んだ学習内容を想

起して，音のつなげ方や重ね方等

を工夫する。 

・３（４）人グループをつくる。 

・話し合い活動の苦手なグループ

には支援する。 

・発表を聴き合う場面では，どん

な工夫があったかディスカッシ

ョンの場を設定する。 

<Children> 

・全員で「さくらさくら」を演奏する。 
・「さくら変奏曲」を聴き，いろいろな奏

法があることに気付き，発表する。 
・Ｓにいくつかの奏法を教わり，自分で

弾いて試してみる。 
・ＳとＴの松竹梅の演奏を聴き，奏法を

工夫して巣ごもり地に合わせて８拍の旋

律をつくる。 

<Adviser> 

・箏の伝統的な音型（巣ごも

り地・砧地）に合わせて音楽

づくりをしてはどうか。 

＜Supooter＞ 

・「さくら変奏曲」を

演奏する。 
・子供たちが気付いた

多彩な奏法と口唱歌

を紹介する。 
・Ｔが巣ごもり地（ツ

ルテン）を繰り返し，

Ｓが松竹梅の手事を

弾く。 

＜Teacher＞ 

・これまでに学習した

「さくらさくら」が本時

につながるよう授業の

導入を工夫する。 
・演奏を聴く時に視点を

与え，子供たちの気付き

を大切にした発問の工

夫をする。 
・旋律づくりでは自分で

試したりペアで話し合

ったり考え工夫する時

間を設定する。 
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 授業を終えて      
                          北区⽴⼋幡⼩学校 叶 こみち 
 箏はこれまでも⾳楽の授業で児童の⾳楽の学びに有効であるという観点から積極的に取
り⼊れてきた。平成２３年度から施⾏された学習指導要領で，国際社会に⽣きる⽇本⼈と
しての⾃覚が求められる中，我が国や郷⼟の伝統⾳楽の指導が重点化された。さらに今年
度から実施された新学習指導要領では和楽器が第 3 学年，第 4 学年で取り上げる旋律楽器
の例に付加されている。ここ数年で⾳楽教育のなかに全国的に和楽器，特に箏の需要が⾼
まり，指導法の研究が急務であると感じている。 
 箏の魅⼒はたくさんあるが，特に以下の 3 点について優れていると考えている。 

① ⾳を簡単に鳴らすことができ，基本的な（初歩的な）技能の習得も短時間にできる。 
② 箏柱を動かすことで⾃在に調絃でき，様々な⾳階を容易につくることによって異なる

⾳楽の世界を味わうことができる。 
③ シンプルな楽器の構造ゆえに，⾳⾊や響き，奏法による様々な⾳の可能性を感じ取る

ことができる。 
① については，児童に馴染み深いわらべうたを教材として⽤いることにより，効果的に 
楽しく学習することができる。また，②については，⽇本の平調⼦をはじめ沖縄の⾳階，
アラブの⾳階，全⾳⾳階等⾃在に調絃を変えることでそれぞれの異なった⾳楽の世界を味
わうことができる。さらに③では，合わせ⽖やかき⼿，あと押し，流し⽖等様々な⼿法を
活⽤することによって多彩な⾳⾊を児童⾃らが⽣み出すことができる。これらのことから
箏は児童の想像⼒を豊かに膨らませながら⾳楽づくりを⾏うことができると考えられる。 

今回のＴＡＳの取組では，上記の③の特⻑に着⽬し，授業者（T）が⼤学で専⾨に研究し
ている研究者（A）と第⼀線で活躍している演奏者（S）にアドバイスいただきながら意⾒
交換し合う中で，児童がより箏の魅⼒を感じながら⾳楽づくりを創造的に進めるというも
のだった。TAS のメンバーがもっている知識や経験値，実践等をもとに対話を繰り返すこ
とにより，よりよい授業づくりができたと考えている。 

本実践で扱った「多彩な奏法」には，古典的な昔から受け継いできたものと児童が⾃在
に考えたオリジナルのものとがあり，それらを組み合わせて授業を展開した。つまり『箏
＝古典＝⾳楽づくり』をつなぎ，古典的な奏法を箏の古典の曲から学び，習得した上で，
それに児童が創造的なオリジナルの奏法を組み合わせたり，⾳⾊，リズム，速度，旋律，
強弱，⾳の重なり，⾳階等の⾳楽を特徴付けている要素や様々な⾳楽の仕組みを⽣かした
りして，⾳を⾳楽へと構成することを通して，全体のまとまりを意識した⾳楽をつくるよ
うにしたのである。3〜4 ⼈のグループごとにつくる過程で互いの意⾒を交換し合い，出て
きたアイデアと鑑賞として⽤いた古典の曲から学んだこととを⾏きつ戻りつしながら，試
⾏錯誤を重ねてつくりあげた⾳楽を発表し合った。古典的な奏法を知り，それを随処に散
りばめることで，これまでに学習した箏による⾳楽づくりより，⼀歩も⼆歩も広がった，
より箏を箏たらしめる特⻑のよさを味わいながら（吉原先⽣の⾔葉です）児童の⾳楽の世 
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界が広がる⾳楽づくりが実施できたと感じている。また，４年⽣で学習した「さくらさく
ら」の旋律をモチーフにした⾳楽づくりの経験を⽣かした作品も⾒られた。⾳楽づくりの
過程でオスティナートに巣ごもり地を⽤い，モチーフとなる旋律を考え，飾り（合いの⼿）
に様々な奏法を⼊れていたグループがそれである。これまでの学習を⽣かした⾳楽づくり
ができていたことも⼤きな収穫と⾔える。⼀⽅で，はじまりの部分や終わりの部分，そし
て中の部分にリズムや速度，⾳の重ね⽅，⾳階の変化等，もう少し多様なものが出てくる
かなと期待していたが，⼗分に検討できぬまま時間ぎれとなってしまったことが課題とし
てあげられる。原因としては鑑賞教材とその後の⾳楽づくりがぴったりとはまっていなか
ったことが考えられる。今回鑑賞教材として扱った「さくら変奏曲」（宮城 道雄作曲），「松
⽵梅」（三ツ橋 勾当作曲）では（古典的な）奏法に焦点を当てたにもかかわらず，⾳楽づ
くりでは⾳楽を特徴付けている要素や⾳楽の仕組み等多くのことを⼀度に求めすぎてしま
ったのである。今回は 8⼩節から 16⼩節程度の『多彩な奏法を⽤いて⾳楽づくりをしよう』
とし，次の段階で鑑賞教材を新たにピックアップし，『⾳楽の仕組みを考えながら変化に富
んだ⾳楽づくりをしよう』とステップを分けて⾏う必要性を感じた。さらに各グループへ
の指導者の効果的な助⾔も再考の余地があると感じている。 
 今回の取組では，上記の多彩な奏法が随所に表れる「さくら変奏曲」（宮城 道雄作曲），
巣ごもり地が多くつかわれている「松⽵梅」（三ツ橋 勾当作曲）を，研究者，演奏者に紹
介していただいた。このような選曲は研究者や演奏者の専⾨的知識の豊かさや経験値から
得られたものであり，授業者の限られた知識だけでは難しい。また，指導の過程において
も多くのご助⾔をいただき，研究者，演奏者，授業者の 3 者が互いに連携することによっ
て，児童のより深い豊かな学びの実現につながる⼤きな可能性を感じた。当⽇は演奏者に



 9 

来校していただき，鑑賞曲を⽣演奏していただいた。児童が本物の箏の⾳を肌で感じ，曲
のよさや⾯⽩さ、美しさをじっくり味わうことができたことや奏法の⼀つ⼀つを丁寧に教
えていただいたことで児童の学びに向かう⼒がぐんと増したと感じている。 

今回の実践を通して，研究者・演奏者との対話を重ねる中で，私⾃⾝の中で新しい知識
が広がり，その広がった知識からどんどん授業のアイデアが⽣まれた。それをまた３者で
意⾒交換したり，研究者や演奏者よりご助⾔いただいたりというスパイラルの中でさらに
私⾃⾝の思考が深まっていくことを実感した。また，授業者が児童の実態や学校の状況に
応じて研究者や演奏者とタイアップし授業をプロデユースすることが，魅⼒的な授業の構
築には必要不可⽋であることを再確認した。 
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1 はじめに 

箏を授業で活用する場合に、大きく二つの方

向性が考えられる。 

(1)柱の位置を自由に設定できるため、様々

な調弦方法(伝統的に「調子」と呼ぶ)に簡

単にアプローチできる。日本的な五音音階

ばかりでなく、無限の可能性がある。 

(2)伝統的な演奏技法や音型を活用すると、

箏にしか表現できない音楽性へ近づくこと

につながる。 

箏で「さくらさくら」をはじめとする簡単

なメロディを演奏することは、すでに多く

の実践がなされているので、ここでは伝統

的な音型を活用することを提案した。とい

っても、伝統的な楽曲を学習するためとい

うより、特徴的な音型を利用することが、

新しい音楽づくりの素材として役に立つの

ではないかと考えたことによる。 

 

２ 伝統的な箏の技法の例 

江戸時代に出版された「箏曲大意抄」(1779

年の序文あり)には左手八法、右手十七法が

記載されている。それらの呼び名は現在で

は変化しているものもあるが、基本的には

引き継がれているものも多い。 

以下はそれらを簡単にまとめた。なお、流

派により様々な呼び方がある。 

◆箏のおもな伝統的技法 (カタカナの技法

名は「唱歌」として歌われる例)  

 

(右手の技法) 

テン、チン、ツン・・・通常の親指の奏法 

レン、リン、ルン・・・スクイ爪  

トン・・・中指で弾く(音型により親指の時

もある)  

シャン・・・「合わせ爪」または「掻き爪」

による重音  

シャシャ・・・「割り爪」。人差し指、中指

の順で隣接した二音を「掻く」  

サーラリン・・裏連。爪裏で上からグリッ

サンド。最後は親指で止める。 

カーラリン・・・流し爪。親指でグリッサ

ンド  

シャンツレン・・・引き連。中指で下から

上へグリッサンド。  

ズーズー(スリ爪)・・中指の爪の横でこす

って往復  

消し爪・・・弦の下に左手の爪を添えてビ

リつかせる  

シュー(輪連)・・・爪の横で輪のようにこ

する  

コロリン・・・隣接する3音の下降(リズム

は何通りかある) 

カケ爪・・・楽箏に由来する一連の音型  

(斗ガケの例) 七八 六七 斗 (トンレントン

レンテンなど) 

人差指で2音、中指で2音、最後に親指。 

変形として半ガケ、早ガケなどもある。 

 

 

 ２ Adviserから 

 箏の授業についてのアドヴァイザーからの提案と報告        

                                                                Adviser 森重行敏 
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(左手の技法) 

押し手・・弾く直前に弦を押して音高を上

げる。 

例・半音(弱押し)、全音(強押し) 、全音半

(最強押し) 

あと押し(ツーウン)・・弾いたあとで弦を

押して余韻を上げる 

押し合わせ(リャン)・・隣の弦を押して二

音を同音にして同時に弾く  

引き色・・弾いた弦をわずかに緩める。  

突き色・・弾いた直後に突くようにして、

余韻を短く上げる。 

揺り色・・余韻をゆらす  

 

(現代的手法) ・・・これらの多くは宮城道

雄(1894-1956)により箏に導入された。 

トレモロ、 

スタカート(余韻のミュート)、 

ピチカート(爪をつけない指で弾く)、  

アルペッジョ(洋楽的な分散和音)、 

ハーモニクス など 

    

３ 伝統的音型の「地」について  

箏曲の古典的な手法には、オスティナート

(シンプルな音型の反復)と言えるものもあ

り、主旋律とは別の奏者が「地」(伴奏役)

として担当することもある。 

(地の例) 

砧(きぬた)地：同音反復。通常の奏法とスク

イを連続する。(テンレン、チンリンなど) 

巣ごもり地：同音反復のあと、一つ上の弦

(全音上)を弾く。(ツルテン)  

拾い地：主旋律の音を裏拍で「ひろってい

く」手法  

送り地、受け地：短いフレーズを2パート

で掛け合う時の、前者と後者を指す 

「さらし」の手：ミシドシに相当する音型

を繰り返す。変化形もいろいろある。 

  

４ 実践についての感想 

今回の実践例では様々な技法や音型を試み

ることが、新しい音楽づくりの素材として

有効であると実感できた。今後の課題とし

ては、伝統楽曲の持つリズム感、拍子感、

強弱の表現などがもっと研究されても良い

と思われる。ただし、伝統邦楽のリズム感

についての研究もまだ尽くされているとは

言えないため、より深い考察が必要になる

だろう。 
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１ 教材の提案 

【箏について】 

箏の大きな特長とは、調弦が自由自在なこ

と、そして様々な奏法を用いた多種多様な音

色をつくれることにあると思う。 

それゆえに箏は、日本を代表する伝統的な

楽器であるだけでなく、音楽づくりにも大変

有効である。調弦を自在に変えることが出来

るので、使いたい音だけを使って調弦すれば

自在に絃をかき鳴らしながらメロディーや

伴奏を即興的につくることが出来る。また、

箏の素材である、桐の木を響かせた独特の音

色は、多彩な奏法によりさらに魅力的な音色

を生み出す。爪で弾いたり、指ではじいたり、

弦をゆらして余韻をつくったりと、たくさん

の奏法があり、そのどれもが異なった音色を

生み出す。さらには生徒が独自の奏法を考え

て音を重ねても違和感なく音楽がつくれる。 

このように簡単に音が出せ、様々な音色が

つくれる箏だからこそ，幅広い音楽づくりが

可能なのである。 

今回の授業では伝統的な古典奏法を生徒に

教えてそれを用いて音楽づくりをするため、

多彩な音色が散りばめられた音楽が出来る

と期待する。 

 

 

 

 

【「さくら」と「松竹梅」について】 

今回の授業では、藤井凡大の「さくら」（箏

独奏による主題と六つの変奏さくら）をまず

演奏した。この曲は最初ゆっくりとした主題

で始まり、段々と色々な技が加わった変奏が

披露される。子どもたちにはこの演奏を聴い

て，箏の演奏では両手を使って様々な奏法を

駆使しながら演奏することを知ってもらい、

その奏法や音楽性に興味を持ってほしいと

考え，この曲を選んだ。 

次に、音楽づくりで今回ドローンとして「巣

ごもり地」を使う点から、巣ごもり地が使わ

れていて、古典作品で有名な「松竹梅」の手

事(歌のない器楽のみの部分)を、巣ごもり地

を授業者の叶先生に弾いてもらい、私が松竹

梅を演奏した。 

巣ごもり地は 2 音で弾ける簡単なパターン

なので、生徒もすぐに演奏できる。叶先生が

演奏に参加することで、生徒の興味も高まっ

たと思われる。 

 この有名な地の一つである「巣ごもり地」

をもとに、授業では子どもたちは，箏の豊か

な音色を味わいながら様々な奏法を使い，旋

律を重ねて「音楽づくり」をしていった。 

 

 

  

４「日本の音楽を味わおう【箏】」～伝統的な技法を通して～ 

 

サポーター 吉原佐知子             

 

                                                               箏奏者：吉原佐知子 
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２ Supporterの役割について 

① 箏の伝統的な奏法を教える。 

② 藤井凡大の「変奏曲さくら」を弾き、曲の

なかに様々な奏法が入っていることに気

付かせ、箏の表現力を知ってもらう。 

③ 授業者の弾く巣ごもり地の上で「松竹梅」

の手事部分を重ねて弾き、巣ごもり地の

上で音楽を重ねるという生徒の今後の活

動の原点になる楽曲を聴いてもらい、自

分たちの活動の参考にしてもらう。 

 

３ 授業への提案 

 箏の基本的な奏法の習得のみではなく，さ

まざまな古典奏法を学び、さらには自分たち

で工夫した奏法を駆使しながら巣ごもり地

の上で音楽づくりをすることによって、それ

ぞれの生徒が創造的に音楽に接する体験と

なることは，箏の演奏家としてとてもうれし

いことである。 

 良く聴き合うことだけがルールで自由に

楽しく箏の音色を重ねてみれば自然に素敵

な音楽がつくれる。今回使っている調弦は五

音音階のため、どの音でもきれいに響き合う。

間違いはないので怖がらずにどんどん箏を

弾いてみてほしい。 

最後に、授業者の熱意と向学心、アドバイザ

ーの適切な題材や楽曲の指示があってこそ

のこの授業であったと思う。

 

 

【吉原 佐知子(箏演奏家)】 

平成１４年、東京藝術大学邦楽科生田流箏曲専攻卒業。NHK 邦楽技能者育成会第４３期卒業。現代邦楽研究所第１

期卒業。同所にてビクター邦楽技能者育英賞受賞。全国高校生邦楽コンクール準優賞。賢順記念全国箏曲コンクー

ル銅賞、奨励賞受賞。NHKオーディション合格。 

2010年 旧東京音楽学校奏楽堂にてリサイタル開催。 

2015年 洗足学園音楽大学にて「吉原佐知子 箏リサイタル～箏独奏の系譜」開催(文化庁芸術祭参加公演) 

2015年 フランス サンリキエ音楽祭にて招待演奏 

研究論文「音楽づくりにみる箏の教材化の可能性について-邦楽ワークショップ授業の分析を通して-」2013年、洗

足論叢第42号 

主な著書「和楽器にチャレンジ：箏」（汐文社出版）執筆担当。「音楽づくりのアイディアⅡ」(マザーアース出版)。 

現在，洗足学園音楽大学現代邦楽コース非常勤講師，熊本大学、弘前大学非常勤講師 

東京都市大学等々力中学高等学校箏曲部非常勤講師 
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１ 授業の概要 

 小学校５年生を対象とした本授業は、箏の演奏

家であるサポーター（以下、Sと略記）が演奏す

る《さくら変奏曲》（宮城道雄作曲）から、子ど

もたち（以下、Cn と略記、個々の子どもを指す

場合は、C1、C2のように表記）がさまざまな奏

法を見いだし、それを使った８拍の旋律づくりへ

と展開するものである。まずは授業の流れを見て

おきたい。 
 授業が行われる教室に入ってきたＣnは、入口

で受け取った箏爪を指にはめながらも、調弦をす

るSに釘付けである。調弦が終わると静寂が広が

り心地よい緊張感が漂う中、授業者（以下、Tと

略記）の促しによって正座し、姿勢を伸ばして「よ

ろしくお願いします」と挨拶が交わされた。 
 授業の冒頭では、Cn が前時までに演奏してき

た《さくら》の腕前をSに披露した。箏の前に座

ったCnに向けてTは「一、竜角の延長線上右肩、

二、斜め 45 度、三、左手おきます。四、右手ス

タンバイ」と構えの確認を促す。そして始まった

演奏は、一の弦と二の弦を交互に弾き全体を支え

るオスティナート、主旋律、合いの手を入れる副

旋律の 3 つに分かれていた。演奏が終わったCn
にはTから「みなさん見事でした。上手な演奏で

す」、Sからは「上手」と賞賛が送られた。 
 いよいよSによる《さくら変奏曲》の演奏を聴

くことになった。Sの周りに集まったCn対して、

Tはプロの演奏をこれだけ間近で聴けることはま

たとないので、よく見て、よく聴くように促す。

その上で、「皆が、知らない、弾き方が、沢山、

出てきます。終わった後、どんな弾き方があっ

たかききます」と、奏法を発見することを促す

ことで、授業のねらいに子どもたちを導いてい

た。 
 S による演奏が終わり、Cn の拍手が鳴り止

むと T はどのような弾き方があったのかを子

どもたちに質問し、子どもたちからは一つひと

つ発見した奏法が発表された。その度に S は、

その奏法の呼称や「口唱歌」（くちしょうが、

以下同様）を言いながら、実際に演奏するとと

もに、どのように弾いているかをこと細かに説

明した。Tはそれを引き受けて、弾き方がより

分かりやすいように「どうなってんだろう」と

より詳しい奏法の説明を S から引き出したり、

Cn に奏法をその場で真似させたりした。その

上で、Tは予め用意しておいた奏法のカード（唱

歌、奏法の呼称、弾き方を示したもの）を提示

し、Cn に一斉に唱歌を言わせることで、奏法

と唱歌が一致するよう促す。Cn からは発見し

た約7種類の奏法が発表されたが、予め用意し

ておいた2つの奏法（「コロリン」、「すくい爪」）

は子どもたちからは発表されなかったので、教

師によって紹介された。 
 そしてここで、Tから、今回の授業のめあて

として「巣ごもり地に合わせて旋律をつくろう」

が示され、伝統的な「巣籠地」（すごもりじ、「地」

４ Reporterから 

奏法を窓口に「箏の世界」へと参入する子どもたち 

   塚原 健太（琉球大学） 
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は地歌で旋律と合奏される付随的なパートのこ

とを指し、「巣籠地」は短い音型を反復する）を

オスティナートにして、先ほど学習した奏法を使

って8拍の旋律をつくるという具体的な課題が提

示された。その後、Sによって「巣籠地」の実演

が行われ、Tによって「すくい爪」が使われてい

ることへの意識づけが行われた。そして、旋律づ

くりの参考として、Tが演奏する「巣籠地」に合

わせて、S による《松竹梅》（三ツ橋勾当作曲）

が演奏された。Cn はS の手から放たれるさまざ

まな奏法を食い入るように見ていた。 
【録画資料１】https://youtu.be/BTp8YzXsjTQ 
 「巣籠地」の具体的な弾き方がTから説明され

た後に、8 拍での旋律づくりにつながるようにT
とCn普段の授業で取り組んでいる「リズムでリ

レー」を生かした、手拍子による即興的なリズム

づくりが行われた。Tの8拍の手拍子の後に、Cn
各々が8拍の自由なリズムを手拍子で表現したの

である。それが終わると、児童 3～4人の各チー

ムには、先に学習した9つの奏法が示されたカー

ドの一覧が配布され、各々の旋律づくりに入って

いった。箏は各チームに2面、すなわち2名につ

き1面が用意されているので、まずは1人目が旋

律づくりを行い、もう一人は手で拍を取るなどサ

ポートをすることになった。 
旋律づくりの過程では、TとSが各チームを巡

回し、Cn 各々が選んだ奏法の技術的なポイント

を教授したり、拍をカウントしながらサポートし

たりしていた。活動に入って4分ほどが経過した

ところで、Tの指示のもと、CnはC1の周りに集

まり、旋律づくりの成果を聴いた。C1 はすくい

爪を用いた8拍の旋律を披露した。演奏後、Tは

「これはどれ使っていた、今」と、どの技法を使

っていたのかをC1に問い、「すくい爪」を使って

いたことを確認するとともに、「こんな感じでい

いんです、こんな感じで」と旋律づくりの方向

性を示していた。その後、Tが旋律づくりを交

替するよう指示し、Cn は各々の活動に戻って

いた。 
活動の途中、Tはホワイトボードに貼られた

技法のカードを指しながら、Cn に「ちょと皆

ね、全部ここからやんなきゃいけないと勘違い

している人が、いるんですけど。あの例えば、

あの、皆さ、4 拍子のえっと、リレーをやった

じゃないですか、お箏で」と説明した。さらに

箏で8拍のリレーの範奏を行い、「これの中に、

一回でもこれ［授業前半で取り上げた様々な奏

法を］、入れればいいんだよ。何か、あれもこ

れもと考えると難しくなっちゃうけど」と、Cn
の旋律づくりの状況に応じた助言を行った。 
その後、Tの指示のもと、CnはC2の旋律づ

くりの成果を聴いた。演奏後、T は、「てんこ

もりだったよね」と、C2がつくった旋律に様々

な技法が盛り込まれていたことに指摘した上

で、「何が入ってた今」と、Cnにどの技法が使

われているのかを問うた。Cnからは、「グリッ

サンド」、「輪連」、「合わせ爪」が使われていた

ことが発表された。 
続いて、Tがほかに発表できる人はいないか

と Cn に問うと、C3 が手を挙げて「斬新［だ

けどよいか］」と言った。それに T が「斬新い

いよ。大好き」と応答し、C3 がつくった旋律

を聴くことになった。TはC3の演奏の後、「拍

手。素敵ですね。斬新。［輪連をする素振りを

しながら］こう横にシュじゃなくて、斜めに。

なんか、すごい」とC3 の工夫を具体的に取り

上げた上で、「こんな風に自分のアイディアを

どんどん産み出していって」と、自分なりのア

イディアを取り入れながら旋律をつくる可能

性を提示した。 
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次に、C4 の旋律づくりの成果が披露された。

演奏後、Tは「これって何かのメロディ」と、C4
がつくった旋律に何かの曲のメロディが使われ

ているのではないかとCnに問うた。それに対し

て、C3は「七七八」と《さくら》の旋律を歌い、

その旋律がスクイ爪で演奏されていたと指摘し

た。T はそれを取り上げ「もう一回見て」と C4
の演奏をもう一度聴くように促した。そして演奏

後にTは、「てことは、先生ひらめいた。あのさ、

皆がやってるさくらさくらを、こうやって、何か、

いろんな技法を使ってアレンジするのもありだ

ね」と、旋律づくりのアイディアを共有していた。 
最後に、Tは子どもたちに元の場所に戻るよう

指示しつつ、「次の時間は、［各々がつくった旋律

をつなげて演奏する］リレーをしましょう。全員

で発表会をしましょう」と、次時の見通しを提示

し、Sへのお礼、チームのメンバーへのお礼、そ

して T と学級全体へのお礼で授業が締めくくら

れた。 
 
２ 授業の特徴 

 本授業の特徴は、次の2点に認められる。 
(1)  Sの演奏から様々な奏法を発見する 

 授業概要でも述べたように、授業前半部では、

S が演奏する《さくらさくら変奏曲》から、Cn
が奏法を発見し、それを学級で共有することが中

心となっている。Sの演奏を食い入るように聴く

Cn の姿が看取された。プロの演奏家であるS に

よる演奏がもつ魅力が、Cn をそうさせているの

はもちろんだろうが、奏法を見いだす探究の主体

として参加したことが、彼らの聴く姿勢を形づく

っていたと言えよう。 
そして、Cn が発見した奏法が、T とS によっ

て呼称、口唱歌、弾き方によって意味づけされる

過程へと進んでいる。旋律づくりへ効率的に進む

ことを優先すれば、先に奏法の一覧を示し、一

つひとつ紹介することも想定されるであろう。

しかし本授業では、Cn が発見した奏法が、T
によってラベリングされ、S によって具体的な

弾き方へと結びつけられるとともに、Cn もそ

れをその場で真似してみるという遠回りのよ

うにも見える過程を経ることによって、実際の

音、呼称、口唱歌、弾き方が一体的に学習され

ていたと考えられる。 
(2) 「箏の世界」と「子どもの世界」の往還 

 本授業では、Sが提示した真正な「箏の世界」

を、奏法を手がかりにして探究することで表現

手段として「占有（アプロプリエーション）」

するとともに、「子どもの世界」において創造

性を働かせながら表現を工夫することで「箏の

世界」へと返っていく過程が看取された。 
 既述のように、「箏の世界」を探究し、発見

した奏法を使って旋律をつくる活動は、S が持

つ技を、断片的であったとはいえ、Cn が「占

有」する過程として見ることができる。Cn は

旋律づくりの過程で、S に教わった奏法を幾度

となく試しながら自分のものにしていったの

である。S の繰り出す技を自らのものにしたい

という欲求が典型的に表れていたのが、複数の

奏法が盛り込まれたC2 のつくった旋律であっ

た。C3 のように、奏法をそのまま自分のもの

にするだけでなく、アレンジする場合もあった。

そこで働いていた創造性は、真正な「箏の世界」

を離れる方向で、新しさを産み出すことに働く

だけでなく、「箏の世界」に接近する方向にも

働いていたと考えられる。《さくら》冒頭の旋

律を「すくい爪」で奏するC4 がつくった旋律

のように、つくる過程を通して、これまで触れ

てきた「箏の世界」に、より深い次元で参入し

ていく姿が看取された。 
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１ 題材の目標 

 

２ 題材の意義             ３ 育てたい児童の姿 

◯音色や旋律などと曲想と

の関わりを理解するととも

に，日本や世界の楽器やその

組合せの響きの特徴を生か

し，思いや意図に合った音楽

表現をするために必要な，音

楽の仕組みを用いて，音楽を

つくる技能を身に付ける。 

◯楽器の音色や旋律，音の重なり，

拍などを聴き取り，それらの働きが

生み出すよさや面白さを感じ取り

ながら，聴き取ったことと感じ取っ

たこととの関わりについて考え，日

本や世界のいろいろな国の音楽の

よさなどを見いだしながら聴くと

ともに，楽器やその組合せの響きの

特徴を生かし，どのように全体のま

とまりを意識したら音楽をつくる

かについて思いや意図をもつ。 

１ Teacher から 学習指導案 

第６学年「ガムランとドビュッシー 

～日本と世界の音楽に親しもう～」 

                       実施日 令和元年６月 18・25 日 

                       春日部市立上沖小学校 第６学年 

                       授業者      羽生田 麻子

（令和３年４月より 越谷市立蒲生南小学校勤務） 

 

 

第６学年「音の重なりを生かして音楽をつくろう」 

 鑑賞曲「月への碑文」マリー・シェーファー作曲  実施日 2018 年 9 月 20 日 

                         桐蔭学園小学部  第６学年 

                         授業者 岩 井 智 宏 

◯日本や世界の楽器やその

組合せの響きの特徴に興

味・関心をもち，音楽活動を

楽しみながら主体的・協働的

に音楽づくり及び鑑賞の学

習活動に取り組む。 

 本題材では，我が国や世界のいろいろな国の音

楽に関心をもち，音楽の特徴を感じ取ったり，そ

のよさを味わったりするために，ガムランの生演

奏を鑑賞したあと，児童が同じ曲を演奏する。そ

して，班ごとにガムランの音色や音楽構造を生か

し，音楽をつくって演奏する。児童は得た知識を

生かし，それぞれの班がつくったガムランの鑑賞

を通して，決められた条件のもと生み出された音

楽に，多様な表現があることを実感する。これは

パリ万博でガムランと出合ったドビュッシーと

同様な経験である。今から約 130 年前にドビュッ

シーが体験したように，一つの音楽をもとに広が

る新たな音楽の世界をすることにより，今後の音

楽活動に生かそうとするはずである。これが本題

材の意義である。 

○ガムランの生演奏の鑑賞を通して，柔軟で多

様な考えをもち，自らガムラン楽器を演奏す

る姿 
○音やフレーズのつなげ方や重ね方の特徴を

理解し，限定された音や楽器から生まれる音

楽の面白さを感じ取りながら，それらを自身

の音楽づくりや演奏に生かし，価値を見い出

す姿 
○鑑賞曲の特徴を理解し，その音楽の仕組みを

用いて，自身の音楽づくりに生かす姿 
○つくった音楽を自他ともに認めることがで

きる姿 
○自宅等で鑑賞曲以外の「ガムラン」や「ドビ

ュッシー」の作品等に触れようとする姿 
 
 



４ 教材について（◎TAS モデル授業での主な教材） 

 

５ 事前・事後の指導と本時の指導 

（１）事前の指導と実際 

学習内容 児童の姿 教師の働きかけ 

〇雅楽「越天楽」を聴き，楽

器の音色，速度，拍の特徴

と曲想との関わりを理解す

る。 

 

 

 

〇雅楽「越天楽」の鑑賞や「越

天楽今様」の歌唱で気付い

た音楽の特徴を生かして，

班ごとで音楽づくりをす

る。 

 

 

 

 

 

 

 

〇日本と同様に古くから伝わ

る世界のいろいろな国の音

楽を聴き，それぞれの音楽

の特徴や演奏のよさを感じ

取る。 

 

 

 

 

 

 

・楽器の音色や旋律を聴き取

る。 

・音の重なり方や反復等の音楽

の仕組みに気を付けて聴く。 

・使われている楽器，演奏の形

態について調べる。 

・雅楽の響きを味わって聴く。 

・「越天楽今様」の楽譜を見な

がら歌い，雅楽「越天楽」と

「越天楽今様」の主旋律が同

じであることを知る。 

 

・楽器の音色や旋律等の特徴を

生かして雅楽をもとにした

音楽をつくる。 

 

・それぞれの班がつくった音楽

を聴き，その班がとらえた雅

楽の音楽の特徴に気付く。 

・雅楽「越天楽」と比べながら、

世界のいろいろな国の音楽

を聴き，使われている楽器の

音色や音の重なり方等特徴

的な要素について伝え合う。 

・音楽の特徴と生活や社会との

関わりについて考える。 

・音楽と演奏の様子，国や地域

名を確認する映像を視聴し，

それぞれの音楽の特徴や演

奏よさを感じ取って聴く。 

◇聴こえた音の種類とその特徴

をまとめる。 

◇映像を活用し，雅楽で使われ

ている楽器の演奏形態を確認

する。 

◇拍の取り方を確認する。 

 

◇雅楽「越天楽」で感じ取った

音楽の特徴を意識して表現で

きるように，呼吸の仕方，速

度等に気を付けて歌うように

する。 

◇一人ずつ 16 拍程度の旋律を

つくり，それをもとにまとま

りのある音楽をつくるように

する。 

◇各班の演奏を聴いて，どこに

こだわって音楽をまとめたの

かを考えるように促す。 

◇音源に集中させるために，曲

名や国名は伏せて聴かせ，考

えをまとめるようにする。 

◇映像と比較しながら，楽器の

音色，音楽の特徴，音楽の奏

でられている場面や様子等に

気付くよう促す。 

◇世界のいろいろな国の音楽の

４曲の中から気に入った１曲

について自分の考えをまとめ

る。 

◎ガムラン「クボ・ギロ」（ジャワのガムラン） 

◎「塔」 『版画』より（ドビュッシー） 

〇雅楽「越天楽」（日本古曲） 

 〇「越天楽今様」（慈鎮和尚 作歌／日本古謡） 

 〇世界のいろいろな国の音楽「バグパイプ」「メヘテルハーネ」「アルフー」「フォルクローレ」 

 



（２）本時 

1 日目（6 月 18 日） 

 

 

 

2 日目（6 月 25 日） 

<Children> 

・「クボ・ギロ」を聴く。 
・自分で選んだガムラン楽器を演奏する。 
・教えていただいたり演奏したりして，気付い

たことや感じたことをワークシートにまと

める。 
・次回までに，ガムランをもとにした音楽をつ

くることを知り，その発想を得る。 

＜Supporter＞ 

主に、開智国際大学と東

京成徳大学の学生（9名） 

・「クボ・ギロ」を演奏

する。 
・児童に奏法を教える。 

＜Teacher＞ 

・児童が入室と同時に

ガムランの鑑賞を

始めるよう，タイミ

ングに気を付ける。 
・アドバイザーとサポ

ーターの紹介をす

る。 
・アドバイザーから楽

器名，奏法等を紹介

してもらう。 
・児童の体験コーナー

を計画運営し，体験

したことを生かし

て音楽づくりをす

ることを伝える。 

 

 

＜Teacher＞ 
・班ごとに発表を促

す。 
・演奏を聴いて，気付

いたことや感じた

ことを発表するよ

う促す。 
・アドバイザーからコ

メントをいただく。 
・サポーターを紹介

し，演奏していただ

く曲の紹介をする。 
・ガムランと「塔」の

音楽的要素の共通

点に気付かせる。 
・気付いたことをもと

に、即興演奏をする

よう促す。 

 

 
<Children, Students> 

・班ごとにつくった音楽を発表する。 
・班ごとの演奏を鑑賞する。 
・聴いて気付いた音楽の特徴やそれから感じ取

ったことを発表する。 
・サポーターのピアノ演奏を自分が選んだ場所

で鑑賞し，ガムランと「塔」に共通する音楽

の特徴に気付く。 
・ドビュッシーのピアノ曲の要素とガムランを

融合させ，即興的に音楽をつくる。 

＜Supporter＞ 

大竹紀子 先生 
・児童のつくった音楽

の発表を聴く。 
・ガムランを聴いて作

曲したと言われてい

る「塔」のピアノ演

奏をする。 
・児童の気付いた共通

点を部分的にピアノ

で再現する。 

<Adviser> 森重行敏 先生 

・歓迎の音楽「クボ・ギロ」を演奏する。 
・ガムランの楽器名，奏法を教授する。 

 

2 日目までに 1 時間程度の時間を使って，班で音楽をどのよ

うにまとめるのかを決定し，演奏発表できるようにする。 

<Adviser> 森重行敏 先生 

・児童のつくったガムランをもとにした音楽

を聴き，専門家からのコメントをする。 



（３）事後の指導 

学習内容 児童の姿 教師の働きかけ 

○前時を振り返

り，気付いた

ことや感じた

ことをまとめ

る。 

 

・A児の振り返り 

それぞれの国には，それぞれの音楽があり，特徴が異

なると思います。例えば，インドネシアのガムランは，

同じ音を繰り返し，間に違う楽器を挟んで，演奏してい

ました。速くなったり，遅くなったりと変化をつけてい

ました。一方で，中国のアルフーは長い音で，楽器はガ

ムランほど多くはありませんでしたが，アルフーは落ち

着いている感じでした。特徴などが違っていても，その

国独自の特徴があり，とても面白かったです。またそれ

ぞれの魅力があり，とても楽しかったです。 

 

・B児の振り返り 

 同じ班で協力して，決まった旋律を班のみんなと協力

してオリジナルにアレンジすることができました。ぼく

は，音楽づくりをすることによって，音楽は一つじゃな

いということに気付きました。一つの音楽から，沢山の

アレンジが生まれました。ぼくは，アレンジすることに

よって，自分好みの音楽を見つけることができました。

今回の学習で，ぼくは音楽の面白さに気付くことができ

ました。 

 

・C児の振り返り 

 世界の音楽はいろんなリズムはあって，おもしろいと

思いました。 

 リズムが重なっていたり，ずれていたりするのは，個

性が出ていいと思ったからです。これからの音楽は，リ

ズムだけではなく，音のずれなどにも気を付けて聴こう

と思います。２学期の音楽も楽しみです。 

 

・D児の振り返り 

 私は，金子みすずの「みんなちがってみんないい」の

言葉の意味を感じました。理由は，どこの世界の音楽も

楽器のバランスが違うのに，きれいな音色だったり，楽

器の音を重ねて違う音を出したりしていたからです。 

 

・E児の振り返り 

 ピアノでの演奏も音が細かくて，ガムランの音の重な

りとよく似ていることに気が付きました。音が重なり合

い，響き合い，違う空間にいるみたいに感じました。ま

た，時空を超えたのではと思いました。 

◇授業で扱った音

楽 の 音 源 を流

し，児童が前時

で学んだ音楽の

特徴を想起でき

るようにする。 
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１ ガムランについて 

インドネシアの伝統合奏形態である「ガムラ

ン」はバリ、ジャワ、スンダ(西ジャワ)など

の地域により、楽器の形態や音楽性にもかな

りの違いがある。今回の授業で使用されたも

のはジャワのスレンドロ音階によるもので、

以下のような特徴がある。 

1. 王宮音楽として発展したものであり、儀

式性の強い音楽性が特徴であり、その青

銅製楽器の音色は優雅なものが多い。リ

ズム的にもゆったりとした印象で、刺激

的なものではない。 

2. 楽器の種類が多く、標準的編成は 10 人

から 15 人程度であるが、オーケストラ

のようなスコアや指揮者はなく、基本旋

律に対して楽器ごとにそれぞれの役割

がある。楽曲は反復が主体となる。 

3. 音階には大別してスレンドロ音階(半音

のない五音音階)とペロッグ音階(沖縄

音階に似た五音音階)がある。ただし標

準ピッチはなく、楽器セットごとに音高

は一定していない。また、一つのセット

の中でも、ピッチは微妙に散らばってお

り、全体として唸りが生じる。 

今回の授業ではスレンドロ音階を選択した。

これはかつてドビュッシーも聴いたとされ

るものである。また、サポーター学生による

見本演奏と奏法の紹介を最初に行なった。こ

れにより子供たちにとって初めて体験する

音楽についての新鮮な驚きと、伝統的な音楽

語法を最小限ながら紹介することができた。 

 

２ ジャワのガムランについて          

◆ガムラン(Gamelan)とは? 

インドネシア各地の伝統的合奏。金属(青銅)

打楽器中心。地域差が大きい。 

ジャワ 中部ジャワ(ジョグジャカルタ、ス

ラカルタ)の王宮で発達。声楽も重要。 

バリ 村人によるヒンドゥ寺院での奉納演

奏。大音量と細かな掛け合いリズム。 

スンダ(西ジャワ) 大きな王宮がなく、庶民

から貴族まで各種の小編成ガムランが発達。 

◆ガムランが演奏される伝統的な機会 

バリでは村の祭礼、中部ジャワでは王宮儀式。

各地とも冠婚葬祭の儀式、祝宴など。 

影絵芝居(Wayang kulit)、人形芝居(Wayang 

golek)、舞踊、伝統演劇などにも不可欠。 

◆中部ジャワのガムラン楽器  

(楽器名のカタカナ表記はさまざまなものが

ある) 

Gong(ゴング) 直径１m近い吊りゴング。周

期の区切り目。中型はSuwukan(スウアン)。 

Kenong(クノン) 大型の置きゴング。周期

を四等分する。遅い曲ではやや遅れて打つ。 

Kempul(クンプル) 小型の吊りゴング。音

 ２ Adviserから 

  「ガムランとドビュッシー」アドヴァイザーよりの提案と感想     

 

Adviser森重行敏 

          

 

                                                                Adviser 森重行敏 
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階の各音に調律。クノンの間の拍に打つ。 

Kethuk(クトゥ) 小型の置きゴング。裏拍

で打つ。余韻を止める。 

Kempyang(クンピャン) クトゥの間を細

分。楽式によっては使わない。余韻は止めな

い。 

Bonang (ボナン) 小型の置きゴング 12〜

14個一組。両手で演奏。オクターブ違いもあ

る。 

Saron(サロン) 厚い音板が台に並べられ、

木槌で演奏。オクターブ違いの三種がある。 

Gender(グンデル) 筒の上に薄い鍵盤がひ

もで吊られ両手で演奏。オクターブ高いもの

もある。 

Slenthem(スルントゥム) グンデルの低音

域。合奏の骨格旋律を担当。右手のバチで演

奏。 

Gambang(ガンバン) 木琴。両手のバチで

オクターブ演奏。即興的旋律。★ 

Kendhang(クンダン) 太鼓。テンポのリー

ダー。曲種により三種を使い分ける。 

Suling(スリン) 竹の縦笛。即興的演奏。★ 

Rebab(ルバブ) 弓奏楽器。二弦の金属弦。

楽団の長老格担当。静かな曲の前奏担当。★ 

Celempung(チュレンプン) 金属弦で複弦

の撥弦楽器。携帯型の Siter(シトゥル)もあ

る。★ 

Kecer(クチェル)小さなシンバル。台上と手

持ちのものを打ち合わせる。影絵芝居用。★ 

 (★は今回の授業で使用しなかったもの) 

◆ジャワガムランの音階・・２種類ある。フ

ルセットは両音階の楽器が並べて置かれる。 

Pelog(ペロッグ) 沖縄音階に似た音感。七

音から五音を選択した３種のモードが生れ

る。 

Slendro(スレンドロ) いわゆるペンタトニ

ック(ピアノの黒鍵)に近い五音音階。３種の

モードがある。 

 どちらの音階も転調の便宜のためにわざ

とあいまいな音程にしているとも考えられ

る。 

 結果として、金属打楽器にもかかわらず、

うなりのある独自の余韻が生まれる。 

◆ガムランの音楽構造について 

ジャワのガムランの基本編成は、青銅製のゴ

ング類(ゴング、クンプル、クノン、クトゥ)

やボナンと呼ばれる小型のゴング・チャイム

(ゴングを音階順に配置したもの)、サロン

(鉄琴状に鍵盤を並べたもの)と太鼓(クンダ

ン)で、より大規模な編成では竹笛のスリン、

擦弦楽器のルバブ、木琴のガンバンなども加

わる。楽曲の基本は 8拍、16拍、32拍など、

洋楽で言えば４拍子に相当する基本旋律を

繰り返すものである。各周期の最後に最大の

ゴングが鳴らされ、その他のゴング類は小型

になるほど、相対的に鳴らされる周期が短く

なる。鍵盤楽器は全体の旋律が速いテンポの

時はユニゾンであるが、テンポが遅くなるに

従って、高音域のものほど細かいリズムで装

飾を加える。総じて、特定の主旋律ではなく、

音域が高くなるほど細かな周期で打ち鳴ら

される音の集合体であり、個性的な作品を演

奏するというより、全体で音のモザイクを構

成していく仕組みに支えられていると言え

る。 

 

３ ガムランを授業で取り上げること 

日本の教室でガムランの楽器を常設するこ

とは今のところ考えにくい。多くの子どもた

ちにとっては、生まれて初めて、それもたっ
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た一度だけの出会いとなるはずである。初め

ての楽器で新しい音楽づくりをするという

ことは、まったく無秩序なものとなったり、

単に音を鳴らしてみることだけで満足して

しまう危険もある。一方で、伝統的な音楽の

演奏にこだわると、一回だけの出会いでそれ

を実現することはかなり困難である。今回は

サポーター学生の見本演奏と、一週間ではあ

ったがガムランを教室に設置することがで

き、両極端の結果ではない、限定的ながらも

効果的な出会いが実現できた。また、同じよ

うにガムランに出会ったことにより、自らの

新しい音楽を作り出したドビュッシーの作

品を鑑賞することができて、その効果はさら

に高まったものと思われる。それは初めて出

会う音楽を単に物珍しさだけではなく、自ら

の手の届くものとして感じることにもなり、

また、クラシックの作品といえども、手の届

かないものではなく、出会いと感性により生

まれたものとして、より身近に感じることに

繋がったと思われる。 

 

４ 実践の感想 

当初はガムランとの触れ合いだけでも、子ど

もたちには相当のカルチャーショックで、収

拾がつくのかと心配したが、担当の羽生田先

生の柔軟な人柄と音楽観により、子どもたち

も固定観念に縛られない音楽づくりが成功

していたと感じた。子どもたち自身の作品発

表に続いてドビュッシー作品の演奏が行わ

れたことにより、その効果は倍増したに違い

ない。世界各地の無数の音楽との触れ合いは、

今後も無限の可能性があり、その都度新たな

出会いの体験が生まれることは望ましいこ

とと思われる。何より忘れ難いのは、最初に

教室に入るなり、未知の楽器と音響に怖がっ

て泣いてしまった児童が、最後には誰よりも

熱心に楽器を演奏していたことで、出会いの

奇跡を痛感した。音楽とは何とかけがえのな

い体験を生むものであるのかが実感できた

ことは最大の収穫であった。 
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１ 授業前の準備 

 坪能由紀子氏から小学校の音楽づくり活動に

おいてドビュッシーの〈パゴダ Pagodes〉を演奏

してほしいと依頼があった際，最初に予想したの

は，あの地味な曲を演奏する私と，あまり曲に興

味を持たず何となく聞いている子どもたちの姿

であった。その予想は根本的に覆されることとな

った。 

 まず坪能氏から安田香氏によるドビュッシー

とガムランに関する論文が２点＊送られてきた。

それまでにドビュッシーのピアノ作品《版画

Estampes》は何度か演奏したことがあり，その１

曲目〈パゴダ〉については，ドビュッシーが五音

音階を用いて東洋を描写した代表的な作品であ

ると分かったような説明をしていた。しかし，論

文を読み込むことにより，ガムランの音響とドビ

ュッシーのピアノ書法の関連性，五音音階，完全

５度，５度関係，半音階，全音音階などの諸要素，

そして曲の形式についてはじめて明確に理解す

ることができた。 

 そして，坪能氏，教諭の羽生田麻子先生，ガム

ランの森重行敏氏との打ち合わせの場が設けら

れた。授業の流れと方向性について説明があった

のはもちろんだが，森重氏からスレンドロ音階に

ついてその中心音が時により変わるという話が

聞けたのも貴重であった。このような丁寧な準備

段階を経ることは，子どもたちの前でしっかりと 

 

 

自信を持って演奏することにつながり，非常に重 

要なことと思われる。 

２ 授業の様子〜サポーターとして 

 授業は６年生の４クラスに向けて行われた。私

の懸念は４校時にまたがる４回の演奏を全て高

いクオリティで集中して弾けるかということで

あった。（３回目くらいに集中力が切れると予想

していた。）これも見事に覆された。子どもたちは

前の週にガムランの授業を受け，本時に自分たち

でつくったガムラン作品を披露してくれること

になっていた。各クラス４〜５グループの子ども

たちのガムラン演奏はそれぞれ工夫されていて，

響きが美しかった。毎回その響きに触発されて

〈パゴダ〉を演奏することができた。そして何よ

り子どもたちの聴く姿勢が素晴らしかった。 

 最初に予想した「曲に興味を持たない」という

態度は微塵もなかった。子どもたちは何を思って

聴いていたのだろう。ただ，想像することはでき

る。ガムランの楽器の響きを聴き，構造を考え，

合奏演奏する。同じくガムランを聴いて西洋のピ

アノのための曲を作った作曲家がいる。ここで子

どもたちはドビュッシーと一体化していなかっ

たか。子どもたちが真摯に聴いているのが息遣い

からわかった。冒頭のセクションが戻ったときそ

れを感じたのがふらっと揺れた体からわかった。

子どもたちはピアノを囲むようにして私のすぐ

側にいた。こんな体験は二度とないかもしれない。 

3 演奏家から                         

「ガムランとドビュッシー」の授業において演奏家が見つめたもの 

 

   ピアニスト：大竹紀子 
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 実は私の最大の懸念はこの後の活動にあった。

子どもたちと一緒にガムランとドビュッシーを

ベースにした即興演奏を行うというのである。私

たちクラシック系演奏家が最も苦手とする即興

演奏である。これは坪能氏に感謝しなければなら

ない。坪能氏が５度のドローンを弾き始め，その

響き（彼女が出した魅力的な音）に引っ張られる

ように，私も黒鍵の音を適当に組み合わせていっ

た。そして，子どもたちも参加して，少しずつ黒

鍵の音が重なっていった。最終的にはガムランの

楽器も入り，部屋中が「音楽」に満ち溢れていた

のである。 

３ 授業を振り返って 

 この授業の最も素晴らしい点は，本物のガムラ

ン楽器を使用できたことであろう。言うまでもな

くこんな贅沢な授業はなかなかできない。だがそ

う終わってしまっては，何も発展しなくなる。サ

ポーターとして，演奏家として何を学び，何を今

後に活かせるのか考えてみたい。 

 まず「授業前の準備」に書いたように，事前に

できる限りの準備をしたことに大きな意味があ

った。本来，演奏に臨む際には，分析したり，文

献を読んだり，当たり前に行わなければならない

ことであるが，実際には鍵盤上の「練習」に忙し

く，なかなかその時間が作れない。また，分析や

調べたことを演奏に活かすのは存外難しい。音楽

づくりに参加するために「何が起きても対応でき

るように」深い楽曲理解が求められる。経験や感

覚だけから音色を導き出すのではない，特別な目

的をもった作業になる。曲の構造が見え，より強

く伝えられると信じられるようになる。 

 そして，何より，演奏家にとって音楽づくりと

は，作曲家の創造過程を辿ることのできる一つの

機会なのではないだろうか。ガムランを聴いた子

どもたちが音楽づくりをする。そしてガムランを

聴いてドビュッシーが書いた〈パゴダ〉を聴く。

あの子どもたちの息遣いはこのプロセスを通ら

なければ絶対にあり得なかった。子どもたちの存

在から演奏家がより強く音楽を伝えたいと感じ

る。楽譜から読みとる音楽に対する誠実さ以上の

エネルギーがそこに生まれる。 

 この授業の後，数回〈パゴダ〉のレッスンをし

た。音大生ピアニストたちにこの授業のことを話

すと，目を丸くして驚く。音楽を専門に学んでい

ない子どもたちにそんなことが可能なのだろう

かと。しかし，「実体験」というものは大きい。実

際に授業に参加した私からの話は具体的で「本当」

なのだ。学生もガムランの響きを想像する。子ど

もたちの聴く姿を想像する。音楽づくりにおける

サポーターの存在意義は，奏でられた音楽がその

時その場所で終わるのではなく，教室外にも広が

っていくというところにあるのではないだろう

か。 

 

=========================================== 

＊安田香（1996）「ドビュッシーとジャワのガムラン--楽曲分

析篇：ピアノ曲「パゴダ」の考察（その１）」『関西楽理研究』

Vol.13, pp.9-16. 

安田香（2007）「ドビュッシーとジャワのガムラン--象徴主

義の視点からその関係を読み解く」『音楽表現学』Vol.5, 

pp.45-54. 
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１ TAS授業 第1日目 

（１）ガムランとの出会い 

 TASの授業では，しばしTからＳに子どもたち

が音楽室に入ってくるときに演奏をしてほしい

という依頼がなされることがあり，今回もSが《ク

ボギロ》を演奏する中に子どもたちが入ってくる

形で授業がスタートした。ガムランで使用される

楽器や音楽は小学生の子どもたちが接すること

はほとんどない。T には，それらに初めて出会う

ときの子どもたちの「瞬間」を大切にしたいとい

う思いがあふれていた。教室に入ってきた子ども

たちは，音楽室にずらりと並ぶ見たこともない楽

器，聴いたことのない楽器の音色や演奏法，醸し

出される不思議な音楽の響きに驚きを通り越し

て思わず笑みがこぼれている。こうした子どもの

表情をひきだすことが出来るのはやはりTだから

こそであり，今回は６年生で，表現活動に恥ずか

しさを覚える子どもも出てくる微妙な時期であ

るにも関わらず，子どもらしい驚きと喜びが見ら

れたことはTASの授業におけるTの役割として大

きな意味を持つであろう。 

（２）聞くことより体験することで学ぶ 

 子どもたちが音楽室に入ると改めて授業が始

まり，AやSの簡単な紹介の後，音楽室に入る際

に演奏されていた《クボギロ》の演奏を聴く。Tか

らは楽器の数や音色に気を付けるようにアドバ

イスがなされ，演奏が終わると自分の好きな楽器

を選んで《クボギロ》を体験する活動が始まった。

おそらく学校では似た楽器もないであろう珍し

いボナンに急ぎ足で向かう子ども，「鉄琴？金

槌？」と言いながらサロンやグンデルに近寄る子

どもなど，子どもたちは，それぞれが演奏してみ

たい楽器に集まっていく。クンダンはいつも最後

まで残ることが多く，おそらく，子どもたちに「太

鼓」と認識されて人気が出なかったのだと思われ

るが，音楽を指揮する役割と知ると必ず誰かが担

当にぴったりはまって音楽を進めている。中には，

「音楽は苦手だから簡単なやつ」と言ってゴング

に集まる男子も見られたが，実際に演奏が始まっ

てみるとたたく回数さえ少ないが，音楽の要であ

ることに気づき，苦戦しながら一生懸命に全体の

音楽に合図を与えていた。こうして，子どもたち

は，ガムランについてAやTから話で聞くよりも

前に，まず自分で体験をしてみることで，楽器の

特性や音楽の特徴に自ら気づくとともに，出来な

いことや疑問に思うことについて，AやTやSか

らその情報が与えられることで，話を聞く以上に

学習を深めることが出来ていたのではないだろ

うか。 

（３）“学校”の音楽であること 

子どもたちの《クボギロ》の体験後，A よりガ

ムランと《クボギロ》についての説明が行われた。

ガムランは神聖な楽器と言われたり，民族的な事

項や詩や影絵などとの関わりがあったり，短時間

で子どもに説明することは難しい。しかし，A の

説明はガムラン音楽の構造を中心とした説明で

あり，それによって，子どもたちは既習の音楽と

の関連を見つけやすく，これまでの学習を生かし

ながら，初めて出会うガムランにも無理なく入っ

ていくことが出来ていた。2018年の日本音楽教育

4 Reporterから                         

日本と世界の音楽に親しもう 

   味府 美香（東京成徳大学） 
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学会岡山大会で筆者は，S に焦点を当て，人間国

宝である今藤政太郎が子どもとの活動の際に述

べた「音楽の共通のフィールド」を理解すること

の重要性を取り上げたが，今回のAはまさに，“学

校”という音楽の共通のフィールド上からの子ど

もたちへのアプローチであった。 

（４）音楽をつくる活動 

 第１日目の授業では，ガムランの基礎的な演奏

技能を知り，また，ガムランの音楽の基本的構造

を利用しながら，子どもたちが音楽づくりを行っ

た。先に述べたようにガムランは神聖な楽器とさ

れる中で，子どもたちが楽器を使って音楽をつく

るといった活動はおそらくほとんど例がないで

あろう（2018年にTASの授業でガムランを使った

音楽づくりが行われているが，A が同一人物であ

ることは特筆すべき点である）。Aは，子どもたち

が音楽をつくる活動について，習得した技法や知

識を音楽づくりに役立てつくることが，その音楽

の理解に結び付くこと述べている（2019年日本音

楽教育学会 50 周年記念大会１）。子ども番組にも

関わる緒方壽人２は，「“つくる”ことで“わかる”」

「わからないからつくる」と述べている。学校音

楽科教育では，諸民族の音楽について取り上げら

れているが，話を聞いたり，その民族の音楽を歌

ったり，聴いたりすることが多い。しかし，それ

だけではない理解の方法（つまり，つくることで

理解をする）がTAS授業を通して浮かび上がって

きているのではないだろうか。 

２．TAS授業 第2日目 

（１）子どもたちの発表 

 TAS授業第 2日目は，第1回目に参加したガム

ランの専門家であるAにピアニストのSが加わり

授業が始まった。まず，子どもたちの作品の発表

が行われたが，TAS授業第1日目以降，ガムラン

の楽器は音楽室に置かれ，子どもたちは試行錯誤

をしながら自分たちの音楽をつくり上げていた。

そして，その発表は，AとSの前で行われ，子ど

もたちの作品に対してAやSがコメントを返して

いた。 

子どもたちにとってTに声をかけられることも

嬉しいが，自分たちがつくった音楽の専門家（A）

や音楽のプロ（S）に自分たちの作品についてコメ

ントをもらえることはこの上ない自信につなが

るであろうことは想像に難しくない。そしてコメ

ントを返したり，子どもたちが自分たちの作品に

ついて言葉で発表をする際に，お互い（A・Sと子

どもたち）に音楽の工夫やコメントが共有されて

いない様子が見受けられると，T が補足をしたり

子どもたちに補足を促したり，T が何気なくサポ

ートすることでより充実した活動となっていた。 

【録画資料１】https://youtu.be/8Pv29s36s64 

（２）ガムランからドビュッシーへ 

 今回の授業は，ガムランを使って子どもたちが

つくった作品の発表で終わり，ではなく，もうひ

とつ重ねられた活動があり，それがガムランの音

楽からドビュッシーの音楽への広がりであった。

T から，子どもたちと同じようにガムランにイン

スピレーションを受け，曲をつくった作曲家がい

ることが伝えられると，子どもたちは「え？？」

という驚きの表情の後，「●●だ」「△△だ」と自

分たちの知っている作曲家や音楽室の壁に貼っ

てある作曲家の名前を答える。そして，ここで再

度，A が子どもたちにドビュッシーの作品とガム

ランについて解説を行うが，あえて，作品につい

てはそれほど詳細ではなかったこともあり，子ど

もたちは，自分たちも音楽をつくったけれど，ド

ビュッシーはどうたったのかという期待が高ま

っていった。 

（３）S（演奏家）と子どもたち 

T の「今日はピアニストを呼んでいます」とい
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う声でSが音楽室の前のピアノに登場する。あら

かじめ，T から，子どもたちがピアノの演奏を聴

く鑑賞の場所は「子どもたちの自由にしたい」と

いうことが伝えられており，子どもたちは好きな

場所で聴いて良いと言われると，ぞろぞろとピア

ノを囲み始め，あっという間にSが子どもたちで

見えなくなってしまった。 

ドビュッシー《塔》の演奏が始まり，子どもた

ちは食い入るように演奏を聴き，見ている。5分

ほどの演奏時間もあっという間に感じるほどで，

演奏がおわると一斉に息をしだしたかのように

緊張がほぐれていくのが伝わってくる。演奏が終

わると子どもたちは口々に演奏の感想を述べて

いたが，T は自分たちの音楽やこれまで習った音

楽を踏まえてSの演奏で気づいたことは何かを尋

ねる。すると，子どもたちからは「黒の鍵盤で弾

いていた」「同じ音があった（低音）」「繰り返して

あった」といった音楽構造に関する回答が次々と

出てきていたが，たった１回聴いただけで音楽に

気づく子どもたちには S も驚いたと述べている。

そして，Sは子どもの回答に対し，「この部分だね」

と子どもが着目した部分を抽出して演奏を行っ

ていた。それによって，気づいていなかった子ど

もたちが気づいたり，同じ構造を持つ他の部分を

新たに見つけ出してきたり，授業はどんどん盛り

上がっていった。 

TAS の授業について，S は演奏や演奏家が子ど

もたちに何かを与えるだけではなく，子どもたち

に与える影響と全く同じことがS側にも起こる双

方向の活動であることに言及している（2019年日

本音楽教育学会 50 周年記念大会３）。そして，子

どもたちと演奏家（S）との空気感は自分たち（子

どもと S）にしか分からないものであることも述

べ，S と子どもたちの間には，音楽へのアプロー

チの方法は違うとしても，同じ音楽を理解しよう

としながら音楽体験を楽しむことが共有されて

いたことが分かる。 

（４）ピアノを使った即興 

授業ではSの演奏の後， Sと子どもたちが一緒

にピアノを使った即興活動も行っている。黒鍵を

自由に弾き始めた子どもがいれば，S は低音で繰

り返しのパターンを演奏して支えている。１人子

どもが演奏をすれば，どんどん子どもたちが増え

ていき，そうするとSは全体の響きで足りないと

ころや，必要な個所に音を足したり，必要なけれ

ば子どもの輪から離れたりしている。また，ピア

ノが苦手な男子がピアノをのぞき込んでいると，

「１本指でいけるよ」と低音の１音をアドバイス

し，その１音に男子の行列が出来，交代で楽しそ

うに１本指で即興に参加していた。 

https://www.icme.jp/jd/05/sokkyo1.mp3 

３．まとめ   

 今回の授業では，それぞれが専門とするものを

合わせることで，子どもたちがより生き生きと音

楽活動に参加する様子を見ることが出来た。そし

て，そのためには，この授業のAやTから見えて

くるように，学校にAやSなどが関わることにお

いては，学校の音楽フィールドであることを認識

するとともに，子どもに何かを与えるだけではな

く，子どもからも同じものを自分たちも与えられ

ていることに気づくことが重要なのではないだ

ろうか。 

＜引用文献他＞ 

1及び３：日本音楽教育学会50周年記念大会口頭

発表より 

2：渡邊淳司，緒方壽人他（2019）『情報環世界』，

NTT出版，pp.66-83 

【録音１】

【録音２】https://www.icme.jp/jd/05/sokkyo2.mp3
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１ 題材の目標 

 

 

 

 

２ 題材の意義                      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◯曲想及びその変化と， 
北インド古典音楽の構 
造との関わりに気付き 
ながら，その仕組みを用 
いて音楽をつくる技能 
を身に付ける。  
 

◯北インド古典音楽の楽器の音

色・リズムを聴き取り，それらの働

きが生み出すよさや面白さ，美しさ

を感じ取りながら，聴き取ったこと

と感じ取ったこととの関わりにつ

いて考え，曲や演奏のよさを見出

し，曲全体を味わって聴いたり，ま

とまりを意識した「テイハイ」のリ

ズムづくりについて思いや意図を

もったりする。 
 

１ Teacher から 学習指導案 

第３学年「世界の音楽～北インド古典音楽～に親しもう」 

                     令和２年２月２５日（火） 
                                １・２校時 

                     京都市立上高野小学校    第３学年 

                          授業者 井上 希美 

第６学年「音の重なりを生かして音楽をつくろう」 

 鑑賞曲「月への碑文」マリー・シェーファー作曲  実施日 2018 年 9 月 20 日 

                         桐蔭学園小学部  第６学年 

                         授業者 岩 井 智 宏 

◯北インド古典音楽で使われ

る楽器の音色や旋律の特徴に

興味・関心をもち，その曲想

や演奏のよさを感じ取って聴

く活動やそのリズムや音階を

使ってフレーズをつくったり

する活動を楽しみながら，主

体的・協働的に音楽づくり・

鑑賞の学習活動に取り組もう

としている。 
 

音楽科で「世界音楽を強調する意義」としてアドバイザーの田中多佳子教授は，「音楽の範囲を

広げる」ことの重要性を提唱している。そのためには，教材として取り扱う音楽の範囲を広げて，

異文化理解・他者理解を通して，グローバル化の時代に対応できる音楽教育が必要だと考える。特

に北インド古典音楽は，音階・リズム・楽器・音色など，児童が体験してきた音楽とは異なる様々

な音楽的特徴をもつため，「音楽の範囲を広げる」ことにつなげやすい。今回は，演奏家，研究者，

小学校教諭である担任等，様々な立場の人材が，多面的にアイデアを出し合い，児童の実態に合っ

た授業を創造していったことにも意義を感じる。本時では，児童は学級担任やサポーターによる北

インド古典音楽の歌や楽器の生演奏を聴き，まず音楽的特徴を感じ取る。次に，独特の音階での旋

律を奏でたり，「ティハーイー」のリズムフレーズをつくったりする体験を通して，音楽的感性を

豊かにしたい。さらに，児童の音楽的視野を広げ，今後も様々な世界の民族音楽に対して興味をも

てる，グローバルな感性を育てたいと考えている。 
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３ 育てたい児童の姿 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 教材について 

児童は 2 年生の時に，反復を生かしてリズムを組み合わせ，グループで「おまつりの音楽」を

つくって演奏する学習をした。その際，太鼓の音を「ドン ドコ ドン」などの口唱歌で表しな

がら，リズムを考えた。また，グループで つくったリズムを繋いだり，友達と拍にのってリズム

を重ねて演奏したりする体験を通して，リズムに対する感覚や表現の技能を育ててきた。3 年生

では前時，日本の伝統音楽であるお囃子の鑑賞をしている。このような既習の学習や，今までの

音楽体験から得た知識や技能を活用して，児童の実態に応じた北インド古典音楽の授業を組み立

てるようにした。先ずは，北インド古典音楽の歌や楽器の演奏を鑑賞し，日本の伝統音楽の特徴

と比較する。次に，「ティンタール」という 16 拍のリズムの仕組みを知り，拍にのって「ティハ

ーイー」のリズムをつくる。さらに，「かえるの合唱」の北インドラーガ風旋律を，鍵盤ハーモニ

カで演奏する。最後には，グループでパートに分かれて，鍵盤ハーモニカで奏でる，ラーガ風旋

律や，「ティンタール」の拍にのり，即興的に「ティハーイー」のリズムを重ねる掛け合いをする。

児童が，北インド古典音楽で使われる楽器や音色，旋律に関心をもって聴くと共に，実際にリズ

ムづくりや旋律の演奏を楽しむ活動を通して，その音楽がもつ醍醐味を味わえるようにしたい。 
 

本授業で教材として扱った内容は，主に①北インド古典音楽のメロディー的側面，②北インド

古典音楽のリズム的側面，③北インド古典音楽に特徴的な要素としての即興演奏である。 

【①北インド古典音楽の旋律的側面】 

北インド古典音楽には西洋音楽の短音階，長音階以外にも様々な音階があり，それらがインド

のサリガマパダニサという７音によってできていることを学んだ。さらにインド音階を使って「か

えるの合唱」を演奏することで，インドの旋律の雰囲気を感じ取り，どのように聞こえるかを体

感する。 

【②北インド古典音楽のリズム的側面】 

北インド古典音楽には，「ティンタール」といわれる基本的なリズムサイクルが存在し，左右

のタブラーの音要素を組み合わせて口唱歌で覚え，手でリズム打ちしたり，指で数えたりできる。

また，奇数拍子など独特の拍子が存在することを学んだ。さらに１拍目が重要であり，そこに同

じリズムパターンを三回繰り返して戻ってくる，「ティハーイー」の概念を学んだ。メロディー

奏者もリズム奏者もこの「ティハーイー」を使って自由に演奏できることを理解した上で，実際

の演奏体験に結び付ける。 

【③北インド古典音楽に特徴的な要素としての即興演奏】 

①で学んだ北インド古典音楽風の「カエルの合唱」と②で学んだ「ティハーイー」の演奏を組

み合わせて，即興的な演奏を体験する。今回の授業の教材は，北インド古典音楽の特徴的要素を

一つ一つ学びながら，最終的に演奏体験ができる形で組み立てられている。 
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５ 本題材の指導（２時間） 

学習内容 児童の姿 教師の働きかけ 

◇支援・◆留意点 

１.指導者によるインドの歌唱

曲「バジャンラーガ バイラ

ヴィ」の生演奏を鑑賞する。 

 

【録画資料１】 

https://youtu.be/6DwUm00HG4k 

 

２.YouTube を視聴し，シタール

とタブラーによる「ラーガ 

バイラヴィ」を，視聴する。 

 

 

 

 

３．前時に聴いた日本のお囃子

と北インド古典音楽の特徴を

聴き比べて，それぞれのよさ

や魅力について話し合う。 

 

 

 

 

 

４．楽器タンプーラの紹介と，

インド楽器特有の「ドローン」

についての説明を聞く。 

５．タブラー奏者より，打楽器

タブラーの紹介とタブラーの

奏法の説明を聞き，口唱歌を

言った後，「タブラーソロ」の

演奏を鑑賞する。 

６．北インド古典の基本的なリ

ズムサイクル「ティンタール」

について知り，口唱歌で 16 拍

を覚え，リズム打ちする。 

 

７．「ティンタール」の拍にのっ

て，各グループで，タブラー

・インドの歌唱曲を聴いて，「感じ 

 取ったこと」「聴き取ったこと」 

 を，ワークシートに記入して発 

 表する。 

・弦楽器タンプーラや打楽器タブラ

ーの音色やリズム，歌の旋律など

に気を付けて聴く。 

・シタールとタブラーの楽器の演奏

を聴いて，「感じ取ったこと」「聴

き取ったこと」を，ワークシート

に記入して発表する。 

・弦楽器シタールやタブラーの音色

やリズム，旋律などに気を付けて

聴く。 

・日本のお囃子と北インドの古典音

楽を比べて気付いたことを発表

する。 

・北インド古典音楽で使われている

楽器の音色やリズム，速度の変

化，旋律の特徴などに気を付けて

聴き，そこから感じ取った曲想と

日本の伝統音楽と比較 

して，相違点に気付いている。 

・北インド古典音楽の演奏でずっと

聞こえている音について気づき，

ドローンの説明を聴く。 

・演奏者から，打楽器タブラーの説

明と演奏を聴き日本の和太鼓と比

べて相違点について考える。 

 

 

・口唱歌によるリズムサイクルを覚

え，手拍子，インド的指を使った

拍の数え方について，段階を踏ん

で実習する。 

 

・各グループで「オリジナルティハ

ーイー」を作り，ホワイトボード

◆楽器の音色やリズム，歌の旋律

などに気付けるようにする。 

◇鑑賞用ワークシートを用意す

る。 

 

 

 

◆楽器の音色やリズム，旋律など

に気付けるようにする。 

 

 

 

 

 

◆前時鑑賞した「神田囃子」「花

輪囃子」「小倉祇園太鼓」などの

日本の音楽と北インド古典音楽

を比べて，音楽的特徴の相違点に

ついて気付けるようにする。 

 

 

 

 

◆インド楽器特有の共鳴言や倍

音「ドローン」について，触れる

ようにする。 

◆演奏者が実演しながら，タブラ

ー 

の楽器やリズムについて説明す 

る。 

◇実際にダブラの音要素である口

唱歌と演奏の関係を説明する。 

◆演奏者が，「ティンタール」に

ついて，説明する。 

◇視覚教材を使って，タブラーの

音要素を組み合わせについて

理解しやすいようにする。 

◆同じリズムフレーズを3回繰り
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とバヤーンの音を組み合わせ

「ティハーイー」をつくる。 

 

 

 

 

 

８．各グループでつくった「テ

ィハーイー」を，「ティンター

ル」にのって，発表する。 

 

 

 

 

 

 

９. 「かえるの合唱」の北イン

ド即興演奏に挑戦しよう。 

 

 

１０.ラーガの音階の上行系，下

行系を紹介する「アラープ」

も加えて，北インド古典風「か

えるの合唱」の変奏を，楽し

む。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１１．本時の活動を，振り返る。 

 

 

 

のワークシートに記入する。 

・北インド古典音楽のリズムの特徴

を聴き取り，それらの働きが生み

出す面白さを感じ取り，どのよう

なティハーイーのリズムをつく

るかについて自分の思いや意図

をもっている。 

・全体で口唱歌する「ティンタール」

にのって，各グループがつくった

「ティハーイー」を，順番に発表

していく 

 

 

 

 

 

・鍵盤ハーモニカで，「かえるの合 

 唱」のラーガ風旋律を演奏する。 

 

 

・鍵盤ハーモニカでラーガ風旋律を

弾くグループ，手打ちしながら口

唱歌で「ティンタール」の拍を唱

えるグループに合わせて，各グル

ープが考えた「ティハーイー」の

即興的にリズムフレーズを披露

し，掛け合いを楽しむ。 

・曲の最初に「アラープ」を加えて，

北インドのラーガ風「かえるの合

唱」の変奏を完成して，演奏を楽

しむ。 

・１６拍子の「ティンタール」の 

に合わせて，鍵盤ハーモニカで 

ラーガ風音階の「カエルの合唱 

の旋律の演奏をしたり，つくっ 

たリズムフレーズ「ティハーイ

ー」 

を口唱歌する。 

・世界の音楽～北インド古典～ 

というめあてで，2時間学習して

きた学習や活動を振り返り，ワー

クシートに記入して，発表する。 

返して1拍目に戻ってくる，「テ

ィハーイー」の仕組みについて

説明する。 

◇指導者が前で，口唱歌した「ダ 

ディン タ ナ ティン カ」

などのタブラー言葉を使って，

3 回繰り返す「ティハーイー」

をつくるモデリングをする。 

◆各グループがつくった「ティハ

ーイー」を実際にタブラー奏者

が，演奏して口唱歌と楽器の音

色との関係性に気付けるように

する。 

◇自分たちでつくったリズムフ

レーズ「ティハーイー」を順番

に発表して，タブラー奏者に実

際に演奏してもらい確認でき

るようにする。 

◆北インドラーガ風音階の上行

系と下降系を確認してから，か

えるの合唱のラーガ風旋律に

ついて説明する。 

◆「ティンタール」にのって，各

パートが即興的に掛け合いを

する北インド古典音楽の醍醐

味を味わえるようにする。 

◇タブラー奏者が，ティンタール

を演奏し続けて，テンポをキー

プして拍の流れにのって演奏

できるようにする。 

 

 

 

 

 

 

◆北インド古典音楽で使われる楽

器の音色や旋律に関心をもち，

北インド古典音楽のもつ曲想を

感じ取って聴けたか，また北イ

ンド古典音楽のリズムや音階を

使ってフレーズをつくったり演

奏を楽しむことができたかとい

う視点をもたせて，振り返るこ

とができるようにする。 
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＜Teacher＞ 
◇弦楽器タンプーラを奏で

ながらインドの歌唱曲

「バジャン ラーガ バ

イラヴィ」を披露する。 

◇北インド古典音楽と日本

のお囃子の音楽の特徴を

比べて，「感じ取ったこ

と」「聴き取ったこと」を

発表させる。 

◇楽器タンプーラの紹介

と，インド楽器特有の「ド

ローン」についての説明

する。 

◇口唱歌によるティンター

ルのリズムサイクルを手

拍子や，インド的指を使

った拍の数え方を説明

し，児童と実習する。 

◇タブラーとバヤンの音要

素を使って「ティハーイ

ー」を作るモデリングを

して，各グループでオリ

ジナルティハーイーを作

れるようにする。 

◇ラーガの上行系，下降系

の説明とラーガ風旋律

「かえるの合唱」の演奏

を説明する。 

◇北インド古典音楽で使わ

れる楽器の音色や旋律に

関心をもって鑑賞できた

か，タブラーのリズムや

音階を使ってフレーズを

つくったリ演奏を楽しむ

ことができたか，学習を

振り返る。 

<Children> 

〇指導者によるインドの歌唱曲「バジャンラーガ 

バイラヴィ」の生演奏と YouTube の視聴によ

るシタールとタブラーによる「ラーガ バイラ

ヴィ」を，鑑賞する。 

〇日本のお囃子と北インド古典音楽の特徴を聴

き比べる。 

〇楽器タンプーラの紹介と，インド楽器特有の

「ドローン」について知る。 

〇ゲストティーチャーのタブラー奏者より，楽器

タブラーの紹介とタブラーの奏法の説明を聞

き，口唱歌を言いながら，「タブラーソロ」の

演奏を鑑賞する。 

〇北インド古典の基本的なリズムサイクル「ティ

ンタール」，口唱歌（16 拍），リズム打ちをす

る。 

〇各グループで，タブラーとバヤーンの音を組み

合わせて，「ティハーイー」をつくり，発表す

る。 

〇「ティンタール」の拍の流れにのって，鍵盤ハ

ーモニカでラーガ風旋律「かえるの合唱」や即

興的リズムフレーズの掛け合いに挑戦する。 

〇本時の活動を振り返る。 

<Adviser> 
◇インドの古典音楽を教材とする授業 

 の開発 

◇動画資料 YouTube の制作 

◇図像資料や動画資料の提供 

◇教職員へのワークショップ 

＜Supporter＞ 
◇歌の伴奏楽器としてタ

ブラー演奏する。 

◇YouTube で弦楽器シタ

ールとタブラーによる

「ラーガ バイラヴィ」

の演奏する。 

◇楽器タブラーの紹介と

タブラー奏法の説明す

る。 

◇口唱歌を言いながら「タ

ブラーソロ」の演奏す

る。 

◇北インド古典音楽の基

本的なリズムサイクル

「ティンタール」の説明

する。 

◇ティンタールの拍の流

れにのって，タブラーと

バヤンの音を組み合わ

せて「ティハーイー」を

作る説明する。 

◇各グループでつくった

「ティハーイー」を発表

する時のタブラー伴奏

する。 
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１ 教材の提案 

 「インドの古典音楽を教材とする授業の開発」

は坪能由紀子氏から与えられた課題である。実は

1980年代後半，インド留学から帰国間もない頃に

も同氏から提案されたことがあった。当時，私自

身はその意義も方法論も全く思いつかず，ただ求

められるままに北インドの古典音楽に関する資

料や情報を提供したり，ワークショップを行った

りした１。それらにもとづいていくつかの授業実

践をされた先生方の企画・実践力には敬服したも

のの，この，難解な理論の裏付けを持ち，高度な

演奏技術が要求される独奏音楽を，学校教育で扱

おうとすること自体，全くナンセンスだと感じた。

また，当時は，指導要領も教材も教員側の素養も

西洋芸術音楽中心だった日本の音楽科教育で，そ

れ以上に長い伝統や精緻な理論体系をもつイン

ド芸術音楽を，短時間で扱おうとすることの意義

が見当たらず，このテーマからは離れていた。 

 以来，30年以上たった３年前に，坪能氏から突

然，再びオファーを受けた。グローバル化が進ん

だ現代では，学習指導要領や指導書に「文化的背

景」や「諸民族の音楽」「諸外国の音楽」といっ

た表現が当たり前に並ぶようになった。私自身も

子どもの親の立場から学校教育を眺め，また，教

員養成大学の教員として学校現場や音楽科教育

に関わるようになった。だからといって何のアイ 

ディアもなかったが，これを機に再挑戦してみる 

 

 

ことにした。 

 小泉文夫は，「音楽を考える三角点」として，

音楽を客観的に把握するためには，西洋と日本だ

けなく，両者の中間的な性格を持つインド音楽を

第三の視点とすることの有効性を説いた２日本の

音楽科教育において，「インド音楽を」教えるこ

とに意味はなくとも，「インド音楽で」しか教え

られない音楽の要素があるのではないかと考え

るようになった。 

そのような模索の中，坪能氏の主催する教員対

象のワークショップで，インド音楽を教材とする

授業に長期間取り組んで来た松下行馬教諭と出

会うことができたのは幸運だった。2018年から継

続的に教諭の授業を参観させていただき，意見交

換を重ね，必要に応じて動画資料を制作して

YouTubeに公開したりして試行錯誤しながら，今

年で３回目の実践が行われ，一応の授業モデルが

完成した３。その最大のポイントは，文化的背景

と共に「世界の音楽」の一つを鑑賞するような扱

いではなく，小学１年生から６年生までの連続し

た音楽科カリキュラムの中に，なくてはならない

プロセスとして位置づけられる点である。松下教

諭は，10年間近く４年生で９時間扱いのインド音

楽を題材とする授業に取組んで来た。インド音楽

の特徴を味わうだけでなく，音階の側面に焦点化

して変奏・即興演奏する表現活動や音づくり活動

にまで展開され，児童たちは生き生きと取り組ん

   2 Adviserから                         

 

 

                               田中多佳子(京都教育大学) 
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でいる。 

２ Supporterの紹介 

 坪能氏からの目的は「ＴＡＳモデルによる」イ

ンド音楽を教材とする授業開発である。そこで，

生の演奏家が協力するからこそでき，しかもリズ

ム的側面に焦点を当てたインド古典音楽の授業

開発を模索していた。それを現実のものにできた

のは，偏に井上夫妻の存在によるところが大

きい。この授業で一対の太鼓タブラー・バー

ヤーンの演奏家としてサポート願った井上

春緒氏は，実はインド音楽の研究仲間であっ

た。偶然，彼から，妻君が小学校教諭で，大

学の教育学部では声楽を専攻し，しかもイン

ド古典音楽も長年勉強し続けて来られたと

聞き，「本プロジェクトを実現できるのはこ

の方々しかいない」とかなり強引に働きかけ

て，ようやく実現にこぎつけたものである。 

３ 授業の提案 

３者による打ち合わせはごく短時間しか

できなかった。私は，松下教諭と開発した授

業の概略を説明し，これまで作成した図像資

料や動画資料を提供した。そして，①生のタ

ブリストがいるからこそ成立する，②インド

音楽のリズム的側面に焦点を当てた，③鑑賞

より表現や音づくり活動を主眼とするよう

な授業をとお願いした。 

2020年2月下旬，井上希美教諭により，３

年生を対象に２時限扱いの「世界の音楽～北

インド古典音楽～に親しもう」の授業が行わ

れた。まず冒頭で，希美教諭がインドの衣装

に身を包み，ドローン専用の弦楽器ターンプ

ーラーを奏でながらインドの歌を披露し，途

中から春緒氏によるタブラー伴奏が加わっ

た。教諭は初めて生で聞いたインド音楽の感

想を求め，「様々な言葉を演奏できる太鼓」

としてタブラーを紹介，春緒氏によるレクチ

ャー・デモンストレーションに移った。解説

は教諭が行い，演奏家は演奏に徹した方が児

童に通じやすいのではと感じられる場面も

あったが，口唱歌と関連づけながら生演奏が

披露された。その後，全員でティーンタール

(16 拍子)を手を打ちながら口唱歌で言う練

習をし，班ごとにティハーイーというリズム

パターンを口唱歌で作って発表し合い，イン

ド風な音階４で《かえるの合唱》を鍵盤ハー

モニカで演奏し，最後は以上，全てが統合さ

れて全員による通し演奏がなされたのは見

事であった。演奏家による演奏はその場に合

わせて絶えず続けられ，児童たち全員も何か

しらの演奏に関わり続けた。詳しい説明もな

いまま連発されるインド音楽の専門用語や

音楽構造を，児童たちがどの程度理解できた

か疑問だが，「インド音楽風」な演奏表現を

堪能する贅沢な授業となった。 

 
１ 坪能由紀子「インドの音楽」➀～③，「自分たち

のラーガをつくろう」①～②，「「インドのターラ

を中心に」①～②『教育音楽 中学・高校版』1991

年9～11月号，1993年10月号～1994年1月号。 

２ 小泉文夫『世界の民族音楽探訪』実業之日本社，

1976年，p.26。 
３田中多佳子「即興演奏の意味と指導法を考える―

音楽科における北インド古典音楽の教材化に向け

て」，松下行馬「諸外国の音楽の様式の特徴やその

よさの感受を促す指導の在り方についての一考察

―「インドの音楽に親しもう」の実践を通して」『音

楽教育実践ジャーナル』18，2020年12月，pp.6-15，

pp.94-103。 
４ 「ド，レ♭，ミ，ファ，ソ，ラ♭，シ，ド」とい

う構成音はラーガ・バイラヴに相当する。 



 39 

 

 

１ 授業前の準備 

 今回の授業に際し，誰もがインド音楽の演奏の

概要を視聴し理解できるよう映像資料を用意し

た。 

 インド音楽を教師が授業内において視聴させ

ようとすると，どのようなものを教材として使う

のかを選択することがむずかしい。そこで，今回

は京都教育大学の田中多佳子教授がイニシアテ

ィブをとり，インド音楽の実際の演奏をいくつか

のビデオ・クリップとして録画し，それをyoutube

にあげることで，教員が自由に使用できる教材を

制作した。演奏者としてはシタール奏者，岩下洋

平氏を招聘し，タブラーを執筆者が担当した。   

 特に今回は，インド人の音楽家が演奏しないで

あろう「かえるの合唱」などの童謡をモチーフと

してインド音楽風に演奏したことで，子どもたち

に親しみをもってもらえるような教材を作るこ

とができたのではないだろうか。さらにタブラー

の音の説明や，16拍子や10拍子などいくつかの

リズムパターンでインド音楽の即興実演をおこ

なった。インド音楽を高尚な芸術音楽としてハー

ドルをあげるのではなく，子どもたちが親しめる

身近な音楽として，提示していくことは，小学校

における異文化理解には欠かせないものである。

今回の田中教授の教材づくりをきっかけとして，

今後もこのような実践者が積極的に小学校の教

材づくりに関わって，新しい形の教材を開発して 

 

 

いくことが小学校教育現場でインド音楽を教え

る上で有効なのではないかと感じた。 

2 授業の様子 

 授業では，生演奏をすることで，実際の楽器の

響きや音楽がもつ臨場感を伝えることを心がけ

た。 

 音楽は本来，生で聴くことでその価値や本質が

理解できるものである。インド音楽は，即興性が

強い音楽であるため，譜面が存在しない。西洋音

楽に親しんできた生徒達にとっては，新しい感覚

で音楽に向きあう絶好の機会となったであろう。 

 また，タブラーには楽譜がないが，口唱歌によ

って演奏法を覚えていくことを伝えた上で，生徒

たちが自分達で口唱歌を作り，リズム感や抑揚を

体験する機会をもうけた。とくにタブラーの口唱

歌を日本語で意味をもつような文にすることで，

面白く口唱歌を理解させることができた。 

 そして，インド音楽のリズム演奏の核となって

いる「ティハーイー」（3回同じフレーズをくりか

えして一拍目にもどる）を実際につくって，執筆

者が演奏するリズムに合わせて，生徒達が唱える

ことにより，インド音楽のリズムを体験してもら

った。 

 このように，わかりやすく音楽的要素を解説し，

それを使って生徒達が自ら，創作する一連の流れ

がスムーズであったため，インド音楽の魅力が子

どもたちに伝わる学びの深い授業となっていた。 

３ Supporterから                        

 小学校の子どもたちにインド音楽の魅力をつたえるために 

 

   タブラー奏者・インド音楽研究家：井上春緒 
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３ 演奏家からの提言 

 今回，教材づくりから実際の授業へ演奏家とし

てサポートする機会を得たことは大変貴重な経

験であった。実際に，インド音楽を理論と実践を

含めて習得しようとすると，何年も師匠に師事し

て，修行をしなくてはならない。そのような習得

が困難な音楽をやっていると，この音楽をほんの

１時間程度で切り取って，わかりやすく子どもた

ちに教えようという発想自体が浮かばなくなる。

私が仮に授業者だったならば，インド楽器の紹介

や，インド文化の紹介に終始し，イントロダクシ

ョン的な内容で終わっていたことだろう。しかし，

今回は長年インド音楽研究をされている田中多

佳子教授が具体的に教材や，授業内容を組み立て，

それを小学校教諭であり，インド音楽実践者でも

ある井上希美教諭が教えたことで，インド音楽の

核となる即興的な部分にまで学びを深化させる

ことになった。 

 演奏家として参加した私は，子どもたちがイン

ドの太鼓に興味を持つことは，体験的に知ってい

たため，なるべく多くの子どもたちが実際に楽器

に触れるように心がけた。ただし，大人数の授業

では，実際にインド楽器を演奏する機会を十分に

与えることは難しかった。本来ならば，インド音

楽を本当に理解し，鑑賞するためにはインドの楽

器をさわって音を出すことが必須であろう。しか

し，現状ではそれは難しいので，生徒達が慣れ親

しんだ鍵盤ハーモニカなどの楽器でインド音楽

の構造理解に焦点を絞ったことは，効果的であっ

たと思う。 

 また，口唱歌やティハーイーなどインド音楽に

特徴的な諸音楽要素を子どもたちに，面白く伝え

ることで音楽が得意じゃない子どもたちが，「音

楽すること」の喜びを感じられたのではないかと

推測する。仮にそうだとすれば，この授業は大変

意義深いものである。インド音楽の授業は，もち

ろん異文化理解の側面もあるが，西洋音楽の五線

譜ありきの音楽教育から漏れ落ちた生徒達が，世

界にはもっと多様で面白い音楽の演奏があるこ

とに気づき，「音楽すること」の面白さを再認識す

るところに本質的な意義があると思うからであ

る。子ども時代の音楽とのふれあい方が，その人

の大人になってからの音楽人生に非常に大きな

影響をもたらすとするならば，今回のような授業

が，個々の人格形成に重要な意味を持つことは論

をまたない。 

 このような多様性を認める音楽教育がさらに

深化していき，音楽が好きな子どもたちが増えて

いくことが，演奏者として参加させていただいた

ものからのささやかな願いである。 

 

【井上春緒】 

（インド音楽研究者・タブラー,ジョーリー奏者） 

 

京都大学アジア・アフリカ地域研究研究科，博士課程

卒。同研究科にて研究員として，勤務。タブラーをヴ

ァーラーナシー流派のスクヴィンダー・シン・ナムダ

ーリー氏に，ジョーリーをギャーン・シン・ナムダー

リー氏に師事している。同時に研究者としてインド音

楽の歴史や文化を研究し，その音楽的な価値を明らか

にしようと考えている。  

 サントゥール奏者のシヴ・クマール・シャルマ氏の

自伝書を翻訳中でもある。2017年には，同氏を招き，

ワークショップや講演会「百弦琴との旅路」を開催す

る。 

 神戸のインドの芸術祭，インディアメーラー2015に

出演し，タブラーを演奏。その他，日本各地でサント

ゥールやシタールの伴奏をつとめる。2019年から20

年に，京都女子大学にて民族音楽の授業を担当し，イ

ンド音楽の実践と理論を西洋音楽畑の学生に講義し

た。 

2022年2月からは，2年間イギリスのロンドン大学に

て，ペルシャ語音楽書を資料として，北インド音楽の

形成期の研究を完成させ，本として出版することを計

画している。 
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１ 授業記録 

 井上希美教諭によるこの授業は 2020 年２⽉ 25
⽇(⽕)に，京都市⽴上⾼野⼩学校第３学年１組２
組(５０名)を対象に⾏われた。 
 授業の⼤まかな流れは以下の通りである。 
 
１・２時間⽬ 

導⼊ ・北インド古典⾳楽を鑑賞し,その
特徴に気付く。 

展開 ・楽器タブラーの演奏を聴く。 
・北インド古典の基本的なリズム

サイクル「ティンタール」のリ
ズム打ちをする。 

・グループごとに「ティハーイー」
のリズムを作る。 

・「かえるの合唱」に合わせて，各
グループの「ティハーイー」を
発表する。 

・ラーガの⾳階を楽しむ。 
まとめ ・学習の活動を振り返る。 

 
導入 

（１） インドの歌唱曲鑑賞 
①インドの歌唱曲「バジャンラーガ バイラヴィ」

の鑑賞をする。 
【録画資料１】https://youtu.be/6DwUm00HG4k 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
〈T〉楽器の⾳⾊・リズム・旋律などについて「感

じとったこと」「聴き取ったこと」を発表し
よう。 

〈C〉感じとったこと･･･迫⼒。だんだんはげしく。
悲しい。楽しい。 

   聞きとったこと･･･⾳の重なり太⿎と歌。⾳
がだんだん⾼くなる。楽しいリズム。 

 
展開 

(2)本時の中⼼的な活動 
①シタールとタブラーによる「パジャン ラーガ 

バイラヴィ」を鑑賞する(YOU TUBE)。 
〈C〉⼿でタブラーを演奏するようにリズムをと

りながら聴いている。 
〈T〉「感じとったこと」「聴き取ったこと」を発表

しよう。 
〈C〉感じ取ったこと･･･はげしい。空にりゅうが

いる。神様が踊る。 
聴き取ったこと･･･速さだんだん速くなる。

⾳が強くなる。⾳の⾼さが⾼い。 
②⽇本の旋律との違い。 
〈T〉⽇本の旋律との違いはあるか。 
〈C〉聴き取ったこと･･･インドの⽅はなめらか。

だんだん速くなる。もりあがっていく。 
③タンブ−ラの紹介と，インド楽器特有の「ドロ

ーン」を知る。 
〈T〉タンブ−ラの⾳を聞かせ，「ドローン」とし 
   て響き合っていくことを知らせる。 
④北インド古典の基本的なリズムサイクル「ティ

ンタール」を⼝唱歌(16 拍⼦)，リズム打ちをす
る。 

〈S〉太⿎のタブラーとバイヤーンの紹介と演奏。 
  しゃべっているように叩く「⼝唱歌」につい

4 Reporterから 

 
                      小川豊子(京都市立東山開睛小中学校) 
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て知らせる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
⑤ティンタールの拍の流れにのって，タブラーと

バヤーンの⾳を組み合わせて「ティハーイー」
を作る。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

〈T〉タブラーの⾳の要素を組み合わせて、グルー
プごとに⾃分たちの「ティハーイー」のリズ
ムを作ってみよう。 

〈C〉同じリズムフレーズを３回繰り返して１拍
⽬に戻ってくる「ティハーイー」の仕組みを
知る。 

〈S〉⾳要素を使って「ティハーイー」をつくる演
奏をする。 

〈C〉ワークシートに「ティハーイー」のリズムを
記⼊しながらつくっていく。 

⑤作った「ティハーイー」を発表する。 
〈T〉⾃分たちがつくった「ティハーイー」のリズ

ムをタブラー奏者の演奏で聴きましょう。 
〈S〉⼦どもたちのつくった「ティハーイー」のリ

ズムを演奏する。 
〈C〉⼝唱歌をすることでティンタールの拍の流

れにのる。 
〈T〉⼦どもたちのつくった「ティハーイー」の楽
譜を指しながら演奏と⼦どもたちがリズムを
捉えるのを確かなものとする。 

 
まとめ 

(3)本時のまとめ 
①ティンタールの拍の流れにのって，鍵盤ハーモ
ニカでラーガ⾵旋律「かえるの合唱」や即興的
にリズムフレーズの掛け合いをする。 

〈T〉⾃分たちがつくった「ティハーイー」のリズ
ムにのってラーガ⾵旋律の「かえるの合唱」
の演奏を楽しみましょう。 

〈C〉ラーガ⾵旋律「かえるの合唱」を「ティハー
イー」のリズムに乗って楽しく演奏する。 

〈S〉⼦どもたちの旋律演奏との即興性を楽しみ
ながら演奏する。 

②本時の活動を振り返る。 
〈T〉「世界の⾳楽〜北インド古典〜に親しもう」

の学習を振り返りワークシートにまとめましょ
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う。 
〈C〉ワークシートに振り返りを書く。 
 

２考察 

(1)Teacherについて 
 井上希美教諭は⼤阪教育⼤学、⼩学校⾳楽専攻
課程にて、インド古典⾳楽の魅⼒について知る。
⽇本にて、シタールの奏法を学び、2000年渡印
し、声楽を学ぶ。⽇本にて、弦楽器サントゥール
を学び始める。現在、ライフワークとしてタブラ
ー奏者で研究者である夫と共に、インド古典⾳楽
の修練と普及に努めている。教師Teacherがカヤ
ール声楽家、サントゥール奏者でもあり、インド
⾳楽への造詣の深さが、⾳楽の特徴・特性やイン
ド⾳楽の雰囲気が的確に授業の展開に結びつくこ
とが⽰された。 

井上希美教諭は、本時の導⼊においても、鑑賞
曲として指導者⾃らインドの歌唱曲「バジャン 

ラーガ バイラヴィ」を演奏する。⼦どもたち
にとっては⽇々担任として接している教師の演奏
を鑑賞することは、⽇常の延⻑として⺠族⾳楽を
⾃然と受け⼊れることができる。また、⽇々接し
ている教師の⾮⽇常的な姿に⾼い関⼼をもって聴
き⼊るという可能性も存在している。 

授業の構築においても何に重点を置き授業を展
開するとインド⾳楽（北インド古典）の本質に迫
れるかを捉えている。本時は、それを基盤にして
の授業が展開された。 
 「ティハーイー」のリズムを⼦どもたちにつく
る⼿順を、図や⾔葉(⼝唱歌)を⼿がかりとする。
ラーガ⾵「かえるの合唱」の演奏に親しんでおく
ことで、「ティハーイー」のリズムに合わせて、イ
ンド⾳楽の雰囲気に浸る場が設定できる。 
加えて、本時の⼦どもたちと教師には、しっか

りした学級の経営が積み上げられている。時間数

が限られている学校⾳楽科教育であるが、その中
で⼦どもたちに⾳楽の特性や美しさ・楽しさを⼗
分に感じ学習を進めていくには、集中する必要が
ある。⼦どもたちと教師・⼦どもたち同⼠の繋が
り⽅の質も関わってくる。 
初めて出会うインド⾳楽であるが、⼦どもたち

は抵抗感無く出会い、聴取り、⾃分たちのリズム
作りへと進んでいった。教師と⼦どもたちとの繋
がりの深さと強さが感じられた。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(２)Childrenについて 
 ⼦どもたち Childrenは、新鮮な気持ちで「世界
の⾳楽〜北インド古典⾳楽〜」に出会う。 

教師 Teacher や、Supporter の演奏や働きかけ
に興味を⽰す。その前向きの姿勢が新たに出会っ
た⾳階やリズムを⾃分のものとしていくことの⼒
となっていた。 

また、⾳楽を鑑賞した時の発⾔において、⾳楽
から聴き取ったことは、⾳⾼、速度、旋律の動き
などを的確に⾔語化している。また、⾳楽を聴い
て感じたことは、⿓がいる、神様が躍るなど、イ
メージ豊かに発⾔している。 

⼦どもたちは、ラーガ⾵「かえるの合唱」を習
得していて⾃分たちのつくった「ティハーイー」
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の演奏と熱⼼に集中して合わせていた。旋律とリ
ズムを合わせる中でインド⾳楽の雰囲気に浸り込
み楽しむことが出来ていた。 

⾳楽の特徴が的確に授業の中に構成されていて、
教師の働きかけに助けられ⼦どもたちは⾳楽活動
を楽しむ姿が⾒られた。 
 
(３)Supporterについて 

Supporter である井上春緒⽒は、インド⾳楽研
究者タブラー,ジョーリー奏者であると共に、京都
⼤学アジア・アフリカ地域研究研究科にて研究員
として、勤務されている。タブラー、ジョーリー
の研鑽を積み重ねている。同時に研究者としてイ
ンド⾳楽の歴史や⽂化を研究し、その⾳楽的な価
値を明らかにしようと考えている。  
 サントゥール奏者のシヴ・クマール・シャルマ
⽒の⾃伝書の翻訳、インド⾳楽に関わるワークシ
ョップや講演会の開催、芸術祭、タブラーの演
奏、サントゥールやシタールの伴奏に活躍中であ
る。京都⼥⼦⼤学にて⺠族⾳楽の授業を担当し、
インド⾳楽の実践と理論を⻄洋⾳楽畑の学⽣に講
義している。今後も、ペルシャ語⾳楽書を資料と
して、北インド⾳楽の形成期の研究を完成させ、
本として出版することを計画している 

Supporter と教師 Teacher の、授業構成や授業
で⼤切にしていきたい事柄の事前の共通理解が成
されていた。授業の流れは教師がつくっていくが、
Supporter は教師の意図に沿い、⼦どもたちの様
⼦を⾒ながら演奏や補助的発⾔をする。 
 学校外の Supporterの⽅の中には、⾳楽の特徴
を伝える役割を果たそうと、発展的内容や説明に
まで及んでしまうことに陥ってしまうこともある。
本時の Supporterは必要最⼩限に補助的発⾔はと
どめ授業の流れをよどみなく流れるように配慮し
ていた。 

 よく⼦どもたちの様⼦や授業の流れを⾒る、 
的確な場⾯で必要最⼩限の発⾔と演奏をする、
Supporterとしての役割は良いものであった。 
 Supporter が⽣きた⾳楽を伝え、⼦どもたちに
とって、⽣の演奏は⾳楽の本質の吸収に繋がるこ
とがよく分かった。 
 
３まとめ 

 インド⾳楽の授業実践は貴重なものであった。 
 ⺠族⾳楽に関わる授業は、⽣演奏や Supporter
が授業の参画というのは困難であるのが実情であ
る。 
 CD の⾳源や写真では、⾳楽を演奏している⼈
やその⼟地の⾵⼟が⾒えてこない。DVD 等の動
画は数が少ない。動画は学校現場では扱いが簡単
ではない。 
個々の⺠族⾳楽の楽器の⾳⾊やそれぞれの⾳楽

的特徴（拍の流れ、⾳の流れや動き・抑揚）、⽣き
た⾳楽を Supporterは伝えることができる。 

さらに Supporterに接し共に⾳楽活動をするこ
とにより、⼈が演奏する⾳楽に親しむ。このこと
から、Supporter に尊敬や憧れる気持ちをもち、
様々な⼈が創造する⽂化を⼤切にしていかなけれ
ばならないという気持ちに繋がる。 
 今回の授業が⾼学年の「⽇本の⾳楽に親しむ」
「世界のいろいろな国の⾳楽に親しむ」学習に繋
がる。さらに、中学校での多様性の学習に発展し
ていく可能性がある。 
  本時の教師Teacherは、インドの⾐装を着て、
「ナマステ」と挨拶をする。教師も⺠謡や⺠族⾳
楽の演出をすることで、⼦どもたちの気持ちも変
わってくる。さらに、インドの歌唱曲の⽣演奏を
する。⽇々接している担任の教師の異なる⾯を⾒
て、インド⾳楽への親しみを感じると共に、鑑賞
する意欲も増す。 
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 ⼩学校の６年間の⾳楽科の学習において、でき
る限り Supporterと共に⾳楽活動ができる機会を
⼀度でも設定できるように努めることを期待した
い。教師Teacherの、アクションにも期待したい。 
 他教科においても、教師、地域・ゲストティー
チャーとの授業は多く展開されている。いずれに
おいても、授業の重点・意図の事前の打ち合わせ、
共通理解が豊かな学習活動の礎となっている。⾳
楽科においても、同様の展開を積極的に取り⼊れ
ていくと、芸術・⽂化としての⾳楽が⾒えてくる。 
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１ 題材の目標 

 

２ 題材の意義           ３ 育てたい児童の姿 

 

 

 

 

◯「風のメロディー」の

歌詞の内容や音楽の構

造と曲想との関わりに

ついて気付き，思いや意

図に合った表現をする

ために必要な技能を身

に付ける。 

１.Teacher から 学習指導案 

第４学年「いろいろなリズムを感じ取ろう」  

   教材曲「風のメロディー」             実施日 令和２年９月 

  （平野祐香里作詞／鹿谷美緒子作曲）  新潟市立中野山小学校     第４学年 

                            授業者 渡辺 ゆみ子 

（令和３年４月より 新潟市立早通南小学校勤務） 

◯旋律や拍子などを聴き取り，それら

の働きが生み出すよさや面白さ，美し

さを感じ取って，聴き取ったことと感

じ取ったこととの関わりを考えなが

ら，表現の仕方を工夫し，より「風の

メロディー」の感じが伝わる歌い方に

ついて思いや意図をもつ。 

 本教材には，以下のような特徴がある。

①８分の６拍子のゆったりとした揺らぎ

感を感じ取りながら表現の工夫をするこ

とが期待できる。 

②優しい雰囲気の歌詞の情景を感じなが

ら全身を使って歌うことが期待できる。

③息継ぎを大切にして，フレーズを感じ

ながら表現することが期待できる。 

 こうした曲の持つ音楽的特徴を十分に

感じ取りながら表現の工夫ができるよ

う，働きかけていく。 

◯曲想に合った歌い方

に興味・関心をもち，

Supporter や友達と関

わりながら，演奏を聴

いたり表現を深めたり

する学習に主体的に取

り組む。 

 児童は，グループで意見を言ったり歌い試し

たりして，楽譜や歌詞を根拠に，強弱を考えたり

思いや意図をもって歌ったりすることができる

ようになっている。 
本題材では，さらに音楽的表現力を高めるため

の手立てとして，専門家の演奏の動画を活用す

る。動画から次のことなどに気付かせて音楽的表

現力を高めさせたい。 
・目や口を含む顔全体の表情が豊か。 
・手を含む全身の使い方が豊か。 
・山場の表現の仕方が豊か（息継ぎの意図）。 
・優しい雰囲気を表現するために，意図的にダイ

ナミックな表現を取り入れている。 
 このように，頭で考えるだけではなく，全身を 
使うと，より自分たちが表現したい演奏を具現で 
きることに気付かせ，体感させたいと考えた。 
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４ 教材について 

 

 

５ 事前・事後の指導と本時の指導 

（１）事前の指導と実際 

（２）本時 

   
 

 

学習内容   児童の姿 教師の働きかけ 

①「『ペールギュント』第１組曲

から 朝の気分」を鑑賞して８

分の６拍子の特徴を感じ取る。 

 

②「風のメロディー」を２拍子

と３拍子に教師がアレンジした

歌を聴く（ピアノ伴奏で弾き歌

い）。 

違和感を感じ，８分の６拍子

の揺れる感じがこの曲のイメー

ジに合うことに気付く。 

 

①・２拍子？３拍子？５拍子？ 

・８分の６拍子を掴む。身体で

大きく２つに揺れる。 

・８分音符６つを感じ取る。 

②・２拍子は元気でたくましい。

風がスキップしている感じ。 

・３拍子は１拍目に思いが詰ま

っている。風が踊る感じ。 

・この曲は８分の６拍子を感じ

ながら，山場を意識して息継

ぎを行い，歌詞を感じて歌い

たい。 

①・身体を動かしながら聴かせる。 

・「今までに聴いたことがない拍 

子だ」と気づくよう働きかけ 

る。 

②・「風のメロディー」の拍子を変

えてアレンジしたものを弾き

歌いする。 

・ピアノで，小節の１拍目に明

確なアクセントを置いて，２

拍子と３拍子の違いが分かり

やすいようにする。 

 

「風のメロディー」平野祐香里作詞／鹿谷美緒子作曲 

ヘ長調，８分の６拍子，１６小節。アウフタクトが３か所あり，歌詞や旋律を感じ取って息継ぎするよう

工夫させる。曲の山は，「風のメロディー」という，タイトルと同じ言葉で高音（D）が２回表れる場所。

クレッシェンドの仕方と声を響かせる工夫を期待する。優しい感じの曲ではあるが，技能を高めることで

表現の幅が広がる曲である。 

<Adviser> 

〇授業内容と題材との結び付け，及

び価値付け 

〇授業展開の工夫への助言 

〇児童への提示内容に関する

Supporter への提案 

<Children> 
〇前時の演奏を視聴する。「なんか足りない。もっと

工夫したい。」 

〇Supporter の演奏を鑑賞する。「手で表情をつけて

いた。」「口がいっぱい開いていた。」「体を揺らしてい

る。」「息の吸い方が違う。」 

〇私たちももっと上手に歌いたい！！ 

〇歌い方の工夫を動画から探る。 

〇Supporter へのインタビューの後，歌い試す。 

＜Supporter＞ 

〇事前に何度

も Teacher と

打ち合わせを

行う。 
〇「風のメロデ

ィ―」を事前に

撮影する。 
〇インタビュ

ーに答える。 
〇児童が歌う

様子を見守る。 

＜Teacher＞ 
〇前時の最後に撮影し

た動画を視聴させる。 

〇Supporterの演奏動画

を視聴させる。 

〇学習課題「風のメロデ

ィーの感じをかんぺき

にしよう。」を提示する。 

〇動画を再度視聴させ，

どのように表現したい

のかを問う。 

〇Supporterにインタビ

ューする。 
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（３）事後の指導 

 

学習内容 児童の姿 教師の働きかけ 

〇グループごとに発表する。 

 

 

 

〇二分の一成人式で歌を３曲披

露する。（令和３年１月） 

〇聴き合い，感想を交流する。 

 

 

 

〇練習のときから，顔の表情

に気を付けて，全身を使って

表情豊かに歌う。 

〇聴き合う際は，「風のメロディ

ーの感じをどのように出してい

るか」が視点であることを示す。 

 

〇この授業で学んだことを活用

するように提案する。 

 

 Supporter の演奏から気

付いたこと 
振り返り 

１女 全身の動き 山場で手を広げたら自分の声が少し大きくなった気がした。全身をみ

んなで揺らすとみんなが一つになる感じがした。風のメロディ－につ

られるような感じがした。この声が世界中に届くといいなと思った。 

２女 全身の動き・山場 山場で手を広げると声もふわーっと広がることが分かった。 

３女 全身の動き 全身を動かすと自然ときれいな透き通った声が出た。手を大胆に動か

したら声も一緒に出てきた。やらなきゃと思わなくても自然と動かせ

るようになってきた。優しい歌だから優しくすればいいんじゃなくて

全身でそれを表現しなければならないことが分かった。堂々とやると

風のおくりものが本当にできそうな気がしてきた。 

４女 手，顔の表情，息 歌手になりたいという夢ができた。音楽は簡単だと思っていたが，一

生懸命やるとこんなに大変だと知った。もっときれいな歌を歌いた

い。もっともっともっとがんばりたい。 

１男 山場 みんなの声がひとつになって思いがまとまった風のメロディーにな

った。ｍｆのところで大きく手をつけたらｍｆらしい声が出た。予想

外によかった。 

２男 声の大きさ・全身で表現・

山場・息継ぎ・強弱 

顔，全身などもとても重要だと分かった。たくさんのことを表現でき

た。今後の音楽に役に立つ。 
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１．授業構成にあたり 

教材曲「風のメロディー」は，教育芸術社の教

科書用に作曲された，オリジナル曲である。旋律

や歌詞，和音の進行まで優しい雰囲気をもち，楽

曲全体が柔らかい雰囲気に包まれている楽曲で，

８分の６拍子のもつ雰囲気を，歌唱の学習におい

て十分に味わうことができると考えた。 

授業者はこの楽曲の歌唱を通して，8分の6拍

子のもつ独特の拍子感覚と，歌詞の内容を含めた

楽曲全体の雰囲気を表現しながら歌う子どもの

姿を期待していた。 

そこで，以下の理由でＴＡＳモデルを適用する

授業構成を提案した。 

①表現力に長けた GT の歌唱を目の前で観・聴き

することにより，子どもが「表現のポイント」

を明確に捉えることができる。 

②表現の仕方について GT と交流することによっ

て，児童自身が表現方法を考え，自らの表現を

工夫していくことができる。 

 

２．Supporterの紹介 

 今回招聘したSupporterは，東京藝術大学を卒

業し，イタリアのベネツィア音楽院で学ぶ現役の

ソプラノ歌手である。彼女は，授業者が中学校の

講師時代の教え子でもある。コロナ禍で，一時帰

国した際に授業者が働き掛け，元 「々芸術家が教

育に果たす役割」に興味を持っていた彼女と意気

投合し，ＴＡＳモデルによる授業への参画を快諾

してくれた。 

３．授業への提案 

 授業者と授業構成について話をする中で，本授

業において，授業者が最も大切にしたいと考えて

いることが明確になってきた。それは，子どもが

音楽表現を工夫する際に「生かして」「活用できる」

知識・技能の習得である。 

 平成２９年告示の中学校学習指導要領解説音

楽編においては，第2章音楽科の目標及び内容２

の（１）④で音楽の表現における技能を「音楽を

形づくっている要素や要素同士の関連を知覚し，

特質や雰囲気を感受し，それらの関わりについて

考え，そこから導き出される表現の創意工夫を通

して，その必要性が実感されなければならない。」

（pp.26-27）と示された。ここで重要なのは，「知

覚・感受」から「表現の創意工夫」への一連の活

動の流れを通して，発声や発音，楽器の奏法など

の技能を習得し，音楽に対する解釈やイメージ，

曲想などを適切に表現することを学んでいくこ

とと並行して，「身体をコントロールし，姿勢，呼

吸法，身体の動きなどを意識すること（p.26）」も

大切である，と示されていることである。 

つまり，音楽的な技能の習得には，子ども自ら

の身体を通して音楽を「知覚・感受」し，「表現の

創意工夫」においては，自らの身体をコントロー

ルしながらその「動かし方」を「実感し」「体感」

していくことが重要だと解釈できるものと考え

る。 

 生田（1992）は，「わざ」習得のプロセスにおい

て，「状況のなかではじめて成立する理解の仕方」

「身体全体でわかっていくわかり方」の教育的意

2 Adviserから                         

   弘前大学大学院地域社会研究科（博士後期課程） 

新潟市立新津第一小学校 内海 昭彦 
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義について論じている（p.131）。生田によると，

「わざ」の習得においては「模倣」「型」注1「間」

「世界への潜入」が要となるという（p.130）。こ

れらの「わざ」習得に向けたアプローチは，いず

れも「身体性」を帯びたものであることは言うま

でもない。生田はこうした，身体全体で理解して

いく「わざ」の習得プロセスにおける学習者の認

識の変化を以下のような「視点」の推移によって

表している（生田，1992，pp.130‐131）。 

①自分と「形」との関係に注目
・ ・

する
・ ・

主観的活動に

専心する 

②「形」を模倣，繰り返す自分を客観的に師匠の

第一人的
・ ・ ・ ・

視点
・ ・ ・

から
・ ・

眺め始め
・ ・ ・ ・

，自ら自分の示す

「形」を批判吟味し，さらに反省を試みる 

③「形」の教授（学習）それ自体への注目
・ ・

から，

それ以外のものへと自らの注目
・ ・

を移していき，

その世界全体の意味関連を身体全体を通して

整合的に作り上げていく。（傍点は筆者） 

ここで言う「形」とは，生田によると，「外面に

表された可視的な形態であり，各『わざ』の世界

に固有の技術，あるいは技能を意味」する（生田，

1992，p.23）という。 

特筆すべきは，生田の言う「注目
・ ・

する
・ ・

」

「眺め始め
・ ・ ・ ・

」等の視覚的行為を示唆する言葉は，

文字通りの視覚的
・ ・ ・

な
・

「見方
・ ・

」の変化に特化したも

のではないということである。他の部分で生田が

「身体全体でわかっていく」分かり方とは「自ら

の認識を身体を通して活性化させていき，またそ

の認識を身体を通して表現するあり方のことを

指す（生田，1992，p.131-132）」と述べるように，

生田の言う「視点」の変化は「身体全体での理解」

を前提とした「視点」の使い方によって生じる変

化であり，言わば「認識」の一形態としての身体

の使い方を示しているのである。 

さらに生田は，「学習者の認識のプロセスには

『世界への潜入』という条件，言い換えるならば

『状況への身体全体でのコミットメント』が不可

欠な要素となっている（生田，1992，p.131）。」と

述べ，「わざ」の習得のみならず，人間の知識を考

える際にも，こうした「思考の身体性」を視野に

考えることが重要であることを示唆する。 

生田の示唆を，新指導要領下の音楽科教育に活

かす視点としてまとめると，以下のようになろう。 

①児童・生徒が，音楽的な技能に長けた「本物」

の演奏を主観的に観る，つまり「『形』との関係

に注目する主観的活動に専心する」ことができ

る場面を設定する 

②「本物」を模倣し，「本物」と同じ「第一人的視

点」から眺め，自らの示す「形」すなわち「外

面に表された可視的な形態」を批判吟味し，反

省をすることができる環境をつくる 

③「本物」とその奏でる音楽自体への注目からそ

れ以外のものへと注目を移していき，音楽の演

奏という世界全体の意味関連（自分はどのよう

に演奏するか）を，身体全体を通して整合的に

作り上げていく 

今回は，新指導要領で重視する技能の身体性，

及び，生田の示唆から導かれる視点を踏まえ，子

どもが「本物に触れ」，「本物を模倣し」，自らの表

現に「生かして」，「活用できる」知識・技能を習

得できるよう構成した授業づくりを，授業者及び

演奏家とともに目指した。 

【注】 

１）生田（1992）は，「型」は，「人間が現実感を

持った人間として生存する『基本』（p.4）」で

あり,「『型』の習得は単なる『形』の模倣を

超えて，各々の動作の意味を，模倣のプロセ

スで自ら生成していく目標の広がりの中で

『解釈する努力』をすることによってはじめ

て成就されると言ってよい（p.35）」とする。
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他方，「外面に表された可視的な形態であり，

各『わざ』の世界に固有の技術，あるいは技

能を意味する（p.23）」「形」とは，分けて使

うべき概念であることを指摘している。その

ため，本稿においても「型」と「形」とを区

別して記述している。 

【引用・参考文献】 

生田久美子（1992）「『わざ』から知る」東京大学

出版会. 

文部科学省（2018）『中学校学習指導要領解説音楽

編（平成29年７月）』教育芸術社． 
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１ 教材と演奏家 

音楽の学びを，生きた演奏から感じて欲しい

という思いから始まった今回の試みは，教育現

場はもちろん私達演奏家にとっても非常に重要

で意義のあるものとなったと感じる。 

まず取り組むにあたり，教科書に掲載される

音楽をプロが演奏する機会がないということ

は，私達演奏家自身も再考しなければならない

極めて重要な点だと強く思った。 

加えて学習目標に沿った演奏を提供する際，

音楽家が感覚的に理解していることを演奏・授

業という両視点から伝えることの難しさを感じ

ることができたのは，この取組ならではの経験

になったと演奏家として考えさせられた。 

 

 

 

 

 

 

 

２ 授業提案によって見えてきたこと 

実際に演奏を練るにあたっては，現場のプロ

である先生方と打ち合わせを重ねることによ

り，授業の受け手である子ども達の視点に寄り

添った演奏の組み立て方（例えば歌唱時のテン

ポの調整や学習目標となる要素の強調など）を

考えるということに気付かされた。 

また動画の撮影に際しては回数と工夫を重ね

ることで，ただ声で歌うことが歌唱ではなく，

息の流れや情景を思い浮かべるなど全身を通し

て表現するということを伝え，更にそれを子ど

も達がより受け取りやすい映像形態に作り上げ

ることができたと感じる。 

加えて，オンラインではあるが授業に参加し

子ども達の学習に一緒に取り組んだことは，学

習目的を明確にし，内容をより深く丁寧に伝え

るために重要なことであった。 

 

３ 演奏家としての提案 

演奏を提供することのみに留まらず，子ども

達と演奏家の思いを交わせる場を持つことは大

変有意義である。 

コロナ禍につき実際に教室を訪れることは叶

わなかったが，オンラインでも今後への希望は

十分に持てたのではないだろうか。 

この素晴らしい取り組みを試みて下さった先

生方に感謝を申し上げると共に，今回の取り組

みが少しずつでも普及してより豊かな音楽教育

が広がっていくことを心から願う。 

 

 

 

 

 

 

 

3 Supporterから                         

 

   ソプラノ歌手：比護 慧子（新潟市出身） 

（イタリア，ベネツィア音楽院在学） 
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１ 授業記録 

Teacher＝渡辺ゆみ子教諭 

（新潟市立中野山小学校教諭） 

Children＝新潟市立中野山小学校４年生 

1組，女子16名，男子９名 計25名 

2組，女子16名，男子９名 計25名 

3組，女子15名，男子８名 計23名 

Supporter＝比護慧子氏（ソプラノ歌手，ベネツ

ィア音楽院在学） 

中野山小学校の４年生は３学級である。

Teacher は，その３学級すべての音楽の授業を担

当し，同じ指導計画を使って今回の授業を行って

いる。本記録は，４年１組の授業の様子を主に掲

載しているが，途中の展開が異なる部分において

は，児童の反応の変化・相違が顕著なため，他学

級での授業展開とその記録の両方を記述するこ

とにする。 

 導入 

（1）前時までの振り返り 

Teacherは，本時の導入で前時に撮影した，「風

のメロディ」を Children が歌う動画を見せた。

前時では，息継ぎの場所を考え，グループに配布

した楽譜上に記したり，歌詞の意味を考えて「流

れるように」「風のメロディ」を感じて歌うよう

に工夫したりしたという。この動画は，前時に行

った表現の工夫のまとめとして歌った様子を撮

影したものだ。その際のやり取りは，以下のよう

であった。 

Ｔ：どのように歌っていたんだっけ？ 

Ｃ：息継ぎの場所に気を付けた。 

Ｃ：流れるように歌う。 

Ｃ：風のメロディを感じながら歌った。 

動画を見た後 

Ｃ：なんか足りない。 

Ｔ：これで終わる？ 

Ｃ：終われない。 

等の発言が出た。       

【録画資料１】「何か足りない，終われない」 

 https://youtu.be/i6nF5K3Zhq0 

   

（2）Supporterの演奏の提示 

そこで，Teacherは，「この曲をプロに歌っても

らった映像があります。どんな秘密が隠れている

か，聴いてみましょう。」と告げ，予め撮影して

おいたSupporterが歌っている様子の動画を流し

た。              

【録画資料２】Supporterの演奏 比護慧子 

 https://youtu.be/2HQ8PGfPa8w 

 

動画を見たChildren の反応とTeacher とのや

り取りは以下の通りであった。 

Ｃ：すごい！ 

Ｃ：響く！ 

Ｃ：手で表情を付けていた。 

Ｃ：口がいっぱい開いていた。 

Ｃ：体を揺らしていて，すごく上手だった。 

Ｔ：その秘密をどうする？ 

4 Reporterから                         

 

弘前大学大学院地域社会研究科（博士後期課程） 

新潟市立新津第一小学校 内海 昭彦 
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Ｃ：聞きたい。 

Ｔ：聞くだけ？ 

Ｃ：歌いたい！ 

 

【録画資料３】 

「この秘密を聞きたい，そして歌いたい」 

https://youtu.be/wBaaKSeSylc 

 

こうして，Children の意欲を高めたうえで，

Teacherは，本時の学習課題を 

風のメロディの感じをかんぺきにしよう 

として板書した。 

展開 

（1）見通しの醸成 

その後，Teacher は，Children に対して，「具

体的に，どんな風のメロディの感じを表現した

い？」と発問し，歌い方の工夫への「見通し」を

もつように促した。Childrenからは，以下のよう

な「工夫したいこと」が出された。 

 

Ｃ：歌いだす前から体を揺らして，全身で風の

感じを表したい。 

Ｃ：白い花が揺れている感じを手でも表現して

いたから手の動きでも表現したい。 

Ｃ：後半の「♪かぜーのメロディー」のところ

を強く歌っていたので，やってみたい。 

Ｃ：口を開けてはきはき歌っていた。言葉をは

っきり歌いたい。 

 

 

（2）Supporterとのやり取りで表現の工夫の内容

を深める 

一通りの見通しが出たところで，Teacher は

「歌い方の工夫を始める前に，どうして身体を動

かしていたのか，や，歌っているときにどんなこ

とに気を付けていたか，プロの方に聞いてみた

い？」と働きかけた。Childrenから「聞いてみた

い！」という発言が出たところで，Teacherが「今

日は，今見た動画で歌ってくださったプロの方と，

リモートでつなげています。」と告げ，イタリア

とのリモート通信がつながった画面を提示した。

Supporter が画面に映し出されたとたんに

Children から「えー！」「すごい！」と歓声が上

がった。            

【録画資料４】 

「今つながっています」 Sとのやり取り 

https://youtu.be/LomYSGBqyv0 

 

ここからは，Teacher を介した Supporter と

Childrenとのやり取りとなる。ここでのやり取り

の概要を以下に示す。 

 

【歌い始める前の身体の揺れについて】 

Ｔ：子どもたちが，歌う前から拍を取っていた

のではないかと言っていますが？ 

Ｓ：息を吸っていました。歌は，息の芸術と言

われています。 

Ｃ：身体を動かしていましたか？ 

Ｓ：風に乗った感じで身体を動かしていました。 

 

【拍子のとり方】 

Ｔ：身体を動かすときに気を付けていたことは

ありますか？ 

Ｓ：風が吹くときは，寄せては返します。寄せ

て返す感じで動いていました。 

 

【手の動きについて】 

Ｃ：手を使って表現していましたか？ 

Ｓ：もちろん音が一番大切なのですけど，歌は，

身体を通して，見ている人にも伝える総合
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芸術なんです。思いが手に表れたのかな，

と思います。 

 

【顔の表情について】 

 Ｃ：顔はどのように表現していましたか？ 

 Ｓ：この歌詞に込められた景色を見るようにし

ました。 

 

本授業計画による授業は複数の学級で行われ

ている。いずれの授業においても，ここまでの流

れは同様であったが，これ以降については，大き

く２通りの流れに分かれた。 

一方の展開は，Teacher を介してSupporterと

Children とが歌い方についてのやり取りをする

が，その最中に歌い試しはせず，言葉でのやり取

りに終始させたものである。授業展開から

Teacherは，SupporterとChildrenが直接コミュ

ニケーションをとる場面を多く持たせた方がよ

いと判断し，歌い試しを挟まずに流している。以

下に例を挙げる。 

 

Ｃ：山場に気を付けていましたか？ 

Ｓ：山場は，風のメロディーっていうところ。

息の芸術なので一番心を込めました。一番

大切な言葉を言うために一番大切な息を

吸いました。 

Ｃ：ありがとうございます。 

Ｃ：響き声はどう気を付けていましたか？ 

《同様に質問と応答が続く》 

 

他方の展開は，やり取りの合間にTeacherが一

つ一つの表現の工夫について，その場で試させ，

その上で黒板に簡潔にまとめる，という流れであ

る。この場合，Childrenは，Supporterの話を受

けてTeacherがまとめた内容をその場で，歌い試

し，その特徴を体感している。以下に例を挙げる。 

 

Ｔ：子どもたちが「かぜのメロディ」の歌詞の

ところの歌い方が違うと言っています。 

Ｓ：この言葉は曲の中で一番大事な言葉だと思

う。歌は，歌い手の息に音や言葉がのって

成り立つ。ここでは一番大切な言葉を歌う

ために，一番大切な息を吸ってその言葉を

歌うようにしています。 

Ｔ：（板書しながら）一番大切な言葉を歌う前

に，一番大切な息を吸っていた，というこ

とですね？ 

Ｔ：息だね。息継ぎに気を付けてまた真似して

みるよ。 

《Supporterの歌う動画に合わせて歌い試す》 

【録画資料５】 見通しをもつ 

https://youtu.be/eARZF2pKlpA 

 

結果として，この２つの展開の相違が，後のグ

ループでの歌い試しの活動に大きな影響を与え

ることになる。その考察は，後で記述する。 

 

（3）「工夫すること」を板書で確認する 

Teacher を介したSupporter と Children との

やり取りの後，Teacher は，黒板にまとめた「表

現の工夫」の内容を児童に読ませ，「まとめ」と

して確認した（写真１）。 

 

 

 

 

 

 

 

写真１ 
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（4）グループでの歌い試し 

ここからは，３～４名程度のグループに分かれ

て歌い試しながら表現の工夫となる。Teacher の

働きかけにより，各グループで1番の歌詞につい

ての歌い方の工夫に入った。 

まず，メンバーで出だしを合わせながら歌い始

める。その後は，途中で止めて歌い方について話

し合うグループ，1番の最後まで歌って話し合い

始めるグループ等が見られた。いずれのグループ

も，歌い出しについては，Supporter が行ったよ

うに，歌い始める前に身体を揺らしながら拍を取

る様子が見られた。       

【録画資料６】グループでの歌い試し 

https://youtu.be/5KnJ0euVgzQ 

 

前述したように，SupporterとChildrenとの歌

い方についての言葉でのやり取りの際に歌い試

しを行った学級と，そうでない学級とでは，この

後のグループでの話し合いの内容に大きな違い

が見られた。まずは，歌い試しを行わなかった学

級のグループでの話し合いの例を以下に示す。 

 

【Ｎ児のグループの話し合いと歌い試し】 

Ａ児：もっと身体を揺らしてみれば。 

Ｎ児：横に揺らしてたから。 

みんな：右から 

（3回目歌いながら身体を揺らす） 

Ｎ児：ｍｐ，ｍｆやると身体が動かなくなるし，

身体やるとｍｐ，ｍｆ出来なくなる。 

Ａ児：がんばる。 

Ｎ児：（黒板を見ながら）息継ぎも気を付けなき

ゃ。ｍｆしっかりやる。 

（途中から，4回目歌う） 

みんな：よくなった。 

 

Supporter とのやり取りの中で歌い試しを行わ

なかった学級においては，他のグループも同様に，

「身体を揺らす」，「大切な息を吸う」，「強弱をつ

ける」といった表現の工夫が，実際の行為とは分

離し，「言葉」として独立してしまっていること

が分かる。Childrenは，Supporterの演奏を基に，

Supporter の演奏の特徴に対して，実感が伴わな

い状況で，言葉を中心とした表現の工夫について

の話し合いを行い，文字通り「手探り」状態で自

分たちの表現を探っていた。 

 対して，Supporter とのやり取りの中で歌い試

しを行った学級においては，各グループの歌い試

しの活動は，言葉によるやり取りよりも「歌って

試す」活動を中心に展開された。以下にその例を

示す。 

 

【Ｅ児のグループの話し合いと歌い試し】 

（1回目の歌い試しの後，直ぐにまた歌い始める。

Ｅ児は1回目歌った時より，身体の揺れが大きく

なっている。） 

Ｅ児：（息の流れを示すように両手を横に広げな

がら）♪かぜーの 

О児：（Ｅ児の激しい身体の動きに引っ張られる

ように，身体を揺らし，両手を前方に出し

ながら）♪メローディー 

（歌い終わって） 

М児：今の動きいいよね。どこで，「大切な息」

吸う？ 

Ｅ児：（手振りで示しながら大きく息吸って）か

ぜーのーメローディー！ 

みんな：わかった！ 

（その後，みんなでその部分を歌い試す） 

 

 このように，話し合いというよりは，試した表
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現の内容について言葉で確認する，という歌い試

しの活動が展開されている。こちらの学級につい

ては他のグループでも同様の活動が展開された。 

 

（５）Supporter からのアドバイスと更なる歌い

試し 

 歌い試しの様子を見ていたSupporterに対して，

Teacher が，「アドバイスがあったら，ぜひお願い

します。」と働きかけた。 

【録画資料７】 

Ｓからのアドバイス さらに歌い試し 

https://youtu.be/hgVGTM2L_wQ 

 

Supporterから，「歌を歌うということは，自分の

身体が楽器になること。気持ちが変われば身体も変

わる。身体が変われば，出て来る声も変わるという

のが歌。それをもうちょっと考えて歌ってみると，

もっともっと素敵な歌が歌える。皆さんの声は，最

初よりキラキラしていてステキになっていた。」との

アドバイスがあった。すると，Teacherが「もう少

しグループで歌い試してごらん。」と働きかけたと

たん，グループでの歌い試しが始まった。その際に

は，グループでの練習時より楽しそうに，また気持

ちよさそうに身体を揺らしながら歌う様子が全体に

広がった。最初に歌った時とは比較にならないほど，

身体を使って豊かな声量で表現する姿が見られた。 

 Teacher は，その後学習の「振り返り」を書か

せる際に，前時のビデオを再度見せている。

Children は，「前時で歌った時は，『なんとなく』

で揺れていた。」「（本時で歌ったのと）全然違う。」

などと話していた。 

振り返りを書きながら，身体を揺らすChildren。

譜面台等，授業で使った道具の片付けをしながら

両手を使って息を吸い，「かぜーのーメローディ

ー！」と歌い出す等，「音楽の精」が乗り移った

ようなChildrenの姿が印象的であった。 

 

２ 考察 

（１）TeacherとSupporterの情報交換の重要性 

 今回の授業の企画にあたって，Teacher と

Supporter とは，Supporter が授業の中でどのよ

うな歌唱の姿，音楽的な表現の工夫を含んだ情報

を提供するか，についてかなり綿密な打ち合わせ

を行っている。Teacher及び Supporterに了承を

得た上で，以下にTeacherが書き記したそのメモ

の一部を紹介したい。 

【教材の音源に関する話題】 

Ｔ：コンビニの味は×。カスタマイズされた意図

の明確な音源を授業で使いたい。 

Ｓ：・歌う姿を改めて客観的に見たときに何が表

れているのかを見直したい。 

・音楽記号の意味を考え直し，それを表現す

ると歌い手の姿はどうなるのかなどを深

く考えたい。 

 

【Childrenに提示する音楽的要素について】 

①８分の６拍子 

Ｔ：この楽曲で８分の６拍子の拍子感を子どもた

ちに伝えたい。 

Ｓ：・８分の６拍子でしか表せないものがある。

この拍子は音楽が回転するイメージがあ

る。 

・農耕民族はリズムの最後に重点を置くので，

８分の６拍子のような拍子感に馴染みが

少ない。 

・子守歌によく使われ，眠り，安らぎの感覚

を呼び覚ますリズム要素がある。 

・拍は，一つ一つもつ意味が違う。（８分の

６拍子の曲は）それぞれ違う意味をもつも

のが３拍子や４拍子より多い。 
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②息のコントロール 

Ｔ：息継ぎにもっと心をこめさせたい。山場の前

での息の仕方を変えると豊かに歌えること

を体感させたい。 

Ｓ：・山場の前で息を吸う時が，他のフレーズの

時よりやはり大きめ。 

・丁寧に大きく吸う様子を見せたい。 

・子どもたちに話す言葉を「大事な言葉を言

う為の大事な息を吸う」にしたい。 

③表現全般について 

Ｔ：小学生は，何を感じ取らせたいかを明確にし

たものを聴かせないと，ただ「すごい」「さ

すが」になってしまう。授業としてこの曲を

扱う意義を考え抜いておかないとならない。 

Ｓ：・（この曲は）言葉を伸ばす機会が多い。「し

ーずかーにゆーれるーー」など。一つの単

語の幅が広いというのは、言葉に重みがあ

ると感じる。 

・動画（の背景）は，広い空間が必要。どこ

にいても風や星空の情景を描きたい。 

・（動画の）声の質は，オペラより軽めにす

る。 

・歌う前には歌詞を詩として読んでいる。日

本語の詩がもともともっている繊細な描

写を求めたい。 

・音楽は，触れた者すべてを潤すかけがえの

ないもの。音楽の力が心に渦巻くこの感覚

を子どもたちに伝えたい。 

 

こうした，TeacherとSupporterとの打ち合わ

せがあって，今回の授業における指導の効果が顕

在化したと考えられる。これは同時に，音楽の授

業にＴＡＳを導入することの大きな意義である

とも考える。音楽表現のプロである演奏家

（Supporter）と授業のプロである授業者

（Teacher）とが，その授業における指導内容に

ついて深く情報交換をし，授業を形作る。こうし

た所に音楽の授業へのＴＡＳ導入による効果の

真髄が見られると考える。 

 

（２）Childrenの変容について 

 今回の授業の対象となった Children は，

Teacher が，昨年度から音楽の授業を担当し，音

楽的な活動に対して前向きに取り組もうとする

状態であることを聞いていた。授業の導入で見せ

ていた，前時の最後に撮影した動画も，声量が豊

かで，前時までの８分の６拍子の拍子感覚や強弱，

息継ぎなどの指導が反映されたものであった。 

【録画資料８】 

中野山小4年3組 前時のまとめ演奏 

https://youtu.be/xhtvx0CyjhI 

 

 しかし，本時においてプロの演奏家である

Supporter の演奏を目の当たりにした Children

は，まるで演奏表現の工夫へのギアが入ったかの

如く， Supporterの演奏の特徴を捉え，自らの演

奏に取り込むべくグループでの話し合い，歌い試

しの活動に，明らかに主体的に取り組む姿を見せ

た。 

 そうして，授業の最後には，前時までの自らの

表現との違いを自覚し，成長を実感していた。授

業が終わってまでも，鼻歌で一番盛り上げる部分

を歌う Children の姿，数人が寄り集まっていつ

の間にか両手を大きく動かしながら合わせて歌

って楽しそうな表情を浮かべる姿を見て，本時の

ねらいが確実に達成されたことを Reporter も実

感した。 

次時に「まとめ」として演奏した様子を撮影し

た動画には，前時の「まとめ」より，更に表現の
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工夫が見られる，成長した姿が録画されていた。

【録画資料９】 

中野山小4年3組 次時のまとめ演奏. 

https://youtu.be/1sZFen2iN-Y 

 

３ まとめ 

本時の冒頭に，前時までの活動において「何か

足りない」という，表現の工夫における欠乏感を

抱いたChildrenは，Supporterの演奏を食い入る

ように見つめた。そして，表現の工夫に関する

Supporter とのやり取りによって，正に生田の言

う「『形』との関係に注目する主観的活動に専心

する（生田，1992，p.23）」ことができたと考え

る。 

更に，その後のグループでの歌い試しと

Supporter の演奏に被せての歌い試しの活動によ

って，本物を模倣し，「本物」と同じ「第一人的

視点」から眺め，自らの示す「形」すなわち「外

面に表された可視的な形態」を批判吟味し，反省

をすること，とまでは言えないが,その入り口に

近い体験を積むことができていたと考える。 

そして，今回の授業を通して「自分はどう演奏

するか。」という「音楽の演奏という世界全体の

意味関連」を，身体全体を通して体感し，恐らく，

他の楽曲の演奏にも活用していくであろう，音楽

的な見方・考え方を身につける姿も確認できた。  

生田（2011）は，「わざ」の伝承活動における

「学び」は，高次の「傾向性」の発現のために，

特定の身体感覚の共有にとどまらず，それを超え

た Achievement，すなわち到達状態についての感

覚の共有が目指されている（p.25），と言う。

Supporter の演奏に憧れをもち，その姿に近づく

べく歌い試し，自分なりの歌い方を編み出した

Childrenの「学び」の姿は，生田の言う「わざの

伝承における『学び』」の姿に近いものであった

のだろうと推察される。坪能によって提唱された

ＴＡＳモデル適用の授業の可能性が，このような

ところにも広がっていると実感した。 

 

【引用・参考文献】 

生田久美子（1992）「『わざ』から知る」東京大学

出版会. 

生田久美子，北村勝郎編著（2011）「わざ言語 感

覚の共有を通しての『学び』へ」慶應義塾大学

出版会. 
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１ 題材の目標 

 

２ 題材の意義              ３ 育てたい児童の姿 

 

４ 教材について  

 

 

 

 

１ Teacher から 学習指導案 

第５学年「旋律のつながりを感じ取ろう」 

                          実施日 2021 年 2 月 12 日 

                   川崎市立南百合丘小学校     第５学年 

                           授業者   徳田 崇 

第６学年「音の重なりを生かして音楽をつくろう」 

 鑑賞曲「月への碑文」マリー・シェーファー作曲  実施日 2018 年 9 月 20 日 

                         桐蔭学園小学部  第６学年 

                         授業者 岩 井 智 宏 

◯旋律の呼びかけとこたえ，

反復と変化など旋律のつなが

りを理解するとともに，呼び

かけの旋律に合った形になる

こたえの旋律を表現するため

に必要な技能を身に付ける。 

◯旋律の中にある呼びかけと

こたえ，フレーズの反復や変化

を聴き取り，それらが生み出す

よさや面白さ，美しさを感じ取

りながら，どのように表すかに

ついて思いや意図をもったり，

曲や演奏のよさを見いだし，音

楽を味わって聴いたりする。 

◯呼びかけとこたえ，フレー

ズの反復や変化などの旋律の

つながりに興味をもち，音楽

活動を楽しみながら主体的・

協働的に音楽づくりや鑑賞の

学習活動に取り組む。 

◆弦楽四重奏曲 第 1番変ロ長調 Hob.Ⅲ:1 第 1 楽章（ハイドン作曲） 

冒頭部分から「呼びかけとこたえ」がはっきり感じられ，自分たちの旋律づくりと関連付けな

がら特徴をとらえやすい曲である。注意深く聴くと他にも呼応する旋律が巧みに埋め込まれてい

て，それらを発見する楽しさも感じられる。また，短い曲でありながら，楽節のくり返しや変化

がわかりやすく，旋律全体の中でいろいろな部分がどのようなつながり方をしているかを考える

活動に適した教材だと言える。 

 

 

 

 〔共通事項〕に示されている要素の中で

「強弱」や「速度」と同じく「旋律」は子

どもたちにも意識しやすい要素である。本

題材はその「旋律」を中心に，⑻イに示さ

れた音楽の仕組みの中の「呼びかけとこた

え」「反復」「変化」などを関わらせた音楽

づくりと鑑賞の学習である。実際の旋律づ

くりで体験した内容をもとに教材曲を鑑賞

して，より実感を伴った深い学びにつなげ

ていけるようにしたいと考えた。 

 鑑賞の学習が充実したものになるように，

教材とする曲を特徴付けている要素を素材

として，自分たちで音楽づくりの学習をする

という形の題材である。「呼びかけとこたえ」

や「くり返し（反復）」「変化」など，旋律の

つながりを手掛りとして，自分なりの旋律づ

くりをしたり，曲の構成と全体像をとらえな

がら，よさを感じ取って聴いたりできるよう

にしたい。 
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５ 事前の指導と本時の指導（3時間扱い） 

（１）事前（第 1時・第 2時）の指導と実際 

（２）本時（第 3時） 

       

 

 

学習内容 児童の姿 教師の働きかけ 

①音楽の「呼びかけとこたえ」 

 に気を付けて，歌ったり演奏 

 したりできるようにする。 

 

 

 

②呼びかけに合ったこたえの 

  形を考えて旋律づくりを工 

  夫することができるように 

  する。 

○言葉の「呼びかけとこたえ」を

考える。 
○既習曲の中から「呼びかけとこ

たえ」を探す。 

○簡単な呼びかけの旋律にこた

える旋律をつくって表現する。 
○旋律の呼応関係に気を付けて， 
 既習曲の「呼びかけとこたえ」 
 を歌ったり演奏したりする。 

○前時の旋律づくりを復習し，さ 

 らに長さを長くした呼びかけ 

  の旋律にこたえる旋律をつく 

  って表現する。 

◇言葉の例を参考に，いろいろな 
 曲に表れている旋律の呼応関 
 係を意識できるようにする。 
◇いくつか試しにつくる中で，白

鍵を使うことや拍に合うこと

など，ある程度原則を共有す

る。 
◇演奏のパターンを変えてみる

などして，いろいろな形の「呼

びかけとこたえ」を体感できる

ようにする。 

 

<Children> 
○弦楽四重奏の響きの感受 
・Supporter の演奏を聴き，弦楽四重奏の響きを味

わう。 
○「呼びかけとこたえ」を使った旋律づくり 
・サポーターと一緒に，呼びかけに対するこたえ方

を工夫して旋律をつくって表現する。 
・つくった旋律をサポーターとともに発表し合う。 
○教材曲の旋律の特徴の感受 
・「呼びかけとこたえ」に気を付けて「弦楽四重奏

曲第 1 番」のはじめの部分を聴く。 
○旋律の反復や変化の感受 
・教材曲の演奏を聴きながらそれぞれのフレーズが

どのようにつながっていくかについて考える。 
・最後まで通して聴いて，旋律のつながりのよさに

ついて考え，これまでの旋律づくりとも関連させ

ながら，ワークシートに記述する。 

<Adviser> 

○教材曲や作曲家についての解説 

・サポーターによる教材曲の演奏に先立

って，鑑賞の参考になるように曲の

背景や作曲家について解説する 

＜Supporter＞ 

○デモンストレーシ

ョンとしての演奏 

・弦楽四重奏の響き

を体感できるよう

に参考曲を演奏す

る 

○子どもたちの音楽

づくりの支援 

・子どもたちのグル

ープ活動に入り，

発想を刺激したり

演奏の助言をした

りしながら，音楽

づくりを前に進め

る支援をする 

○生演奏による教材

曲の提示 

・その場の Teacher

の要望に応じて，さ

まざまな形で臨機

応変に演奏する 

＜Teacher＞ 

○Supporterと子ど

もたちをつなぐ 

・デモンストレーシ

ョン演奏や既習曲

での活動などを通

して，協働したグ

ループ活動に向け

ての下地をつくる 

○グループ活動と

発表の支援 

・発表に向けて助言

したり発表がスム

ーズに進行するよ

う支援したりする 

○教材曲の旋律の

特徴の提示 

・音楽づくりと鑑賞

を関連させて意識

できるようにする 
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１ 教材の提案 

 ヨーゼフ・ハイドン(1732-1809)の弦楽四重奏

曲を参考にしながら，「旋律の受け答え」を使って

「音楽づくり」をさせたいという提案を受けて，

報告者はこの企画に参加した。授業は南百合丘小

学校の音楽室で3度，そして体育館で1度行った。

子供たちにとって「生」の弦楽四重奏を聞き，サ

ポーターの音楽家たちとともに音楽を作るのは

貴重な経験だっただろうし，徳田先生の構成のお

かげでまとまりのある内容として受け止めても

らえたのではないかと思う。 

 企画段階において，報告者はとりあげる作品の

選曲にまず関わった。 

 ハイドンの弦楽四重奏曲の中でもおそらく最

も有名な作品のひとつに弦楽四重奏曲 ニ長調 

作品64-5 Hob.III:63 がある。「ひばり」という

ニックネームのついたこの曲では，冒頭で第2ヴ

ァイオリンとヴィオラが軽やかにスタッカート

のついた八分音符でリズムを刻むと，チェロが同

じリズムで応える。この伴奏型を背景に第1ヴァ

イオリンが登場し，あたかもひばりが空高く舞う

ようにのびのびとした旋律を歌う。この部分は極

めて鮮やかな「受け答え」の例だ。 

 ただし，この作品が作られた 1790 年にはハイ

ドンの弦楽四重奏曲はすでに高度に技巧的で隙

のない構成をもつようになっており，子供たちに

その全体像を理解してもらうのは不可能に近い。

さらに，より厳密な意味での「受け答え」として

は，弦楽四重奏曲の中でのフーガを 1770 年頃の

作品20の2，5，6の3曲に見いだすこともでき

るが，これも子供たちには複雑すぎるだろう。 

 などと迷ううちに，関係者による企画の打ち合

わせの中でハイドンが最初に作曲した（とされる）

弦楽四重奏曲 変ロ長調 作品 1-1 Hob.III:１を

教材とすることになった。 

 この作品の第1 楽章は24 小節と短いが，簡潔

なソナタ形式の構造を持つとみなすことができ

る。冒頭で，弱起で開始する冒頭4小節が短い楽

節を構成していて，冒頭2小節（前楽節）では「狩

り」の合図を思わせるように力強くユニゾンで主

和音を上行し，続く2小節（後楽節）では第1，

2 ヴァイオリンが軽やかに旋律的な動機を奏で，

続いて第2ヴァイオリン，ヴィオラ，チェロが同

じ音型で応える。ここに2小節＋2小節の「旋律

の受け答え」がある。 

 さらにこの4小節は反復され，その後，推移部，

第2主題，小結尾へと続く。推移部以降は一つの

大きな旋律線を描くように繋がっており，八分音

符の連続からやがて十六分音符を加えてスピー

ド感のある流れを作っているため，この部分は一

つのまとまりのように聞こえる。そうすると，冒

頭の（反復を含めた）8 小節とそれ以降もまた対

比をなしていて，大きく「旋律の受け答え」があ

ると捉えることもできなくもない。 

 このように第１楽章の提示部には２種類の「受

け答え」を認めることが可能だ。 

 ２ Adviserから 

                         

 

                                                    飯森豊水（開智国際大学） 
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それと同時に，この作品1-1は，子供たちにも

聞きやすい作品だと思われた。後年ハイドンは弦

楽四重奏曲というジャンルを確立したと評価さ

れるようになるが（「弦楽四重奏曲の父」），この作

品を作曲した当時の彼はまだ 25 歳頃で創作の出

発点にあった。後年の円熟した作品と比較して構

成は緩やかで，もし時間が許せば，全曲を子供た

ちに聞いてもらっても，決して難解ではなかった

だろうi。 

 今日ではこの作品の自筆楽譜等の資料は失わ

れてしまったので，確実な情報はほとんど存在し

ない。しかし半世紀ほど経過してから，ハイドン

は伝記作家のグリージンガーにこの作品の誕生

したいきさつについて次のように語っていたii。 

 

 フュルンベルクという男爵はウィーン

から少し離れたヴァインツィールに土

地を所有していた。彼はときどき教区の

司祭や管財人，ハイドン，そして（有名

な対位法作曲家の兄で，チェロを弾く）

アルブレヒツベルガーを招待して，小さ

な編成の音楽を聴いた。フュルンベルク

はハイドンに，芸術を愛好するこの４名

で演奏できる音楽を何か作曲するよう

促した。当時 18歳iiiのハイドンは，そ

の提案を受け入れ，彼の最初の弦楽四重

奏曲が生まれることになった。楽譜が発

売されるとすぐに非常なる好評を博し

たので，ハイドンはこのジャンルで作曲

し続ける勇気を得たのだった。 

  

 このように，作品1-1は弦楽四重奏曲というジ

ャンルが確立する前に，ある種の偶然によって急

ごしらえで生まれたものだった。それはアマチュ

アの音楽愛好家を交えて，自分たち自身で演奏を

楽しむことを目的としていたことがわかる。この

曲の親しみやすさはこうした事情に由来すると

ころもあるだろう。 

  

２ Supporterの紹介 

 （別項を参照のこと） 

 

３ 授業への提案 

 授業の構成は徳田先生を中心となってなされ，

報告者はサポーターが弦楽四重奏曲作品1-1を演

奏する前に，子供たちに解説をする役割を果たし

た。解説の機会は4回あり，その中で子供たちに

次のようなことを伝えようとした。 

1）クラシックの作曲家たちも実際に生きた人間

としてイメージできるようにする。音楽室の後ろ

の壁には古今の大作曲家たちの絵が掲げられて

いるが，どこか威圧感がある。今回は壁の絵を指

しながら，バッハには 20 人の子供がいたこと，

モーツァルトは下品なジョークを好んだことな

どの逸話を伝えた。 

2）弦楽四重奏曲 作品1-1の成立にまつわるグリ

ージンガーの説明を紹介して，青年ハイドンにつ

いての具体的なイメージを持つとともに，曲の性

格を理解してもらう。 

3）弦楽四重奏という演奏形態は，少人数にもかか

わらず完成度の高い充実した響きを持っている

ことを伝える。弦楽四重奏曲の響きは，「生」では

もちろん，CDやテレビ等でもなかなか触れる機会

がないと思われる。そこで貴重なこの機会に，そ

の美しさを堪能してもらいたいと要望した。 

 実際には4回の解説でこれらすべての話題を扱

えたわけではなく，子供たちの反応を見ながら取

捨選択した。解説は 3，4 分程度でまとめるよう

にしたが，もしすべてを話そうとすると 10 分近

くかかったかもしれない。 
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 このようにこの授業にあって報告者はTASモデ

ルのAdviserとしては小さな貢献をしたに過ぎな

い。 

 

付，将来の授業への提案 

〈音楽の授業づくりジャーナル〉の既刊号には，

中世の教会旋法，近代の（民族音楽から影響を受

けた）全音音階，現代のクラスター技法，図形楽

譜などを使って授業を成功に導いた例が紹介さ

れている。これらの技法から生み出される響きは，

（機能和声法に基づく）長短調の音楽に慣れた耳

には新鮮だ。そのため，その原理そのものが子供

たちの好奇心を引き起こす好材料となったもの

と思われるiv。 

 しかし，一般に西洋音楽史の作品を題材に子供

たちに音楽づくりを提案するには困難が伴う。す

なわち，ルネサンス期の高度なポリフォニー技法

（15世紀中庸から16世紀末），バロックの通奏低

音（17世紀から18世紀中庸），古典派とロマン派

の，機能和声に基づくソナタ形式などの諸形式

（18世紀中庸から19世紀後半)などといった，西

洋音楽史の中核をなした作曲技法を子供たちの

 
i 今日ではこの作品は弦楽四重奏曲と分類されてい
るが，この作品の成立時にはまだ弦楽四重奏曲と

いうジャンルは存在せず，（今日より広がりのある

ジャンル名である）ディヴェルティメント等のグ

ループに分類されていた。従ってこの作品の緩や

かな構成は，当時のジャンルの性格を反映したも

のともいえる。 
ii Griesinger, Georg August. 1810. "Biographische 
Notizen über Joseph Haydn", Leipzig, S.15f.  
iii ここでは作曲時のハイドンは18歳とされている
が，資料や彼の作風から判断して，今日ではおそ

らくは1757年頃，すなわち25歳頃のことであっ

教材に取り上げるのは容易ではないv。にもかかわ

らず，音楽室の後ろの壁にはこれらの作曲家の絵

が飾ってあって，何の音楽を作ったかわからない

のに「偉い音楽家」とされている。ここに権威主

義的な威圧感を感じる子供たちもいることだろ

う。 

 話が広がりすぎてはいけないので再びハイド

ンの時代に戻すと，18 世紀後半には，音楽は

“Kenner und Liebhaber”つまり専門家としての

知識を持った人にも，一般の愛好家にも，楽しめ

ることが求められるようになった。冒頭で紹介し

た弦楽四重奏曲 作品 64-5「ひばり」(1790)もま

たハイドンが一般の愛好家をも想定しながら作

曲したものだ。であるなら，こうした作品を小学

校（あるいは，中学校，高校）の授業で扱わない

のはもったいないと思う。その際には作品の技術

的な分析だけではなく，作曲家の変遷の中での位

置づけ，音楽的・社会的背景などをも組み込みな

がらわかりやすく説明し，そこから子どもたち

（生徒たち，学生たち）の創造的な反応を引き出

せるなら，素晴らしいと思う。 

 

たと考えられている。 
iv単にその原理のみならず，音楽作品そのものに子

供たちが触れ，創造的な反応ができたであろう例

も存在する。例えば，リゲティの“Musica 
ricercata”（第4号所収）とストラヴィンスキーの
「兵士の物語」から「兵士の行進」（報告者は坪能

先生からご厚意で記録動画を見せていただいた）

がある。 
v 〈音楽の授業づくりジャーナル〉に報告されてい
るように，現代の作曲家が授業のために特別に用

意した作品を用いたこともある。しかしこれは幸

運な，例外的な事例だろう。 
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１ 教材の提案 

数ある作品の中から，ハイドンの初期の弦楽四

重奏曲を通して，児童たちと音楽の楽しさを共有

し探求できた。わかりやすいだけでなく，児童の

身近な音楽活動と結び付けられることが魅力的

であったと思う。各自，懸命に創作に挑戦してい

たのが印象的だった。 

 

２ Supporterの役割について 

はじめに，今回初めてSとして参加させていた

だき深く感謝を申し上げたい。ここでは，TAS モ

デルにおいての演奏家の関わり方，教師と演奏家

との協働の可能性について，実体験で感じたこと

を私なりに率直に述べていく。(TASモデルにおけ

る演奏家の役割は，演奏家が実践するアウトリー

チプログラムや，ティーチングアーティスト，ワ

ークショップにおけるミュージックリーダーな

どの役割とは異なる。各現場でベストを尽くして

いるアーティストの方々に多大なる敬意を表し

ており，それぞれを決して否定するものではない

ことを予め強調してお伝えしておく。) 

 結論としては，プロの演奏家として培ってきた

感性や表現，専門性などを活かし，T，Aと「協働

して」授業をサポートすることで，よりアクティ

ブでクリエイティブな学びの教育現場に貢献す

ることができる可能性を秘めていると感じた。主

体的で対話的で深い学びのある授業は学校の先

生が実践されていることであり，外部から参加す

る我々は演奏などを通して「音や音楽で支え」学

び手に創造的な発想力を触発できるような役割

を担うことが求められている。しかし，そのため

には，いくつかの取り組みが必要と感じた。 

演奏家といっても，やはり人間である。各々，

気質，感性も違えば，身を置く環境，そこで求め

られている役割も異なり，常日頃，何に関心をも

ってどのような意識で活動しているかも実に多

様である。オーケストラの担当楽器によっても，

キャラクターは十人十色である。私はプロのヴァ

イオリニストでもあり認定ワークショップデザ

イナーでもあるが，その視点でもって，音楽教育

に関わる先生方から学ばせていただくことが沢

山ある中で，今回のTASモデル参加は，良い意味

で「もどかしさ」と向き合う機会となった。それ

は，尊敬する先生方の本気の取り組みがあったか

らこそ，この感覚に前向きに時間をかけて向き合

い，勇気をもって発信する決意をした。 

そこから見えてきたものは「お互いに相手を知

ること，知ろうとすることの大事さ」であった。

TとAとSは，「音楽」という共通言語を持ってい

る。それぞれが専門家である。しかし，T や教育

関係者にとって日常の学校教育現場は，多くの演

奏家(日頃から教育に関心をもっているとして

も)にとっては日常の場ではなく，今の学校教育

現場のことを知り，体験する機会が圧倒的に少な

い。ましてや教育現場での「あたりまえ」や「取

り組み」(例えば児童生徒への手の差し伸べ方な

ど)に関して未知数である。大げさに言うと異文

3 Supporterから                         

 

                            ヴァイオリニスト & 認定ワークショップデザイナー：南條由起 
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化別世界でもある。ワークショップやアウトリー

チ活動経験があったとしても，TASでのSの役割

は別物であり，実践者も希少である。今回，大変

ありがたく貴重なご助言をいただきながら，共演

奏者共々，勝手わからず手探りの中でも心を開き

活動に参加させていただけたことは非常に幸運

であった。共演者からの事後のコメントには，

「(音や音楽で支えると言われていても)グルー

プで活動が進まない時に，こうしたらどうかな?

とも言わないほうがいいのか，でも時間が足りな

くなるぞ，というところでかなり迷った。」「自身

が小学生の頃には体験し得なかった活動だった

ので，新鮮であり感心した。子供の頃(音楽の授

業に)窮屈さを感じていたので，当時の時代と違

いすぎて衝撃だった」という声もあった。このよ

うに，かつて芸術・音楽大学の教職課程を履修し

ていても，その後の活動によっては演奏が主体に

なることで，教育について掘り下げ経験値を増や

す機会に巡り合えない演奏家が沢山いることは

事実である。各々が経験してきた環境(例えば師

事する先生の指導スタイルや，受けてきた教育)

の影響も，少なからず学び手や場の関わり方に関

係しているのではないかと考察する。 

今回，先生方には多大なるご理解をいただき，

短時間で多くの学びをさせていただけたが，事例

環境，相手が変わることで再現できるものでもな

い。音楽と同じである。TAS モデルが普及するに

つれ，今後一般的に起こり得るであろう，T と S

の活動背景の違いによる認識差を共有し，認め合

い活かしあうための働きかけも必要だと感じた。

相手を互いに知り，学び合うことができれば，き

っと今後TASモデルは持続可能なものとなり，そ

こでの演奏家の役割はより効果的に機能してい

くと思う。教育の現場に貢献したいと思う演奏家

は沢山いる。私自身さらなる研鑽を積むと共に，

我々演奏家が教育について改めて学びほぐし，関

心がある人材を現場で活かしていただけるよう，

橋渡し役として，S 育成プログラムを構築し発信

し実践していきたい。 

 

３ 授業への提案 

【学び手主体のグループ活動に演奏家が参加す

る際の提案】我々は授業の中で最大限，場に寄り

添い，柔軟に効果的なサポートをしたいと願って

いるが，前述の通り，我々にとって，日頃の授業

や学び手の様子を瞬時に把握するのには限界が

ある。★TからSに具体的な指示があると，外部

者である S としてはとてもありがたい。例えば，

関わり方(介入の度合い)や，普段Tが心がけてい

ることなど。それにより我々も安心して活動に参

加できる。この共有が非常に大事であると実感す

る。★奏者が最初から各グループに入った際，な

んとかまとめてくれるだろうと大人を頼りにし

てしまう子も中にはいた。活動がある程度進んだ

段階で，途中からそっと入る案も提案したい。★

一人ひとり即興したものを，最終的にグループで

１つ選び，発表に至る課題はハードルが高かった。

→それぞれ自分が即興したものをあまり覚えて

いない。★個々のアイデアをもっと肯定してあげ

たかったが，その時間，タイミングがなかった。 
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１ 授業記録 

川崎市立南百合丘小学校第5学年3組の子ども

たちは，活発で学習意欲にあふれ，音楽表現に 

対して大変に積極的である。また，級友の長所や

成長をほめ合い，協働して学ぼうとする姿勢も 

印象的である。そして Supporter メンバーとの 

かかわりのなかで，自らの音楽表現を確かめ， 

実感を伴いながら理解を深めていったように 

見受けられる。以下は，授業記録の概要である。 

導入 

（1）弦楽四重奏の響きを感受する 

 Supporter である Yuki 弦楽四重奏団の演奏を

聴き，弦楽四重奏の響きを味わう。子どもたちは，

その豊かな響きに聴き入っている。 

また子どもたちは以前より「呼びかけとこたえ」

についての学習を行っており，その関係性が生か

された曲をいくつか学習している。そこで導入で

は，それら既習曲を用いて，Yuki弦楽四重奏団と

のかけ合いも楽しんでいる。 

 

展開 

（2）「呼びかけとこたえ」を使って旋律をつくる 

 複数のグループに分かれて，Supporter ととも

に旋律づくりの学習活動を行う。 

 

【動画資料１】https://youtu.be/En4p4gtTioA 

子どもたちと演奏家がグループになってともに

音楽をつくる 

 

【呼びかけ】 

 

 

呼びかけに対して，こたえとなる旋律を工夫  

してつくり，発表し合う活動が展開されていく。 

 

【こたえの例①】 

 

 

【こたえの例②】 

 

 

【こたえの例③】 

 

 

 

【動画資料２】https://youtu.be/B_d6ZLPQn28 

子どもたちと同じモチーフで，演奏家たちも即

興的に音楽をつくる 

 

子どもたちは，子どもたち同士はもちろん，

Supporter メンバーとも積極的にコミュニケーシ

ョンをとりながら，旋律づくりの学習活動を行っ

ている。そして，それぞれが思い思いのこたえを，

堂々と生き生きと奏でている様子がとても印象

的である。さらに，選ぶ音の音域，終わりの音，

呼びかけをどの程度模倣するかなど，子どもたち

それぞれの自由な感性があらわれている。これは，

4 Reporterから                         

    

Reporter 岡田 愛（東京学芸大学大学院連合学校教育学研究科・院生） 
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「終わる感じ」「続く感じ」といった，Teacher

徳田氏による声かけおよび前時までの学習も 

反映されたものであると思われる。 

 

（3）ハイドン作曲「弦楽四重奏曲第１番」の   

旋律の特徴を感受しながら，「呼びかけとこたえ」

に対する理解を深める 

 

 本題材の主教材曲である，ハイドン作曲「弦楽

四重奏曲第１番 変ロ長調 第１楽章」は，「呼び

かけとこたえ」を理解するのに適した楽曲である。

加えて子どもたちは，Adviser である飯森豊水氏

による解説も聞くことができている。その解説は，

これまでの学習活動をふまえた視点から語られ

たものであるので，楽曲や作曲者に関する子ども

たちの関心や知識は，十分に補強されたものと 

思われる。そして，Yuki弦楽四重奏団による生演

奏を，楽曲の冒頭部分と全体とに分けて鑑賞しな

がら，どのような旋律が「呼びかけ」であるのか，

また「答え」であるのかを考え探っていく。 

 

【録画資料３】https://www.icme.jp/jp05add1/ 

ハイドン博士から子どもたちへ 

 

【録画資料４】https://youtu.be/X1sL06kYiIA 

ハイドンの弦楽四重奏曲１番１楽章 Yuki カル

テットによる演奏抜粋 

 

まとめ 

（4）旋律のつながりを感受する 

これまで学習してきた「呼びかけとこたえ」や，

主教材曲の中にも多く見られる「反復と変化」な

どの要素は，旋律のつながりを生み出すための 

大きな役割を担っている。最後に，それらの要素

および旋律のつながり，そのよさについて感じ 

取ったことを，旋律づくりの学習活動と関連させ

ながらふり返ることで，本時および本題材のまと

めとする。 

２ 考察 

（1）Teacherについて 

「旋律のつながりを感じ取ろう」という題材 

およびそのねらいを，すべての子どもたちが達成

できるよう，実に見事な声かけや足場がけを行っ

てこられた様子がうかがえる。本時の主教材曲

「弦楽四重奏曲第１番 変ロ長調 第１楽章」のよ

うな難易度の高い楽曲でも，主体的に鑑賞できる

子どもたちの姿が見られたのは，音楽に対する 

見方・考え方を働かせ，発展させていけるような

指導を，日頃よりTeacher徳田氏が行ってこられ

た成果であると推察する。 

（2）AdviserとTASモデルについて 

 一般的に，あるいは教育現場において一般的に，

「子どもたちにとっての理解のし易さ」と「真に

音楽芸術を教授すること」の両立には，しばしば

課題が残ってしまう場合もある。しかしその課題

に対して TAS モデルは，Adviser の視点を取り 

入れることで，TeacherおよびSupporterと協働

して課題解決へと向かうことを可能にしている。

Adviser 飯森氏は，ご自身の専門分野に基づき，

授業計画の段階からアドバイスをされ，本時の 

授業を共に構築してこられた。そのような過程も

含めて，TASモデルの醍醐味と言えるだろう。 

（3）Supporterについて 

息の合った美しい演奏はもちろんのこと，

Supporter メンバーの一人ひとりが，教育 活動

に対する熱意を持ち，各グループでの活動にも広

げていったことで，TASモデル授業の 意義が強

固なものになったと考えられる。子どもたちが，

Yuki弦楽四重奏団の奏でる生の音楽に 触れ，自

らの実感を伴いながら理解を深めていくことが



 71 

できたのは，Supporter メンバーの「音楽」はも

ちろん，「思い」も相まってのことではないかと

推察する。 

３ まとめ 

 今回のTASモデル授業では，Teacher徳田崇氏，

Adviser 飯森豊水氏，Supporter 南條氏率いる

Yuki弦楽四重奏団による授業が展開された。そし

て，TASモデルの提案する3者の協働による新た

な授業のあり方として存分に機能しており，ゲス 

トティーチャーを招く形の授業とも一線を画し

ながら，教育的な成果をあげているということが 

分かった。さらに，もしも同じ対象者への取り 

組みを重ねる，SupporterとChildrenとのかかわ

り方を検討し続けるなどできるなら，子どもたち

のより深い理解，さらなる高みへと飛躍できる 

可能性も秘めているように思われる。レポーター

の立場から，3者およびTASモデルに心からの敬

意を表したい。 
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＜原著論文＞  

音楽科の本質を追求する「音楽づくり」の有効性 

―高知大学教育学部附属小学校の取り組みに着目してー 
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㡢ᴦ⛉のᮏ㉁を㏣✲する「㡢ᴦづくり」の᭷効ᛶ 

㸫㧗▱኱Ꮫᩍ⫱Ꮫ㒊㝃ᒓᑠᏛᰯの取り⤌みに╔┠して㸫 

 

三ᮧ  ┿ᘪ㸦エリザベト㡢ᴦ኱Ꮫ㸧 

            㔠  ዋ㐨㸦㧗▱኱Ꮫ㸧 

            前⏣ 克἞㸦㧗▱኱Ꮫ㸧 

            ᇼ内 ▱佐乃㸦㧗▱኱Ꮫᩍ⫱Ꮫ㒊㝃ᒓᑠᏛᰯ㸧  

           ジュンス(p) 㸦ブギウギピアニスト㸧 

 

Ⅰ はじめに 
㡢ᴦ⛉のᮏ㉁の➨ 1 は㸪㡢ᴦⓗឤぬや⫈ぬ力を⫱てることによって㸪㡢ᴦがⓎするメッセージを▱ぬ・
ឤ受し㸪さらにそれを㡢ᴦで⾲⌧することによって㸪㡢ᴦにᑐするឤᛶを⫱てることである。㡢ᴦにᑐす

るឤᛶを⫱てることは㸪㇏かな᝟᧯をᇵうことであり㸪㡢ᴦ⛉は᝟᧯ᩍ⫱のᙺ割をᢸっているといえる。

㡢ᴦ⛉のᮏ㉁の➨ 2 は㸪協働による㡢ᴦ⾲⌧の体㦂を㏻してឤ動と㐩ᡂឤを࿡わうことによって⮬ᕫのᏑ
ᅾព⩏をឤじ㸪㡢ᴦによるコミュニケーションを㏻して他⪅⌮ゎをすることである。また㸪⋓ᚓした㡢ᴦ

⬟力やᢏ⬟を⏝いて⮬ᕫ⾲⌧をすることによって㸪⮬ᕫᏑᅾឤや⮬ᕫỴᐃឤを࿡わうことができる。これ

らのことは㸪⮬ᑛឤ᝟を㧗め㸪他⪅とつながる力を⫱てることでもある㸦三ᮧ 2015㸪SS.62-63㸧。以上のこ
とは㸪᫛࿴ 40ᖺ代にᒱ㜧┴古ᕝᑠᏛᰯで⾜われた「ふしづくりのᩍ⫱」の◊✲から᫂らかになったことで
ある。すなわち㸪「㡢ᴦづくり」は㡢ᴦ⛉のᮏ㉁を㏣✲するのに᭷効ᛶがある可⬟ᛶが㧗い。 

㡢ᴦ⛉における「㡢ᴦづくり」は㸪個人の創作ά動ĺ友だちとの協働作ᴗというᤵᴗのὶれが主であり㸪
個人の価値ほが他⪅との協働作ᴗによって㸪さまざまにኚᐜしていく㸪まさに主体ⓗ・ᑐヰⓗで῝いᏛび

がᐇ⌧可⬟なᤵᴗといえる。「㡢ᴦづくり」は㸪単なる作ရづくりではない。Ꮚどもが創㐀ᛶをⓎ᥹しなが

ら㸪他⪅との㛵㐃によって⮬分の価値ほをኚᐜさせていくことがねらいである。しかし㸪単⊂の「㡢ᴦづ

くり」のᤵᴗのみでは㸪㡢ᴦⓗឤぬや⫈ぬ力㸪㡢ᴦの▱㆑・ᢏ⬟➼が㌟に付くとはいえない。古ᕝᑠᏛᰯ

の「ふしづくりのᩍ⫱」では㸪「ふしづくり一ᮏ㐨」というカリキュラムをもとにᤵᴗを⾜うことで㸪☜ᐇ

に㡢ᴦⓗឤぬや⫈ぬ力㸪㡢ᴦの▱㆑・ᢏ⬟➼が⫱ᡂされたのである。 

 そこでᮏ◊✲では㸪㛗ᖺ「㡢ᴦづくり」に取り⤌んできた㸪㧗▱኱Ꮫᩍ⫱Ꮫ㒊㝃ᒓᑠᏛᰯ㸦以下㸪㝃ᒓ

ᑠ㸧㡢ᴦ⛉のᐇ㊶事例に╔┠する。㝃ᒓᑠ㡢ᴦ⛉では㸪「㡢ᴦづくりと㚷㈹のカリキュラム」をもとに㸪各

Ꮫᖺで」ᩘの「㡢ᴦづくり」の㢟ᮦを⾜っている。カリキュラムに⣔⤫ᛶはあるのか㸪各ᤵᴗでどのよう

な▱㆑・⬟力が⫱ᡂされるのか㸪㡢ᴦ⛉のᮏ㉁を㏣✲することが可⬟になっているのだろうか。 

㡢ᴦづくりのᐇ㊶に㛵する先⾜◊✲はከくあるが㸪㡢ᴦづくりのカリキュラムに㛵する◊✲はᑡない。

例えば㸪⌮᝿ⓗなカリキュラムとしてᥦ᱌されたᏛᰯ㡢ᴦᩍ⫱ᐇ㊶Ꮫ会の『⏕ᡂを原⌮とする 21 世⣖㡢
ᴦカリキュラム』1は㸪ᗂ⛶ᅬからᩍဨ㣴ᡂまでを包ᣓしており㸪᪥ᮏ伝⤫㡢ᴦをྵめたカリキュラムとし

てホ価できるが㸪㡢ᴦづくりに↔Ⅼをᙜてた◊✲ではない。また㸪『㡢ᴦづくり・創作のᤵᴗデザイン』2は

ᵝ々なアイディアとᤵᴗᒎ㛤が⤂介されており㸪つくるά動を㔜どしているが㸪ᑠ中Ꮫᰯの⣔⤫ᛶを㋃ま

えた㡰ḟᛶや体⣔ᛶが᫂☜でない。  

そこでᮏ◊✲では㸪㝃ᒓᑠ㡢ᴦ⛉の『㡢ᴦづくりと㚷㈹のカリキュラム』の≉ᚩやព⩏を㸪「㡢ᴦづくり」

の㢟ᮦ事例から分ᯒすることによって㸪カリキュラムの⣔⤫ᛶおよびᏊどもの㡢ᴦⓗᡂ㛗を᫂らかにする

ことを┠ⓗとする。そのためにᮏㄽでは㸪まず「Ꮫ⩦ᣦᑟせ㡿ᐇ᪋≧ἣㄪᰝ」より㸪ᑠᏛᰯにおける㡢ᴦ

づくりと㚷㈹ᣦᑟの⌧≧をᩚ⌮する。つぎに㸪㝃ᒓᑠの『㡢ᴦづくりᤵᴗ事例㞟』にみられる㢟ᮦ内ᐜの
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≉ᚩと⣔⤫ᛶをᴫほする。᭱ ᚋに㸪「ブルースの㡢ᴦ」を㢟ᮦとしたᐇ㊶事例をᤵᴗ分ᯒし㸪「㡢ᴦづくり」

におけるᏊどもの㡢ᴦⓗᡂ㛗を㡢ᴦ⛉のᮏ㉁のほⅬから᫂らかにする。 

 

Ⅱ 㡢ᴦづくり・㚷㈹のᣦᑟのᨵ善と充ᐇ 
㸯㸬「㡢ᴦづくり」や「㚷㈹」の⌧≧とㄢ㢟 

ᅜ❧ᩍ⫱ᨻ⟇◊✲ᡤᩍ⫱ㄢ⛬◊✲センターは㸪ᖹᡂ 24 ᖺᗘにᏛ⩦ᣦᑟせ㡿ᐇ᪋≧ἣㄪᰝを⾜った。「ᖹ
ᡂ 24ᖺᗘᏛ⩦ᣦᑟせ㡿ᐇ᪋≧ἣㄪᰝ ᩍ⛉➼別分ᯒとᨵၿⅬ㸦ᑠᏛᰯ 㡢ᴦ㸧」において㸪「㡢ᴦづくり」「㚷
㈹」に㛵しては㸪以下のようなㄪᰝ⤖ᯝがሗ࿌された。 

 
żᩍᖌ㉁ၥ⣬ㄪᰝにおいて㸪㡢ᴦづくりの事㡯アの「いろいろな㡢ᴦ⾲⌧を⏕かし㸪ᵝ々なⓎ᝿をもって即⯆
ⓗに⾲⌧すること」について㸪「児❺が⯆࿡・㛵ᚰをもちやすい」という⫯ᐃⓗなᅇ⟅の割合は 41.4%㸦も
ちにくい 46.8㸣㸪その他・↓ᅇ⟅ 11.7㸣㸧㸪「児❺が㌟に付けやすい」という⫯ᐃⓗなᅇ⟅の割合は 16.8㸣
㸦㌟に付けにくい 71.4㸣㸪その他・↓ᅇ⟅ 11.8㸣㸧である。また㸪事㡯イの「㡢を㡢ᴦにᵓᡂする㐣⛬を኱
切にしながら㸪㡢ᴦの仕⤌みを⏕かし㸪ぢ㏻しをもって㡢ᴦをつくること」について㸪「児❺が⯆࿡・㛵ᚰ

をもちやすい」という⫯ᐃⓗなᅇ⟅の割合は 31.9㸣㸦もちにくい 57.2㸣㸪その他・↓ᅇ⟅ 10.9㸣㸧㸪「児❺が
㌟に付けやすい」という⫯ᐃⓗなᅇ⟅の割合は 15.7㸣㸦㌟に付けにくい 73.2㸣㸪その他・↓ᅇ⟅ 11.2㸣㸧で
ある。ア㸪イのどちらの事㡯にᑐしても㸪「児❺が㌟に付けやすい」という⫯ᐃⓗなᅇ⟅の割合は⣙㸰割で

ある。一᪉㸪児❺㉁ၥ⣬ㄪᰝにおいて㸪「くり㏉し㸪ኚ化などの㡢ᴦの仕⤌みをいかして㸪᪕ᚊやリズムを

つくること」について㸪「できた」㸪「どちらかといえばできた」という⫯ᐃⓗなᅇ⟅の割合は 60.3㸣である。 
żᩍᖌ㉁ၥ⣬ㄪᰝにおいて㸪㚷㈹のᣦᑟ内ᐜである「㡢ᴦをᙧづくっているせ⣲のかかわり合いをឤじ取り㸪
ᴦ᭤のᵓ㐀を⌮ゎして⫈くこと」について㸪「児❺が⯆࿡・㛵ᚰをもちやすい」㸪「児❺が㌟に付けやすい」

という⫯ᐃⓗなᅇ⟅の割合はそれぞれ 42.5㸣㸦もちにくい 51.3㸣㸪その他・↓ᅇ⟅ 6.2㸣㸧㸪35.1㸣㸦㌟に付
けにくい 56.8㸣㸪その他・↓ᅇ⟅ 8.1㸣㸧である。いずれも⫯ᐃⓗなᅇ⟅の割合がྰᐃⓗなᅇ⟅の割合を下
ᅇっている。一᪉㸪児❺㉁ၥ⣬ㄪᰝにおいて㸪㚷㈹のᣦᑟ内ᐜである「リズムや᪕ᚊのくり㏉し㸪ኚ化など

にẼをつけて㡢ᴦをきくこと」について㸪「できた」㸪「どちらかといえばできた」という⫯ᐃⓗなᅇ⟅の割

合は 71.7㸣である。           㸦ᅜ❧ᩍ⫱ᨻ⟇◊✲ᡤᩍ⫱ㄢ⛬◊✲センター 2013㸪SS.ᑠ㡢 10-11㸧 

これらのㄢ㢟をゎỴするために㸪以下のᨵၿⅬが♧された。 

  
 「㡢ᴦづくり」や「㚷㈹」の⌧≧とㄢ㢟が᫂らかになり㸪ᅜ❧ᩍ⫱ᨻ⟇◊✲ᡤでは㸪Ꮫ⩦ᣦᑟせ㡿にᇶづ

いたᩍ⫱ㄢ⛬の円⁥なᐇ᪋のため㸪ᩍ⫱ㄢ⛬◊✲ᣦᐃᰯ事ᴗにおいて㸪「㡢ᴦづくり」と「㚷㈹」との㛵㐃

をᅗった◊✲㛤Ⓨをồめた。ᖹᡂ 25ᖺᗘのᑠᏛᰯ㡢ᴦ⛉では㸪北九ᕞᕷ❧᪥
ひ

᫂
あかり

ᑠᏛᰯ 3と㝃ᒓᑠの 2ᰯが
それぞれ 1ᖺ㛫の◊✲ᣦᐃを受けた。 

 

㡢ᴦづくり・㚷㈹のᣦᑟのᨵ善・充ᐇ 
〇このようなことを㋃まえ㸪㡢ᴦづくりについては㸪児❺がつくる㐣⛬をᴦしみながらᐇ㝿にいろいろな㡢ᴦ

⾲⌧をヨし㸪互いの⾲⌧のよさを交ὶするなどして㸪㡢ᴦをつくる႐びを࿡わうことができるように㸪ᣦᑟ

᪉ἲをᕤኵすることが㔜せである。 
〇㡢ᴦづくりについては㸪ᣦᑟのねらいにᛂじて㸪㡢ᴦを≉ᚩ付けているせ⣲や㡢ᴦの仕⤌みのうち㸪何をព

㆑して㡢ᴦをつくるのかを᫂☜にすること㸪つくる㡢ᴦのᙧや⾲⌧᪉ἲなどについてぢ㏻しをᣢつようにす

ること㸪児❺のつくる㡢ᴦについて㐺ᐅ㸪そのよさをㄆめたりするᣦᑟを充ᐇすることが㔜せである。 
〇㚷㈹については㸪᝿像したことやឤじ取ったことと㡢ᴦⓗな≉ᚩを⤖び付けてゝⴥで㐺切に⾲すᣦᑟを一

ᒙ充ᐇし㸪ᴦ᭤全体を࿡わって⫈くことができるようにすることが㔜せである。 
〇㡢ᴦづくりと㚷㈹のᣦᑟを充ᐇするためには㸪〔共㏻事㡯〕を㡢ᴦづくりと㚷㈹の各ά動の中に位⨨付ける

ことが㔜せである。さらに㸪両⪅の㛵㐃をᅗるなどして㸪ᣦᑟを一ᒙ充ᐇしていくことが㔜せである。 
㸦ᅜ❧ᩍ⫱ᨻ⟇◊✲ᡤᩍ⫱ㄢ⛬◊✲センター 2013㸪SS.ᑠ㡢 13-14㸧 
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㸰㸬㝃ᒓᑠ㡢ᴦ⛉の「㡢ᴦづくりと㚷㈹のカリキュラム」の≉ᚩ 
㝃ᒓᑠでは㸪「『㡢ᴦづくり』と『㚷㈹』の 㑏を㏻した㡢ᴦά動の充ᐇ」というテーマで◊✲に取り⤌

み㸪これまでの先⾜ᐇ㊶を⢭ᰝし㸪「㡢ᴦづくり」にᑐする児❺への㉁ၥ⣬ㄪᰝをもとに㸪Ꮫᖺの⣔⤫ᛶや

㐃⥆ᛶを㋃まえた「㡢ᴦづくり」の㓄列やẁ㝵を᳨ウした。さらに㸪㚷㈹ᩍᮦを〔共㏻事㡯〕のどⅬから分

ᯒすることで㸪そのᴦ᭤のᩍᮦᛶを☜ㄆし㸪「㡢ᴦづくり」のᏛ⩦と効ᯝⓗな㛵㐃をᅗったᤵᴗ及びカリキ

ュラムをᥦ᱌した 4。 

⾲㸯 「㡢ᴦづくりと㚷㈹のカリキュラム」 

 

㸨 㧗▱኱Ꮫᩍ⫱Ꮫ㒊㝃ᒓᑠᏛᰯ㸦2014㸧のጞめの㡫の「㡢ᴦづくりと㚷㈹のカリキュラム」一ぴ⾲と㸪SS.1-2をまとめた。 

Ꮫᖺ 㢟ᮦ名
分㢮㸸㡢ᴦⓗせ⣲

と仕⤌み
使用楽器➼ 㚷㈹ᩍᮦ

㚷㈹ᩍᮦの主せなねら
いや㡢ᴦの仕⤌み

中国の㋀り 問䛔䛸⟅䛘

おどるᏊねこ ABAᙧᘧ㸪ᵝᏊ

㔝⳯のẼᣢち 䝸䝈䝮䠈強弱䠈䝪䜲䝇

䜖䛛䛔䛺時ィ 䝸䝈䝮

日本䛾䛯䛔䛣 㡢Ⰽ䠈䝸䝈䝮

出Ⓨ 様子

まほうのチャチャチャ 㡢Ⰽ䠈䝸䝈䝮

䝴䝰䝺䝇䜽䠈中国䛾太㰘 㡢Ⰽ䠈奏法䠈旋律

アルルのዪからメヌ
エット

㡢型䠈反復䠈変化

動≀のㅰ⫗⚍よりⓑ㫽
他

㡢Ⰽ䠈奏法䠈旋律䠈様子

世⏺地図のフーガ
リズム㸪㡢の㔜なり㸪

ボイス

お⚍りの㡢ᴦ 㡢Ⰽ䠈䝸䝈䝮䠈㡢㝵

セヴィジャーナス 他 㡢Ⰽ䠈䝸䝈䝮䠈㡢䛾㔜䛺䜚

パッフェルベルのカノ
ン

䜹䝜䞁䠈和声䛾㡪䛝䠈㡢䛾㔜
䛺䜚

クラッピング・ミュー
ジック 他

䜲䞁䝍䞊䝻䝑䜻䞁䜾䛾㡢楽

㉥とんぼ変ዌ᭤㸪きら
きらᫍ変ዌ᭤㸪ます

変奏曲䠈旋律䠈䝸䝈䝮䠈拍
子䠈ㄪ

ᮅのẼ分㸪夜᫂け㸪
シェエラザード

様子

䝝䞁䜺䝸䞊⯙曲➨䠑番 ㏿度䠈反復䠈変化

㐠命
指揮⪅䛻䜘䜛演奏䛾㐪䛔䠈
㡢楽䛾⦪䛸横䛾㛵係

アメリカ 変拍子䠈䝸䝈䝮

ラプソディー・イン・
ブルー 他

䝤䝹䞊䝇䛾㡢㝵

䝪䜲䝇

四分㡢➢䠈四分休➢

㡢㝵

䛔䜝䛔䜝䛺㡢

反復䠈強弱

䛚䜒䛱䜓䛾䝅䞁䝣䜷䝙䞊

木琴䞉㘽盤䝝䞊䝰
䝙䜹

䛚䜒䛱䜓䛾兵㝲

䝆䜵䞁䜹

䝗䝺䝭䛾歌

䜹䝇䝍䝛䝑䝖

㘽盤䝝䞊䝰䝙䜹

䝸䝈䝮⣔䠖㏿度䠈強弱䠈
変化䠈㔜䛽方

汽㌴䛾㉮䜛様子䜢
䛒䜙䜟䛭䛖

䠍年

䛣䛸䜀䛷䝸䝈䝮
䝸䝈䝮䞉䛣䛸䜀⣔䠖抑
揚䠈䝸䝈䝮䛾㔜䛽方䠈
強弱

旋律⣔䠈旋法䞉ㄪ⣔䠖䝗
䝺䝭䝣䜯䝋䠈問䛔䛸⟅䛘

䜋䛧䛾䛚䜣䛜䛟䜢䛴
䛟䜝䛖

旋律⣔䠈旋法䞉ㄪ⣔䠖䝗
䝺䝭䝣䜯䝋䝷䠈反復䠈問
䛔䛸⟅䛘

リズムであそぼ
う

リズム⣔㸸ᅄ分㡢

➢㸪ᅄ分休➢㸪八

分㡢➢

䛫䜣䜚䛴䛷䛚䛿䛺
䛧䛧䜘䛖

アラホーンパイプ

和太㰘䞉䝸䝁䞊䝎䞊

䠎年

䝷䝔䞁打楽器
䝸䝈䝮⣔䠖䝸䝈䝮䛾㔜䛽
方䠈㡢Ⰽ

䝸䝈䝮䜰䞁䝃䞁䝤䝹
䜢䛴䛟䜝䛖

アジアのᏊどものḷ

リコーダー
旋律⣔䠖䝋䝷䝅䠈反復䠈
問䛔䛸⟅䛘䠈変化

㸱つの㡢でつく
ろう

䛭䜚䛩䜉䜚

木琴
旋法䞉ㄪ⣔䠖䝭䝋䝷䠈反
復䠈問䛔䛸⟅䛘

䜟䜙䜉䛖䛯䜢䛴䛟䜝䛖

䝬䞁䝪No.5

㘽盤䝝䞊䝰䝙䜹䞉
打楽器

ᮌ⍆
旋律⣔䠈旋法䞉ㄪ⣔䠖
旋律䠈䝸䝈䝮䠈㏿度䠈強
弱䠈㡢䛾㔜䛺䜚

動≀のᵝᏊをあ
らわす㡢ᴦをつ
くろう

䠏年

ボイス
䝸䝈䝮䞉䛣䛸䜀⣔䠖抑
揚䠈䝸䝈䝮䛾㔜䛽方䠈
構成

カレーライスの
㡢ᴦをつくろう

䠐年

䜹䝺䝸䜰

世界䛾㡢楽

和㡢䛷旋律䜢䛴䛟
䜝䛖

旋律⣔䠖㡢㝵䠈和㡢䠈
構成㡢䠈⤒㐣㡢䞉⿵助
㡢䠈䜹䝜䞁

㘽盤䝝䞊䝰䝙䜹䞉䝸
䝁䞊䝎䞊

䝖䜺䝖䞁

䝸䝈䝮⣔䠖䜲䞁䝍䞊䝻䝑
䜻䞁䜾䛾手法䠈㡢Ⰽ䠈䝸
䝈䝮䛾䛛䜏合䜟䛫方䠈
反復䠈変化

䜲䞁䝍䞊䝻䝑䜻䞁䜾
䛾㡢楽䜢䛴䛟䜝䛖

旋律⣔䠖㡢㝵
䝸䝈䝮⣔䠖和太㰘䛾䝸䝈
䝮䠈反復

䛚䛿䜔䛧䛾㡢楽䜢
䛴䛟䜝䛖

䝜䝹䜴䜵䞊⯙曲➨䠎番

手拍子䞉㊊拍子䞉䜹
䝇䝍䝛䝑䝖

䝸䝈䝮⣔䠖䝸䝈䝮䝟䝍䞊
䞁䠈㡢Ⰽ䠈㡢䛾㔜䛺䜚䠈
反復

䝣䝷䝯䞁䝁㢼䛾㡢楽
䜢䛴䛟䜝䛖

ピーターとおおかみ

䛰䛳䛯䜣人䛾㋀䜚

木琴䞉㘽盤䝝䞊䝰
䝙䜹

旋律⣔䠖㡢㝵䠈変奏䛾
手法䠄㡢䠈䝸䝈䝮䠈ㄪ䠈
拍子䛾変化䠅䠈構成

変奏曲䜢䛴䛟䜝䛖

䠑年

木琴䞉㕲琴䞉䝸䝁䞊
䝎䞊㻌他

旋律⣔䠖㡢型䠈䜲䝯䞊
䝆䠈構成

海䛾䜲䝯䞊䝆䛛䜙㡢
楽䜢䛴䛟䜝䛖

䠒年

新世界䜘䜚

木琴
䝸䝈䝮⣔䠖䠎分割䛸䠏分
割䛾䝸䝈䝮䠈㡢䛾㔜䛺
䜚䠈構成

䝫䝸䝸䝈䝮䛾㡢楽䜢
䛴䛟䜝䛖

春䛾海

木琴䞉㕲琴䞉打楽器
旋法䞉ㄪ⣔䠖旋律䠈㡢
㝵䠈䝸䝈䝮䠈問䛔䛸⟅䛘

䝤䝹䞊䝇䛾㡢楽䜢
䛴䛟䜝䛖

ABAᙧᘧ㸪ኚ化

䜸䞊䜿䝇䝖䝷䛾㡢楽䠈反復䠈
変化

㡢Ⰽ䠈旋律䠈㡢㝵

合唱䛸䜸䞊䜿䝇䝖䝷䛾㡢楽

旋律䠈ㄪ

㡢Ⰽ䠈㡢㝵䠈問䛔䛸⟅䛘

様子

䝸䝈䝮

㐟䜃歌䠈䜟䜙䜉歌

㡢Ⰽ䠈様子

㡢Ⰽ䠈問䛔䛸⟅䛘
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「㡢ᴦづくりと㚷㈹のカリキュラム」は㸪「⫈く」⇔「つくる」の 㑏をᅗったカリキュラムである。そ

の᰿ᖿの 1つが㡢ᴦⓗせ⣲と仕⤌みである。「㡢ᴦづくり」と㚷㈹ᩍᮦの㡢ᴦⓗせ⣲と仕⤌みをつなげ㸪ᩘ
ከくタᐃしている。Ꮫ⩦を⧞り㏉すことによって㡢ᴦⓗឤぬや㡢ᴦ⬟力が☜ᐇに⫱ᡂできるだろう。 

㚷㈹ᩍᮦに㛵して㸪各「㡢ᴦづくり」とᐦ᥋にかかわっているものはゴシック体で♧し㸪ỗ⏝ᛶがあり

ᚋの「㡢ᴦづくり」あるいは前の「㡢ᴦづくり」と㐃動して⫈き取ることができるものは㢟ᮦと㢟ᮦの㛫

に入れ㸪ᢿᏊやᙧᘧなど「㡢ᴦづくり」全体においてᇶᮏⓗなせ⣲が入っているものはᩳ体で♧している

㸦㧗▱኱Ꮫᩍ⫱Ꮫ㒊㝃ᒓᑠᏛᰯ 2014㸪「㡢ᴦづくりと㚷㈹のカリキュラム」㸧。すなわち㚷㈹ᩍᮦは㸪各㢟
ᮦを⧅ぐᙺ割をᯝたしており㸪カリキュラムの⣔⤫ᛶをᢸっているといえる。 

㝃ᒓᑠ㡢ᴦ⛉の「㡢ᴦづくり」では㸪まずᏊどもがᏛ⩦ᑐ㇟となる㡢ᴦと出会うことからጞまり㸪その

㡢ᴦに⯆࿡・㛵ᚰをもつ。その㝿㸪ᩍᖌはᏊどもの反ᛂやẼ付きをㄆめながら㸪Ꮚどもが⫈き取ったりឤ

じ取ったりしたことと㸪㡢ᴦのせ⣲や仕⤌みとをつなげて㸪㡢ᴦの≉ᚩをᢕᥱさせていく。そしてᏊども

は㸪即⯆ⓗに⾲⌧するά動を㏻して㡢ᴦづくりのⓎ᝿をᚓたり㸪㡢を㡢ᴦへとᵓᡂしていくά動を㏻して

ヨ⾜㘒ㄗしたり㸪⮬分なりの⾲⌧をᶍ⣴していく。ᣦᑟの≉ᚩは㸪①⫈き合うሙ㠃をタᐃし㸪モニタリン

グさせる㸪②Ꮚどもから出されたẼ付きを⤠り㸪価値付ける㸪③再ᗘ㡢ᴦをつくるሙ㠃をタᐃし㸪᪂たな

アイディアを⮬分たちの㡢ᴦに取り入れられるようにする㸪④⮬分たちのẼ付きやኚᐜについて᣺り㏉ら

せる㸪である。㸦㧗▱኱Ꮫᩍ⫱Ꮫ㒊㝃ᒓᑠᏛᰯ 2020a㸪SS.53-54㸧。このようなᣦᑟἲのᕤኵによって㸪Ꮚど
もの主体ᛶが☜保され㸪Ꮫ⩦ពḧが㧗まり㸪㡢ᴦⓗな価値ほがኚᐜしⓎᒎしていくことが可⬟になるので

ある。 

 

㸱㸬『㡢ᴦづくりᤵᴗ事例㞟』にみる㢟ᮦの内ᐜの≉ᚩと⣔⤫ᛶ 

(㸯) 㢟ᮦᵓᡂと内ᐜ 

 「㡢ᴦづくり」のカリキュラムは㸪1Ꮫᖺごとに 3つの㢟ᮦがタᐃされ㸪それぞれの㢟ᮦに㛵して㸪㢟ᮦ
のねらい㸪ᩍᮦ⩌㸪Ꮫ⩦ᣦᑟせ㡿との㛵㐃㸪ᣦᑟとホ価のᐇ㝿㸦ᣦᑟィ⏬᱌㸧が♧されている㸦㧗▱኱Ꮫᩍ

⫱Ꮫ㒊㝃ᒓᑠᏛᰯ 2014㸪SS.4-55㸧。とりわけ㸪ᩍᮦ⩌ではᮏ㢟ᮦで取り上げる⾲⌧と㚷㈹ᩍᮦを♧し㸪⫈
くこととつくることの 㑏をᅗるカリキュラムᵓᡂを┠ᣦしている。㢟ᮦの主たる内ᐜが⾲ 2である。 
  

⾲㸰 㢟ᮦの主たる内ᐜ 

 㢟ᮦ名 主たる内ᐜ 

➨
㸯
Ꮫ
ᖺ 

ȪǺȠであそぼう 4Ў᪦ᇷᲦ8Ў᪦ᇷ 

せǜりつでおはなししよう ȉȬȟȕǡǽᲦբいᲧሉえᲧբいᲧኳわるሉえᲦዓくज़じとኳわるज़じ 

ほしのおǜがくǛつくろう ȉȬȟȕǡǽȩᲦABAࡸ࢟Ღዓくज़じとኳわるज़じᲦӒࣄᲦբいとሉえ 

➨
㸰
Ꮫ
ᖺ 

ことばでȪǺȠ ȪǺȠの᣻ね૾ᲦࢊࢍᲦ٣ᑥやᚕᓶのᛖज़や৮੬とȪǺȠのӒࣄやࢊࢍなどのかかわりӳいᲦȴǩǤǹǢȳǵ

ȳȖȫ 

わらべうたǛつくろう ȟǽȩᲦӒࣄᲦբいとሉえᲦᚕᓶのȪǺȠのཎࣉǛいかしたわらべうた 

඀៻のឥるಮ܇Ǜ᪦ಏであらわそう ᪦ᑥᲦȪǺȠᲦᡮࡇᲦࢊࢍᲦ᪦の᣻なりᲦӒࣄᲦȡȭȇǣȸとǪǹȆǣȊȸȈとȉȭȸȳのኵみӳわせ 

➨
㸱
Ꮫ
ᖺ 

ȪǺȠǢȳǵȳȖȫǛつくろう ȪǺȠのӒࣄᲦ᣻なりᲦȩȆȳಏ֥のӸᆅやڌඥや᪦ᑥ 

3つの᪦でつくろう ǽȩǷᲦଆࢷのつなぎ૾やኳわり૾ᲢȪȬȸȷまねȷ˟ᛅȷǵȳȉǤȃȁᲣ 

ѣཋのಮ܇Ǜあらわす᪦ಏǛつくろう 《ѣཋのᜓᎹᅛ》の୺ेとその҄٭や᪦ಏǛཎࣉづけているᙲእの᧙わりӳいᲦଆࢷᲦȪǺȠᲦᡮࡇᲦࢊࢍ 

➨
㸲
Ꮫ
ᖺ 

ǫȬȸȩǤǹの᪦ಏǛつくろう ȪǺȠᲦᡮࡇᲦࢊࢍᲦ᪦の᣻なりᲦӒࣄᲦȴǩǤǹǢȳǵȳȖȫ 

おはやしの᪦ಏǛつくろう 「ଐஜのおᅛりの᪦ಏ」のଆࢷやȪǺȠのཎࣉ 

ȕȩȡȳǳ᫘の᪦ಏǛつくろう ȕȩȡȳǳの᪦ಏのಏ֥やእ஬の᪦ᑥᲦ᪦の᣻なりᲦᡮࡇᲦࢊࢍ 

➨
㸳
Ꮫ
ᖺ 

ԧ᪦で᪦ಏǛつくろう ԧ᪦のನ঺᪦やኺᢅ᪦ȷᙀя᪦Ღԧ٣ᡶᘍᲦǫȎȳ 

Ǥȳǿȸȭȃǭȳǰの᪦ಏǛつくろう Ǥȳǿȸȭȃǭȳǰの᪦ಏのˁኵみやಏ୺のನ঺や৖ඥᲦかみӳわさっていくȪǺȠ 

 のನ঺ڌ٭の৖ඥᲦڌ٭ ୺Ǜつくろうڌ٭
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➨
㸴
Ꮫ
ᖺ 

ෙのǤȡȸǸから᪦ಏǛつくろう ऴ୎と᪦ಏǛ࢟づくっているᙲእとの᧙わりᲦ᪦ᑥᲦࢊࢍᲦ᪦の᣻なりᲦӒࣄᲦ҄٭ 

ȝȪȪǺȠの᪦ಏǛつくろう ȝȪȪǺȠのཎࣉやˁኵみᲢ2Ўлと 3ЎлのȪǺȠᲣ 

Ȗȫȸǹの᪦ಏǛつくろう Ȗȫȸǹのࣅ࿢ǳȸȉや᪦᨞Ღ཯ཎのȪǺȠ 

                                                            
すべての㢟ᮦは㸪リズム⣔㸪᪕ᚊ⣔のどちらか㸪もしくはどちらにもᒓしている。それに加えて㸪㢟ᮦ

に㛵㐃した㡢ᴦの仕⤌みにも↔Ⅼがᙜてられている。㡢ᴦづくりと㚷㈹とを㛵㐃させたᤵᴗでは㸪この 3
⪅㸦リズム㸪᪕ᚊ㸪㡢ᴦの仕⤌み㸧がᵝ々なᙧで⤌み合わされている。そのうえで㸪それらのせ⣲をᡭがか

りに㸪㡢ᴦをᵓ㐀ⓗに⫈く㚷㈹ά動と㸪それらのせ⣲を⏝いて⾲⌧する㡢ᴦづくりのά動をᐇ⌧するので

ある。 

⤌み合わせの仕᪉は㸪ᏊどものⓎ㐩ẁ㝵にᛂじてᏛᖺが㐍むにつれ」㞧となっている。また㸪中Ꮫᖺや

㧗Ꮫᖺでは㸪᪥ᮏのおはやし㸪フラメンコ㸪インターロッキング㸪ポリリズム㸪ブルースなど㸪すὒクラシ

ック㡢ᴦとは␗なる≉ᚩのある㡢ᴦに取り⤌む㢟ᮦがቑえている。これらのᵝ々な㡢ᴦにおいては㸪3 ⪅
㸦リズム㸪᪕ᚊ㸪㡢ᴦの仕⤌み㸧のከᵝな㛵わりが⊂⮬の㡢ᴦᵝᘧを⏕み出しており㸪㡢ᴦの仕⤌みにつ

いては㸪そのᇶᗏに共㏻せ⣲として反᚟㸪ၥいと⟅えなどをぢ取ることができる。 

以上のように㸪各㢟ᮦにおけるリズム㸪᪕ᚊ㸪㡢ᴦの仕⤌みがカリキュラムの中᰾を占めており㸪⣔⤫

ᛶや㐃⥆ᛶを㋃まえたᏛ⩦ᣦᑟにつながることができる。ᐇ㝿㸪Ꮚどもが㢟ᮦでᏛんだことは㸪それ以㝆

のᏛ⩦と㛵㐃づけたりẚ㍑したりするなど㸪さらにⓎᒎしていくこともある。こうした⣔⤫ᛶや㐃⥆ᛶは

㝃ᒓᑠが㛤Ⓨした「㡢ᴦづくり」カリキュラムのព⩏の 1つといえるだろう。 

 

(㸰) 「㡢ᴦづくり」における㚷㈹と⾲⌧ά動の㛵㐃 
 カリキュラムに♧された 18㢟ᮦのうち㸪㚷㈹ᩍᮦがᑟ入されていないものは㸪➨ 1Ꮫᖺの「リズムであ
そぼう」と➨ 3Ꮫᖺの「3つの㡢でつくろう」のみである。具体ⓗに㸪「リズムであそぼう」では㸪ḷၐᩍ
ᮦ〈ポンポンポップコーン〉を⫈くことによってリズムの≉ᚩにẼ付かせている。「3 つの㡢でつくろう」
では㸪㚷㈹ά動を取り入れず㸪Ꮚどもたちが㍯になりᢿのὶれにのって即⯆ⓗなリズム㐟びをすることに

よって㸪㡢ᴦをつくるά動に⯆࿡・㛵ᚰをᣢたせている。また㸪他の㢟ᮦ事例でも㸪㡢ᴦづくりのά動の

᭱初に「㡢ᴦづくり」に㛵㐃するḷをḷったり㸪㘽┙ハーモニカや➜などのჾᴦά動をしたりして㸪「㡢ᴦ

づくり」のヒントを与えている㢟ᮦがከい。「㡢ᴦづくり」に㛵㐃した⾲⌧ά動を体㦂することによって㸪

Ꮚどもたちは㢟ᮦの「㡢ᴦづくり」に⯆࿡・㛵ᚰをᢪき㸪㐍んで取り⤌むことができるのであろう。すべ

ての㢟ᮦにおいても㸪㚷㈹あるいは⾲⌧㸦ḷၐ・ჾᴦ・即⯆ⓗなリズム㐟び➼㸧ά動の中でモデルやイメ

ージ➼を♧すことによって㸪「㡢ᴦづくり」のά動がスムーズに㐍んだり㸪充ᐇしたりしているのである。 

 ほとんどの㢟ᮦでは㸪㚷㈹から「㡢ᴦづくり」へとᏛ⩦が㐍み㸪㚷㈹は「㡢ᴦづくり」を᥎㐍するᡭẁと

なっているが㸪18㢟ᮦのうち㸪➨ 3Ꮫᖺの「リズムアンサンブルをつくろう」と「動≀のᵝᏊをあらわす
㡢ᴦをつくろう」㸪➨ 5Ꮫᖺの「ኚዌ᭤をつくろう」は㸪㚷㈹から「㡢ᴦづくり」へ㸪そして㚷㈹へという
ὶれになっており㸪「㡢ᴦづくり」を㏻して㚷㈹ά動の充ᐇをᅗっているといえる。 

また㸪Ⓨ⾲の㝿㸪あるいは作ᡂ㐣⛬でὶれるバックミュージックは㸪即⯆ⓗな「㡢ᴦづくり」にከい。ᖖ

᫬伴ዌをὶし㸪それに合わせてᏊどもたちが「㡢ᴦづくり」のά動に取り⤌む。これによって㸪ᢿにのり

ながら㸪ṇ☜なテンポで「㡢ᴦづくり」ができる。そこで㸪㡢の㔜なりをឤじることができたり㸪㡢ᴦⓗ

ឤぬをとらえたりすることが可⬟となる。以下の㢟ᮦでは㸪具体ⓗなバックミュージックが᭩かれてい

る。これらの㢟ᮦ以እは㸪⮬分たちのみで合ዌして᭤を仕上げていく。 
 
・「リズムであそぼう」㸦➨ 1Ꮫᖺ㸧㸸オルガンのリズムボックス㸦8ビート㸧 
・「せんりつでおはなししよう」㸦➨ 1Ꮫᖺ㸧㸸コード伴ዌ㸦DP7-DP7-CM7-CM7-DP7-DP7-CM7-A7-DP7-DP7-

CM7-C㸧 
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・「3つの㡢でつくろう」㸦➨ 3Ꮫᖺ㸧㸸コード伴ዌ㸦AP7㸦2ᑠ⠇㸧→GM7㸦2ᑠ⠇㸧㸧 
・「フラメンコ㢼の㡢ᴦをつくろう」㸦➨ 4ᖺ㸧㸸「パルマ㸟」の᭤ 
・「ブルースの㡢ᴦをつくろう」㸦➨ 6Ꮫᖺ㸧㸸ブルースのᚠ⎔コード 

  
以上のように㸪㝃ᒓᑠの「㡢ᴦづくりと㚷㈹のカリキュラム」は⣔⤫ᛶがあるだけでなく㸪それを具⌧

化するᤵᴗᐇ㊶においてもᵝ々な≉ᚩがみられ㸪㡢ᴦの▱㆑・ᢏ⬟のみならず㸪ᛮ⪃力・判᩿力・⾲⌧力㸪

創㐀力㸪㡢によるコミュニケーション⬟力や㡢ᴦのὶれにのる力➼を㸪ᴦしみながらも☜ᐇに⫱てるため

にᚲせな᮲件をᥦ♧しているといえるだろう。 

 

(㸱) 「ブルースの㡢ᴦをᴦしもう」の⤒⦋ 

ᤵᴗ⪅であるᇼ内は㸪2015ᖺᗘからẖᖺ➨ 6Ꮫᖺをᑐ㇟とし㸪ブルースの㡢ᴦを⏝いたᤵᴗᐇ㊶を⾜っ
てきた。まず 2015ᖺᗘは㸪ブルースはどういう㡢ᴦなのか㸪どうすればブルースをᩍᮦ化できるのか㸪ブ
ルースのよさやᴦしさをᏊどもたちに࿡わわせるためにはどうすればⰋいのかなど㸪ᵝ々なㄢ㢟をᢪえて

取り⤌んだ。㝃ᒓᑠの㡢ᴦづくりのカリキュラムにあるブルースの㡢ᴦをつくるᏛ⩦は㸪シャッフル

㸦SKXffOe㸧のリズムをもとにしたものだったが㸪ᇼ内はより㯮人㡢ᴦらしさをឤじられるスウィング㸦SZLQJ㸧
のリズムを⏝いたブルースの㡢ᴦをつくることを┠ᣦした。どのような㢟ᮦᵓᡂをすれば㸪Ꮚどもがᴦし

みながらブルースの㡢ᴦをつくれるのか㸪ブルースの㡢ᴦのよさとは何なのかなどを᥈りながら㸪ブルー

スの㡢ᴦのᩍᮦ化に取り⤌んだ。 

2015ᖺᗘの「ブルースの㡢㝵を使ってつくろう」のᤵᴗは㸪グループでつくることをゴールに⾜ったᤵ
ᴗであった。これまでで一␒ᴦしかった㢟ᮦだったとᏊどもたちはゝっていたが㸪ᇼ内がẼになったのは㸪

᪕ᚊをつくることへの᢬ᢠឤであった。ワークシートや⾲のようなものをᡭ᥃かりにしてつくろうとする

Ꮚどもがከくぢられたため㸪即⯆ⓗに⾲⌧する⤒㦂が㊊りていないとឤじたのである。そこで㸪2016ᖺᗘ㸪
2017ᖺᗘのブルースの㡢ᴦのᐇ㊶では㸪グループでパートに分かれるのはやめて㸪᪕ᚊのみをつなげたり
㔜ねたりして㸪よりブルースの㡢ᴦをᴦしむように㓄៖した。2018ᖺᗘのᐇ㊶では㸪㡢ᴦ⛉ᤵᴗに初めて
እ㒊人ᮦをά⏝することをヨみ㸪ゲストティーチャーのジュンス(S)とᤵᴗプランを作ᡂした。⾲ 3は㸪2015
ᖺᗘと 2019ᖺᗘのᤵᴗをẚ㍑したものである。アンダーラインの㒊分は㸪それぞれの≉ᚩⓗな㒊分である。
≉に㸪2019 ᖺᗘでは㸪即⯆ⓗということを㔜どしていることが᫂らかである。ᤵᴗのὶれは以下である。 
 

⾲㸱 2015 ᖺᗘと 2019 ᖺᗘのᤵᴗのẚ㍑ 

 2015 ᖺᗘ 2019 ᖺᗘ 

㢟ᮦ名 ブルースの㡢㝵を使ってつくろう ブルースの㡢ᴦをᴦしもう 

㢟ᮦの

┠ᶆ 

〇 Ȗȫȸǹの᪦᨞Ǜ̅ったଆࢷやȪǺȠなどのཎࣉǛज़じ

ӕりながらᲦ᪦ಏのˁኵみǛဃかしてまとまりのある᪦ಏǛ

つくる。 

〇 Ȗȫȸǹにᙸられる᪦ಏのཎࣉにᐻԛȷ᧙࣎ǛもちᲦそ

れらのよさや᩿ႉさǛज़じӕりながらᲦȖȫȸǹのཎࣉǛྸ

ᚐしてᎮく。 

〇 ᪦の᪪きやȕȬȸǺのつなげ૾や᣻ね૾のཎࣉがဃみЈ

すよさや᩿ႉさについてྸᚐしᲦұᐻႎに᪦Ǜᢠ৸したりኵ

みӳわせたりしてᘙྵする২ᏡǛ៲に˄ける。 

〇 Ȗȫȸǹの᪦ಏにᙸられるȪǺȠᲦଆࢷᲦ᪦の᣻なりᲦ᪦

᨞ᲦӒࣄᲦԠびかけとこたえなどǛᎮきӕりᲦそれらの΁き

がဃみЈすよさや᩿ႉさᲦ፦しさǛज़じӕりながらᲦᎮきӕ

ったこととज़じӕったこととの᧙わりについてᎋえᲦұᐻႎ

にᘙྵすることǛᡫしてᲦ᪦ಏづくりのಮ々なႆेǛࢽる。 

〇 ᪦ಏにᙸられるཎࣉǛဃかした᪦ಏづくりにᐻԛȷ᧙࣎

ǛもちᲦ᪦ಏ෇ѣǛಏしみながらɼ˳ႎȷң΁ႎにܖ፼෇ѣ

にӕりኵみᲦȖȫȸǹの᪦ಏにᚃしむ。 

ᮏ᫬

㸦4/5㸧

のᣦᑟ

ほ 

ஜ଺はɟʴひとりがつくったଆࢷǛもとにしながらᲦ5᳸6ʴ

ǰȫȸȗで᪦ಏǛまとめていく଺᧓である。ИめにᲦこれま

でܖ፼してきたȖȫȸǹのཎࣉについてふりᡉったࢸᲦ᪦ಏ

ǛまとめるためにどǜなȑȸȈがあればよいかᲦどのような

ǛどࢷлǛもたせたらよいのかなどについてᛅしӳいᲦଆࢫ

ஜ଺はᲦɟʴひとりのұᐻႎなᘙྵǛもとにしながらᲦǰȫ

ȸȗで᪦ಏǛまとめていく଺᧓である。はじめにᲦǲǹȈȆ

ǣȸȁȣȸとቇҥな᪦ಏᢂびǛᡫしてᲦଆࢷǛつなげたり᣻

ねたりするᨥにȒȳȈとなるᲦᘙྵのپ߻にൢ˄かせてい

く。そしてᲦǰȫȸȗで᪦ಏǛつくるときもᲦǲǹȈȆǣȸ
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うኵみӳわせていくかᙸᡫしǛもたせることでૢえる。ǰȫ

ȸȗで᪦ಏǛまとめていくᨥにはᲦӲǰȫȸȗのȯȸǯȜȸ

ȉにࢫлЎਃや᣻ね૾のǢǤȇǣǢǛ୿かせるようにしᲦ᪦

ಏのጏと್Ǜॖᜤしながら᪦ಏづくりǛすすめていけるよ

うにૢえる。つくる෇ѣのᡦɶで૙ࠖはᲦӲǰȫȸȗの෇ѣ

のಮ܇やȯȸǯȜȸȉなどからのδᇜの׉っているところ

ǛᙸӕりᲦδᇜがᙸᡫしǛもって᪦ಏǛつくっていけるよう

にǢȉȐǤǹしていく。᪦ಏがまとまってきたらᲦいくつか

のǰȫȸȗǛӕりɥげᲦそれらの᪦ಏǛᎮきӳう଺᧓Ǜᚨܭ

する。そこではᲦそれぞれのǰȫȸȗの๫ڌのپ߻やよさǛ

ᙸ˄けることǛᡫしてᲦȖȫȸǹの᪦ಏのཎࣉやよさについ

てμ˳でσஊできるようにしᲦᛦえる。ここでᲦ˂のǰȫȸ

ȗとᐯЎたちの᪦ಏとǛൔ᠋させることでᲦܲ ᚇႎにᐯЎた

ちの᪦ಏǛᙸႺさせᲦさらにᚾᘍᥴᛚǛしながらᐯЎたちの

᪦ಏǛまとめていけるようにする。இࢸにᲦ෇ѣのふりᡉり

ǛǫȸȉにᚡλさせᲦǰȫȸȗ෇ѣでの̾々の࣬いやॖ׋Ღ

そしてӐだちとのかかわりについてᙸӕるようにしᲦᚸ̖に

ဃかす。 

ȁȣȸにはᲦșȸǹȑȸȈでૅえてもらいながらᲦǰȪȃǵ

ȳȉǛ̅ったӳいの৖などのȒȳȈǛұᐻ๫ڌしていただ

く。ᡦɶでᲦȖȫȸǹらしいᘙྵがみられるǰȫȸȗの๫ڌ

ǛᙸӕりᲦᘙྵのپ߻やよさについてμ˳でᎮきӳうことǛ

ᡫしてᲦȖȫȸǹの᪦ಏのཎࣉやよさについてμ˳でσஊさ

せる。ここでᲦ˂のǰȫȸȗとᐯЎたちの᪦ಏとǛൔ᠋させ

ることでᲦܲᚇႎにᐯЎたちの᪦ಏǛᙸႺさせᲦさらにᚾᘍ

ᥴᛚǛしながらᐯЎたちの᪦ಏǛまとめていけるようにす

る。そしてᲦμてのǰȫȸȗのႆᘙǛψねてᲦǻȃǷȧȳǛ

ᘍう。そのᨥにはᲦǲǹȈȆǣȸȁȣȸにȪȸȉしてもらいᲦ

ȖȬǤǯやǨȳȇǣȳǰについてもᄩᛐしᲦμՃでұᐻ๫ڌ

Ǜಏしめるようにする。இࢸにᲦஜ଺のܖ፼Ǜふりᡉる଺᧓

Ǜᚨܭする。そこではᲦஜ଺においてᲦ̾々がૼたにܖǜだ

ことᲦᐯЎたちの᪦ಏづくりにဃかせたことなどについてふ

りᡉらせᲦᐯЎたちのܖびや᪦ಏのܾ٭Ǜᐯᙾできるように

する。 

 2016ᖺ 2᭶のᏛ⩦ᣦᑟ᱌と㸪2020ᖺ 2᭶のᏛ⩦ᣦᑟ᱌からᢤ⢋ 

 

Ⅲ ブルースの㡢ᴦのᤵᴗᐇ㊶事例にみるᏊどもの㡢ᴦⓗᡂ㛗 
㝃ᒓᑠ㡢ᴦ⛉では㸪᭱㏆㸪ᩍᖌを中ᚰとして㸪Teacher㸪Adviser㸪Supporter㸦以下㸪TAS㸧でᤵᴗプラ
ンをィ⏬し㸪ᐇ㊶している事例がある。そこで㸪➨ 6Ꮫᖺの「㡢ᴦづくり」の᭱ᚋの㢟ᮦであるブルース
の㡢ᴦに╔┠し㸪同じᩍᖌが⾜った 2015ᖺᗘ㸦2016ᖺ 2᭶㸧のᐇ㊶㸦ᩍᖌのみのᤵᴗ㸧と 2019ᖺᗘ㸦2020
ᖺ 2᭶㸧のᐇ㊶㸦TASのᤵᴗプラン㸧をẚ㍑することによって㸪「㡢ᴦづくり」におけるᏊどもの㡢ᴦⓗᡂ
㛗を᫂らかにする。2 つのᐇ㊶ともᤵᴗ⪅はᇼ内▱佐乃であり㸪2019 ᖺᗘのᤵᴗᐇ㊶にᑐして TAS のᤵ
ᴗプランをᥦၐしたのはᆤ⬟⏤⣖Ꮚであり㸪Adviser㸪Supporterとしてᤵᴗプラン作ᡂ及びᤵᴗᐇ᪋に参
加しているのが前⏣克἞と㔠ዋ㐨とジュンス(p)㸦ᙜ᫬は㧗ᰯ㠀ᖖ勤ㅮᖌ㸧である。ここからは㸪ジュンス
(p)のことをゲストティーチャーと⛠する。 
  

㸯㸬「ブルースの㡢㝵を使ってつくろう」の➨ 4᫬㸦全 5᫬㸧 

◊✲ᤵᴗの内ᐜは㸪2016ᖺ 2᭶に㝃ᒓᑠᏛᰯ➨ 6Ꮫᖺをᑐ㇟に⾜った「ブルースの㡢㝵を使ってつくろ
う」である。ここでは㸪全 5᫬㛫のうち➨ 4᫬をᐇ㊶分ᯒのᑐ㇟とし㸪ᫎ像グ㘓から各ᤵᴗሙ㠃における
≧ἣとほᐹグ㘓を作ᡂした。なお㸪ᮏᐇ㊶において児❺名はすべて仮名であり㸪㏲ㄒグ㘓➼のデータ使⏝

は㛵係⪅のᢎㅙをᚓている。 
分ᯒの㝿は㸪㡢ᴦ⛉のᮏ㉁が☜ㄆできるᤵᴗሙ㠃をタᐃし㸪Ꮚどもにどのような▱㆑・ᢏ⬟が⫱ᡂされ

るのか㸪いわば⾲⌧ά動にみられる㡢ᴦⓗឤぬと㡢ᴦによるコミュニケーションのほⅬから分ᯒを㐍める。 
 

【ሙ㠃 1㸫1】これまでのᏛ⩦㸦ブルースの㡢ᴦ㸧を᣺り㏉る 

੉ಅのϔ᪽でᲦ૙ࠖは܇どもたちとこれまでのܖ፼Ǜਰりᡉっている。̊ えばᲦ૙ࠖが「Ȗȫȸǹってどǜな

᪦ಏですかᲹ」とբいかけるとᲦ܇どもから「ጮりᡉし」というׅሉがあった。૙ࠖはそれǛᲦ「ࣅ࿢ǳȸȉ

ですね」とᚕい੭えᲦȖȫȸǹのࣅ࿢ǳȸȉǛॖᜤさせている。つぎに「ଆࢷǛつくるときᲦどǜなことがٻ

ʙですかᲹ どǜなことにൢǛ˄けてやりましたかᲹ」にݣしては「Ȇǯȋȃǯ」というႆᚕがあった。ほか

の܇どもから「᧓Ǜᆰけるǜです」というᙀឱᛟଢがありᲦ૙ࠖは「ǿȳȷǿȳȷǿȳではなくてᲦちょっと

᧓Ǜᆰけるǜですね」と˄けឱしている。૙ࠖはϐび「それからᲹ」とほかのॖᙸǛ൭めᲦ܇どもから「ǿǤ

ȟȳǰǛᡮくしたり᡿くしたりします」というॖᙸがあった。૙ࠖが̊Ǜਫげるよう̟すと܇どもは《きらき

ら଩》ǛᐯဌなȪǺȠでജってᙸせた。またᲦ「᪦Ǜفやしたりถらしたり…」「᪦に᫭りᲢᘺ᫭᪦ᲣǛ˄ける」
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ሁのႆᚕもあった。もう一度ᲦᦆႴハーモニカでブルースの᪦᨞をᄩかめてつぎの෇動にᆆった。 

TᲴ᪦はᐯ分でᎋえる。今までやった᪦ಏづくりとはちょっとᢌうかもしれないけどᲦみんなにやってもらい

たいのは「即ᐻ」ね。友ᢋに「こんなふうにしいや」じゃなくてᲦまずはᐯ分が「こうしたいᲛ」をൿめてね。 

  

このように㸪ᩍᖌは᚟⩦を㏻してブルースの㡢ᴦのリズムや和㡢のᙎき᪉㸪ブレイクと⤊わり᪉に㛵す

る▱㆑やᢏ⬟を☜ㄆしている。またᚠ⎔コード伴奏をὶしながら㸪ベースや和㡢➼の⦎⩦を助けたり㸪グ

ループでᢸᙜするパートについて分かりやすくㄝ᫂したりする。5㹼6人のグループά動では㸪᭱初は₇奏
せずに㸪どのような⤌み合わせにするかをグループでヰし合いながら⪃え㸪ワークシートに᭩き入れてい

る。また㸪ᩍᖌは㡢で☜ㄆしてもᙎき᪉をỴ定しないようにと助ゝする。それは㸪子どもが即⯆をᴦしむ

ことを優先するためのᡭ❧てであり㸪⮬⏤なⓎ᝿を㡢ᴦづくりに⤖び付けるព図があると᥎察される。 
前㏙のとおり㸪「㡢ᴦに対するឤᛶを⫱てる」ことは㡢ᴦ⛉のᮏ㉁の 1つであり㸪㡢ᴦⓗឤぬと⫈ぬ力の
⫱ᡂに㉳因する。この場㠃において㸪ᩍᖌは「即⯆」というゝⴥをᗄᗘも取り上げ㸪ᚑ᮶の㡢ᴦづくりの

ように⣽かくỴめるのではなく㸪㡢ᴦのὶれに乗りながら⮬分たちがឤじたまま⾲⌧するように促してい

る。いわば㸪子どものឤぬを優先した㡢ᴦづくりのά動を┠ᣦしていることがぢて取れる。 
 
【場㠃 1㸫2】᪕ᚊを⤌み合わせてグループの㡢ᴦをつくる 

グループ BはᲦဏ 3人と女 3人でನ঺されている。1人一台ᲦᦆႴハーモニカをதの上にፗき向かい合って座

っているがᲦなかなかᛅがᡶまない。そこでᲦ千ᘽがᐯ分のಏ器をဇいていろいろとᚾしている。千ᘽのメロ

ディーに健太がᐻ味にᅆすとᲦ千ᘽはゆっくりᲢጮりᡉしてᲣ弾いてᙸせる。千ᘽはどんどんૼしいメロディ

ーをᎋえᲦ友ᢋに伝੉している。みんなᲦႺぐにはまねできないようだが千ᘽのメロディーをಏしく学ぼうと

している。千ᘽもブルースの᪦ಏをཎ徴づける「ミ᳜Ღソ᳜Ღシ᳜」を上৖くᬝ使しながらメロディーを創り

出している。こうやってᲦ全員おൢに入りのメロディーが出ஹ上がるとᲦ千ᘽはᢘദなᧈさをਦᅆしつつ๫奏

の᪯ဪをൿめている。千ᘽはこのグループのリーダーႎな存在のようである。その᧓Ღ૙師はグループを回っ

て助ᚕする。੉ಅのஇ後にはᲦදႸしてほしい 1 つのグループႆᘙをᎮかせज़想を൭めている。子どもから

はᲦ๖らせるようなグリッサンド奏ඥやᲦ2人が同଺にီなるメロディーやリズムを奏でるが弾き૾に᧙して

のൢ付きがあった。૙師は子どもからのႆᚕに基づきᲦいわば「かけ合い」や「᣻なり合い」をॖᜤするよう

にアドバイスする。 

 

これまでの学⩦を᣺り㏉り㸪ᩍᖌからの助ゝを受けた子どもたちはどのような㡰␒で₇奏するかをワー

クシートにグしながら⦎⩦を㔜ねている。このᚋ㸪5㹼6人のグループに分かれて㸪それぞれの᪕ᚊをどの
ように⤌み合わせるかについてヰし合っている。しかしながら㸪上グのグループではάⓎなពぢ交᥮が⾜

われず㸪しばらくỿ㯲が⥆いた。その㛫ᚠ⎔コード伴奏はずっとὶれていたため㸪千⿱が何となく㡢ᴦに

合わせて㘽┙ハーモニカを吹き始め㸪いくつかのメロディーを創り出した。それがきっかけとなり㸪それ

ぞれのメロディーの㔜なりや⤌み合わせまでⓎᒎしていくᵝ子がぢ受けられた。 
 このように㸪ᚠ⎔コード伴奏により㸦≀㊊りなさはあるにせよ㸧㸪子どもがブルースの㡢ᴦの⊂≉な㞺囲

Ẽに乗ってメロディーを創り出すことができる。どのグループもブルースの㡢ᴦに㢖出する「トレシヨ

㸦tresillo㸧」のリズムを᥇⏝していることは㸦ᩍᖌはᣦᑟしていないが㸧㸪この⫼ᬒ㡢ᴦのᙳ㡪であると᥎
察される。㡢ᴦ⛉のᮏ㉁の 1つである「㡢ᴦによるコミュニケーションを㏻した他⪅⌮ゎ」は㸪とりわけ
⮬分たちのブルースの㡢ᴦをつくるグループά動において☜ㄆすることができる。つまり㸪⮬らのㄢ㢟ゎ

Ỵが㞴しいとき㸪他⪅との㛵わりによって≧ἣがᢕᥱでき㸪協働による㡢ᴦ⾲⌧を体㦂することによって

ḟなる⾜動に⛣すことができるのである。 
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㸰㸬「ブルースの㡢ᴦをᴦしもう」の➨ 4 ᫬㸦全 5 ᫬㸧 
◊✲ᤵᴗの内ᐜは㸪2020ᖺ 2᭶に㝃ᒓᑠᏛᰯ➨ 6Ꮫᖺをᑐ㇟にした「ブルースの㡢ᴦをᴦしもう」であ
る。ここでは㸪全 5᫬㛫のうち➨ 4᫬をᐇ㊶分ᯒのᑐ㇟とし㸪ᫎ像グ㘓から各ᤵᴗሙ㠃における≧ἣとほ
ᐹグ㘓を作ᡂした。ただ㸪2016ᖺの「ブルースの㡢㝵を使ってつくろう」とはᤵᴗをᵓᡂするせ⣲が኱き
く␗なるため㸪ゲストティーチャーとᏊどもとの㡢ᴦⓗ⾜Ⅽに↔Ⅼをあてて㡢ᴦ⛉のᮏ㉁を㏣ồする。 
このᤵᴗは㸪ゲストティーチャーのピアニストであるジュンス(p)が㸪よりブルースらしくするための⾲
⌧᪉ἲについて₇ዌを交えて⤂介したり㸪グループの㡢ᴦづくりにᑐしてアドバイスしたりした。ゲスト

ティーチャーはブギウギピアニストであるため㸪㡢ᴦをᨭえる低㡢㒊はブギウギのリズムを使⏝しつつᏊ

どもたちの㡢ᴦに合わせてᚤጁに伴ዌᆺをኚ᭦させていた㸦㆕例 1㸧。 
 
 

 

㆕例㸯 伴ዌ型の低㡢㒊㸦一㒊㸧 

 

【ሙ㠃 2㸫1】リズムを即⯆ⓗにつくって⾲⌧する 
はじめに㸪Ꮚどもはゲストティーチャーと㘽┙ハーモニカを⏝いた⡆単な㡢ᴦあそびを⾜った。㘽┙ハ

ーモニカをもってピアノの࿘りに全ဨ㞟まると㸪ゲストティーチャーがピアノで《ᖾせならᡭをたたこう》

をᙎき㸪Ꮚどもはᢿにのって㌟体を動かしたりᡭを叩いたりした。ゲストティーチャーがᕥᡭでᚠ⎔コー

ドをᙎきながら右ᡭで㘽┙ハーモニカを即⯆₇ዌすると㸪Ꮚどもがそのリズムをまねて同じくケンハモで

₇ዌする㸦㆕例 2㸧。今ᗘは㸪ゲストティーチャーの伴ዌに合わせてᏊどもが 2 ᑠ⠇の即⯆₇ዌをすると㸪
ゲストティーチャーがそれをᶍ倣しながらᑡしアレンジする㸦㆕例 3㸧。 

 

Ꮚども 

ゲストティーチャー 
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     ㆕例㸰 リズムᶍ倣㸦ゲストティーチャーからᏊどもへ㸧 

 

 

    ㆕例㸱 リズムᶍ倣㸦Ꮚどもからゲストティーチャーへ㸧 

 

 ゲストティーチャーによるピアノのバスパートは㸪Ꮚどもの即⯆ⓗな⾲⌧をᨭえるᶵ⬟があり㸪Ꮚども

がᏳᚰして即⯆で㡢ᴦをつくって⾲⌧する体㦂をᴦしむᵝᏊがぢ受けられた。㆕例 2と㆕例 3からもわか
るように㸪Ꮚどもは㸪ピアノによるၥいかけのみならず㸪前のᏊどもがᙎいたリズムパターンや᪕ᚊから

もᙳ㡪を受け㸪⮬分なりにアレンジしてつなげていき㸪まとまりのある㡢ᴦをつくることができた。ゲス

トティーチャーもᏊどもがᙎいた㡢をブルーノートに⿵ṇしたり㸦シ→シ b㸧リズムにᡭを入れたり㸪ある
いは࿴㡢を加えたりしてᰂ㌾に㏉している。こうした⤒㦂すべてはこのᚋのグループά動にもそのまま⏕

かされ㸪Ꮚどもの㡢ᴦⓗᡂ㛗にᐤ与している。 

Ꮚども 

ゲストティーチャー 
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【ሙ㠃 2㸫2】即⯆₇ዌをつなげてグループの㡢ᴦをつくろう 
グループで㡢ᴦをつくる᫬は㸪ᏊどもたちのᏛびをᨭ᥼するためにᩍᖌとゲストティーチャーがᮘ㛫ᣦ

ᑟをし㸪Ꮚどもたちのつくる㡢ᴦにヒントを与えたり㸪㡢のつなげ᪉や㔜ね᪉について助ゝしたりする。

中㛫Ⓨ⾲では㸪ブルースらしい⾲⌧がみられるグループの₇ዌにὀ┠させ⾲⌧のᕤኵについて交ὶし合い㸪

⮬分たちとの㐪いやグループの₇ዌのよさについてヰし合うሙ㠃があった。たとえば㸪「⚾たちのグループ

ははっきりと分かれているけれど㸪〇〇ྩたちのグループははっきり分かれずに㸪みんながまとまってい

るឤじ」とあり㸪他のグループの㡢ᴦとをẚ㍑することで㸪ᐈほⓗに⮬分たちの㡢ᴦをぢ┤すことができ㸪

さらにヨ⾜㘒ㄗをしながら⮬分たちの㡢ᴦをまとめていくᵝᏊがぢ受けられた。 
㘽┙ハーモニカのほかにマリンバやアコーディオン➼を⏝いて⾜ったグループの᭱⤊Ⓨ⾲では㸪全グル

ープの₇ዌをつなげて 2ᕠのセッションが⾜われた㸦㆕例 4㸧。その㝿には㸪ゲストティーチャーにリード
してもらい㸪ブレイクやエンディングについても☜ㄆをし㸪ㄡもが即⯆₇ዌをᴦしみながら参加できるよ

うに㓄៖していた。 
ᩍᖌは㸪「2ᅇ┠のⓎ⾲から何かを取り入れて。あるいは㸪取り入れなくてもいいから㸪⮬分たちの㸦㡢
ᴦ㸧をもう 1ᅇ⪃えて。さらにⰋくなるように。」と助ゝし㸪Ꮚどもの即⯆ⓗな⮬ᕫ⾲⌧を促していた。Ꮚ
どものワークシートをみると「…㡢ᴦをつくるのには㸪ノリなどがいることをᏛびました。ブルースの㡢⛬は

⊂≉で㸪不ᛮ㆟な㡢ᴦができたり㸪᫂るい㡢ᴦができたりで㸪ᴦしかったです。ノリなどが᜝ずかしくてできな

かったりしたので…」とあり㸪㡢ᴦによるコミュニケーションを㏻して㡢ᴦのᏛ⩦がᒎ㛤されていくことが

☜ㄆできた。これが㡢ᴦ⛉のᮏ㉁の 1つである他⪅⌮ゎであり㸪Ꮚどもたちは協働による㡢ᴦ⾲⌧の体㦂
を㏻してឤ動と㐩ᡂឤを࿡わっていることがぢて取れた。 
 

 
 



84 
 

 

㆕例㸲 グループ㸯㸦4人㸧のⓎ⾲㸸ピアノはゲストティーチャー 

 

㸱㸬分ᯒ⤖ᯝと⪃ᐹ 

 ᮏ◊✲では㸪㡢ᴦⓗឤぬと⫈ぬ力をᇶ┙とした㡢ᴦ⾲⌧ά動によって㸪㡢ᴦにᑐするឤᛶを⫱てること

を㡢ᴦ⛉のᮏ㉁の 1つとᤊえている。ブルースの㡢ᴦを㢟ᮦとした 2つのᐇ㊶事例では㸪即⯆₇ዌをព㆑
した「㡢ᴦづくり」において㸪Ꮚどもにどのような▱㆑・ᢏ⬟及び㈨㉁・⬟力が⫱ᡂされるのかを事例分

ᯒを㏻して᫂らかにした。以下に㸪㝃ᒓᑠの『㡢ᴦづくりᤵᴗ事例㞟』᭱ ᚋの㢟ᮦ㸦ブルースの㡢ᴦ㸧にみ

られる▱㆑・ᢏ⬟及び㈨㉁・⬟力についてまとめる。 
 

⾲㸲 ⫱ᡂがᮇᚅされる▱㆑・ᢏ⬟及び㈨㉁・⬟力 

 දႸするܖ፼᩿ئ Ꮛ঺が஖ࢳされるჷᜤȷ২Ꮱӏび᝻ឋȷᏡщ 

᩿ئ 1Ყ1 これまでのܖ፼Ტࣅ࿢ǳȸȉᲦ᪦᨞ᲦȪǺȠ

などᲣのਰりᡉる 

᪦や᪦ಏにかかわるᐯဌなᲢұᐻᘙྵのため

のᲣႆे 

᩿ئ 1Ყ2 ଆࢷǛつなぎӳわせてᲦң΁による᪦ಏᘙྵ

Ǜኵみᇌてる 

᪦ಏによるǳȟȥȋǱȸǷȧȳǛᡫした˂ᎍ

ྸᚐ 

᩿ئ 2Ყ1 Ტ̾ʴでᲣ᪦ಏǛұᐻႎにつくってᘙྵする Ტ᪦ಏの්れにʈりながらᲣұᐻႎに᪦ಏǛ

ᘙྵするщ 

᩿ئ 2Ყ2 ᲢǰȫȸȗでᲣұᐻ๫ڌǛつなげて᪦ಏǛつ

くる 

ʝいの᪦ǛᎮきӳいながら᪦ಏǛನ঺したり

 Ꮱщڌさせたりするұᐻ๫ޒႆ

 
2015ᖺᗘのᤵᴗにおいては㸦ሙ㠃 1‐1と 1‐2㸧は㸪ブルースの㡢ᴦをたびたび⫈かせ㸪その≉ᚩにẼ
付かせていた。ᩍᖌも「㛫をあける㸪㡢をቑやす㸪㣭りの㡢を⪃える」ことを伝えつつ㸪丁ᑀにやり᪉をㄝ

᫂していたので㸪ブルースの「㡢ᴦづくり」にάかされてはいた。しかしながら㸪Ꮚどもたちの㡢ᴦは即

⯆ᛶがⷧく㸪⊂⮬ᛶも低く㸪Ⓨ⾲の㝿は⥭ᙇして㸪とても┿㠃┠に₇ዌしていた。これまでの㡢ᴦά動と

はᡴってኚわって即⯆ᛶが㔜どされていたため㸪さぞかしグループά動においても⮬分たちの₇ዌに⮬信

をᣢてずᡞᝨっただろう。ᩍᖌが「今までやった㡢ᴦづくりとはちょっと㐪うかもしれないけど㸪みんな

にやってもらいたいのは即⯆っていうね…」と「即⯆⾲⌧」であることを何ᗘもᙉㄪしていたことはそれ

を⿬付ける。∦やブルースの㡢ᴦをつくるά動において㸪ጞ⤊ᵝ々なᏛ⩦ሙ㠃にて使われたᚠ⎔コード伴

ዌによって㸪Ꮚどもの主体ⓗなά動を促し㸪⮬⏤なⓎ᝿が⏕まれたことは≉グすべきことである。 
2019ᖺᗘのᤵᴗにおいては㸦ሙ㠃 2‐1と 2‐2㸧は㸪㢟ᮦの 3᫬㛫┠のᤵᴗのᚋ半に初めてゲストティ
ーチャーが加わり㸪そこでゲストティーチャーの₇ዌからブルースの≉ᚩをឤᚓし㸪個人による 1ᑠ⠇の
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即⯆ⓗな₇ዌを体㦂したことで㸪Ꮚどもたちは⌮ㄽに⦡られない⮬⏤な⾲⌧をするようになった。このこ

とが㸪ᮏ᫬のᤵᴗにもᙳ㡪している。ᮏ᫬のᑟ入㒊分のゲストティーチャーとのコラボレーションによる

即⯆₇ዌでも㸪「こうして」などのᣦ♧は一切なく㸪Ꮚどもたちは㡢ᴦを⫈いてまねをしጞめた。ゲストテ

ィーチャーの右ᡭによる㘽┙ハーモニカの即⯆₇ዌが㸪ᙼらの㡢ᴦにヒントを与えたと⪃えられる。そし

て、こうした体㦂はグループά動においてもάかされていた。グループⓎ⾲の㝿に「ゝⴥで⾲⌧できない」

というⓎゝがあったが㸪ᩍᖌ・ゲストティーチャー・ᤵᴗほᐹ⪅のㄡもが㸪Ꮚどもはឤぬとしてブルース

をとらえているが㸪ゝⴥで⾲せないだけだということにẼ付いた。᭱ᚋのⓎ⾲では㸪Ꮚどもたちはとても

ᴦしそうに㌟体を動かしながら₇ዌしており㸪2ᕠ┠の㝿には㸪1ᕠ┠と㐪う即⯆₇ዌをしているᏊどもも
いた。᣺り㏉りのឤ᝿でも㸪ブルースのおもしろさ㸪「㡢ᴦづくり」のᴦしさ㸪㡢ᴦにのって₇ዌすること

のᚲせᛶなどをⓎゝし㸪᣺り㏉りシートの中にもほとんどのᏊどもたちが「ᴦしい」ということばを」ᩘ

᭩いていた。ゲストティーチャーとのコラボレーションによって㸪Ꮚどもたちは「㡢ᴦづくり」のᴦしさ㸪

即⯆の㔜せさにẼ付いたのであろう。⤖ᯝⓗに㸪ゲストティーチャーが加わった「㡢ᴦづくり」では㸪Ꮚ

どもたちのᏛ⩦ពḧがྥ上し㸪またᩍᖌの予 もつかないᏊどもたちのẼ付きや㸪価値ほのኚᐜがぢられ

たことはὀ┠に値する。 

                                        㸦㔠 ዋ㐨㸧 

Ⅳ おわりに 
 㝃ᒓᑠの㡢ᴦ⛉ᤵᴗでは㸪どのᤵᴗでも᭱初に「はーじーめーまーしょうー」㸪ᤵᴗの᭱ᚋに「おーわー

りーまーしょー」という㧗い単㡢㸦E♭2㹼F2㸧による 2ᑠ⠇のḷがḷわれる。1 ᖺ⏕の᫬からᏊどもたちは㸪
㧗い㡢㧗で㸪きれいなḷኌでḷっている。そして㸪ᤵᴗの中では㸪㢟ᮦに合わせたリズム㐟びや㸪まねっ

こ㐟び㸪ၥいと⟅えのような即⯆ⓗなά動が取り入れられている。そうした㡢ᴦ⛉ᤵᴗの中で㸪Ꮚどもた

ちに㡢ᴦⓗឤぬや㡢ᴦ⬟力のᇶ♏がᇵわれ㸪「㡢ᴦづくり」にもά⏝されていると⪃える。 

㝃ᒓᑠの「㡢ᴦづくり」の➨ 1の≉ᚩは㸪カリキュラムに⣔⤫ᛶがあり㸪「㡢ᴦづくり」のそれぞれの㢟
ᮦでᏛんだことが㸪それ以㝆の㢟ᮦでά⏝されることである。カリキュラム作ᡂによって㸪リズムや᪕ᚊ

づくりの⣔⤫ᛶなどについてᩍᖌはẼ付くことができ㸪それ以ᚋのᤵᴗづくり㸪ᩍᮦ㛤Ⓨなどにά⏝して

きた。➨ 2 の≉ᚩは㸪㚷㈹や⾲⌧㸦ḷၐ・ჾᴦ㸧と「㡢ᴦづくり」をつなげることによって㸪⌮ㄽやつく
り᪉をᩍᖌが一᪉ⓗにᩍえるのではなく㸪㚷㈹ᩍᮦからẼ付かせたり㸪⾲⌧ά動から体㦂させたりして㸪

児❺が主体ⓗに「㡢ᴦづくり」に取り⤌めることである。「㡢ᴦづくり」のヒントとなるものは㸪㚷㈹ᩍᮦ

だけでなく㸪ᩍᖌが♧すモデルであったり㸪㡢ᴦᐙの₇ዌであったり㸪㡢ᴦᐙとのコラボレーションであ

ったり㸪他のᏊどもや他のグループの作ရであったりと㸪ᵝ々なものがタᐃされている。➨ 3 の≉ᚩは㸪
「㡢ᴦづくり」でᏛんだことが㸪㚷㈹やḷၐ・ჾᴦにもάかされていることである。すなわち㸪「㡢ᴦづく

り」とḷၐ・ჾᴦ・㚷㈹は┦乗効ᯝがあるといえる。➨ 4の≉ᚩは㸪「㡢ᴦづくり」の作ᡂ㐣⛬で㡢ᴦが⫼
ᬒにὶれていることによって㸪Ꮚどもたちが㡢ᴦにのりながら「㡢ᴦづくり」をすることが可⬟となるこ

とである。つまり㸪ᖖに㡢ᴦに᥋することによって㸪Ꮚどもたちの㢌の中にはከくの㡢ᴦ᝟ሗが⵳✚され

るといえるだろう。➨ 5 の≉ᚩは㸪Ꮚどもが⮬らẼ付いたり㸪主体ⓗにά動できるようなᣦᑟἲのᕤኵで
ある。このようなᣦᑟἲが㸪Ꮚどもの個ᛶをᑛ㔜して主体ᛶを保ちながら▱㆑・ᢏ⬟を㌟に付けさせ㸪ᛮ

⪃・判᩿・⾲⌧することによって創㐀ᛶを⫱て㸪それぞれの㡢ᴦⓗ価値ほをᡂ㛗させることを可⬟にする

のである。 

「ᖹᡂ 24ᖺᗘᏛ⩦ᣦᑟせ㡿ᐇ᪋≧ἣㄪᰝ ᩍ⛉➼別分ᯒとᨵၿⅬ㸦ᑠᏛᰯ 㡢ᴦ㸧」で᫂らかとなった㸪

「㡢ᴦづくり」の「いろいろな㡢ᴦ⾲⌧を⏕かし㸪β 々なⓎ᝿をもって即⯆ⓗに⾲⌧すること」について㸪

⫯ᐃⓗᅇ⟅⋡がやや低かった「児❺が⯆࿡・㛵ᚰをᣢちやすい」や㸪ྰᐃⓗᅇ⟅⋡が㧗かった「児❺が㌟

に付けやすい」㸪及び「㡢を㡢ᴦにᵓᡂする㐣⛬を኱切にしながら㸪㡢ᴦの仕⤌みを⏕かし㸪ぢ㏻しをもっ

て㡢ᴦをつくること」について㸪ྰ ᐃⓗなᅇ⟅⋡が㧗かった「児❺が⯆࿡・㛵ᚰをᣢちやすい」や「児❺が
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㌟に付けやすい」というㄢ㢟は㸪㝃ᒓᑠではᏑᅾしていない。㚷㈹㡿ᇦの「㡢ᴦをᙧづくっているせ⣲の

かかわり合いをឤじ取り㸪ᴦ᭤のᵓ㐀を⌮ゎして⫈くこと」について㸪ྰᐃⓗなᅇ⟅⋡が㧗かった「児❺

が⯆࿡・㛵ᚰをもちやすい」「児❺が㌟に付けやすい」というㄢ㢟についても㸪㝃ᒓᑠでは「㡢ᴦづくり」

によってゎỴしているだろう。 

᫛࿴ 40ᖺ代に全ᅜからὀ┠されていた㸪ᒱ㜧┴古ᕝᑠᏛᰯの「ふしづくりのᩍ⫱」は㸪㡢ᴦⓗឤぬ㸪㡢
ᴦのᇶ♏⬟力㸪▱㆑・ᢏ⬟を☜ᐇに⫱てるための「ふしづくり一ᮏ㐨」というカリキュラムを作ᡂ・ᐇ⾜

し㸪ᇶ♏・ᇶᮏをまず㔜どしつつ㸪ふしづくりのά動をさせていたが㸪㝃ᒓᑠの取り⤌みはそれとは㏫の

ᡭ㡰である。㝃ᒓᑠはカリキュラムにᇶづいた「㡢ᴦづくり」を⣔⤫ⓗに⾜うことによって㸪創作ĺ▱㆑・
ᢏ⬟ĺឤᛶ・⨾ⓗ価値ほを⫱んでいるといえる。しかし㸪それをᨭえているのは㸪㏻ᖖの㡢ᴦ⛉ᤵᴗで⾜
われている㡢ᴦ㐟びや即⯆ⓗなά動で⫱まれた㡢ᴦⓗឤぬや⫈ぬ力➼のᇶ♏ⓗな㡢ᴦ⬟力であるだろう。 

「㡢ᴦづくり」は㸪ᮏ᮶作ရをつくることを┠ⓗとしているが㸪㝃ᒓᑠの「㡢ᴦづくり」はそれだけで

なく㸪ከᵝな┠ⓗをもっている。「㡢ᴦづくり」によってᡂ㛗したᏊどものጼからは㸪即⯆ᛶ㸪創作力㸪㡢

ᴦとの῝いつながりだけでなく㸪⮬ᕫᏑᅾឤ・⫯ᐃឤ㸪他⪅受ᐜឤ㸪⮬ᕫỴᐃឤがឤじられる。すなわち㸪

㡢ᴦ⛉のᮏ㉁を㏣✲しているのである。ここに㸪㝃ᒓᑠの「㡢ᴦづくり」のព⩏があるといえる。 
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●  あとがき ● 

 

 コロナウィルスの猛威に心が折れそうになる昨今，「音楽の授業づくりジ

ャーナル」第 5 号が完成した。これは，偏に，坪能由紀子先生のたゆみな

い音楽科教育への情熱と各々の事例に関わってくださった授業者，演奏家，

記録者，研究者の音楽科授業の向上に向けての惜しみない努力と実践力が

重なった所以である。  
 本号は，「TAS モデルの広がり」を特集としているように，日本の伝統

的な楽器「箏」における「地」や演奏技法の発展，これまで扱いづらかっ

た北インドの音楽を分かりやすく伝え楽しめる教材の開発や授業展開，ど

のような関わりがあるのかワクワクするようなクラシックの近代音楽と

インドネシアの伝統的なガムラン音楽とのコラボレーション，クラシック

の王道であるがっちり構築されたハイドンの弦楽四重奏からの旋律づく

りなど，学習の内容に多様な広がりを見た事例が示されている。加えて，

歌唱分野で声の表現の豊かさを実感した授業も報告されている。  
  内容の広がりだけでなく，授業者や演奏家，研究者，記録者もはじめて

本ジャーナルに登場した方たちも多く，様々な立場の方たちのつながりが

広がっていることも感じられる。さらに，授業報告では，子供たちが生演

奏にふれる喜びのみならず，自分たちの身の回りのある音楽とは異なる音

楽にふれ，新しい音楽の世界を楽しんでいる様子やその音楽の技法を身に

付けている姿が示されている。つまり，当事者の子供たちが音楽の世界観

を広げていることがわかるのである。教科書教材を声楽家に歌っていただ

くことにより，声の魅力を肌で感じながら自らの声の出し方を探ろうとす

る姿も報告されている。  
 校種を越えた学びの連続性を重視する新学習指導要領では，主体的・対

話的で深い学びの実現が求められている。その実現のために，カリキュラ

ム・マネジメントの重要性が叫ばれ，より質の高い学びを生み出そうとし

ていることは周知のことである。カリキュラム・マネジメントのポイント

の一つに「地域と連携し，教育に必要な人材，資源を外部に求めること」

とある。本号で示された TAS モデルの広がりは，音楽科が提案する「教

育に必要な人材，資源を外部に求めること」が広がり，地域のみならず，

様々な音楽家や研究者とも連携を深め，音楽科教育の質を高める学習につ

ながったと言えよう。  
 その証に，本号では，「音楽科の本質を追求する『音楽づくり』の有効

性〜高知大学教育学部小学校の取り組みに着目して」と題して，TAS モデ

ルの実際とも言える授業実践を丁寧に記録し，その価値を研究者たちの研

究成果としてまとめた原著論文を掲載している。  
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 人の自由な往来が制限され，対面で交流することが難しくなった現状況

において，TAS モデルの実施も困難を極める場合もあるだろう。しかし，

TAS モデルの広がりは，コロナ収束後と言わず，「今，何ができるか」を

考えることによって，その内容や方法を見直し，いかなる状況においても

持続可能な TAS モデルの構築を生み出す原動力になると考えている。  
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